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安全に関するご注意 
 

ケガや事故防止のため、以下のことを必ずお守りください。 
 

据付、運転、保守、点検の前に、必ずこのマニュアルをお読みいただき、正しくご使用下さい。 
機器の知識、安全の情報、その他注意事項のすべてを習熟してからご使用下さい。 

 
このマニュアルでは、安全注意事項のレベルを「警告」と「注意」に区分しています。 

 
取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険の状態を生じる 
ことが想定される場合 

●本製品の故障や外部要因による異常が発生しても、システム全体が安全側に働くように本製品の外部で 
安全対策を行ってください。 
●燃焼性ガスの雰囲気では使用しないでください。 
爆発の原因となります。 
●本製品を火中に投棄しないでください。 
電池や電子部品などが破裂する原因となります。 

 
取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負うかまたは物的損害のみが発生す 
る危険の状態が生じることが想定される場合 

●異常発熱や発煙を防止するため、本製品の保証特性・性能の数値に対し余裕をもたせて使用してください。 
●分解、改造はしないでください。 
異常発熱や発煙の原因となります。 
●通電中は端子に触れないでください。 
感電のおそれがあります。 
●非常停止、インターロック回路は外部で構成してください。 
●電線やコネクタは確実に接続してください。 
接続不十分な場合は、異常発熱や発煙の原因となります。 
●製品内部に液体、可燃物、金属などの異物を入れないでください。 

異常発熱や発煙の原因となります。 
●電源を入れた状態では施工（接続、取り外しなど）しないでください。 

感電のおそれがあります。 

 

著作権および商品登録に関する記述 
●このマニュアルの著作権は、松下電工株式会社が所有しています。 
●本書からの無断複製は、かたくお断りします。 
●Windows、WindowsNTおよび Microsoft Internet Explorerは米国 Microsoft Corporationの米国および 
 その他の国における登録商標です。 
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●その他の会社および製品名は、各社の商標または登録商標です。 

●商品改良のため、仕様、外観およびマニュアルの内容を予告なく変更することがありますので、ご了承ください。

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 はじめに 
 このたびは、Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔをお買い上げいただき 

 誠にありがとうございました。 

 このマニュアルでは、ハード構成と設置、配線の方法、Ｉ／Ｏの 

 割り付け、メンテナンスについて解説しています。 

 十分に内容をご理解いただいたうえ正しくご利用くださいます 

 ようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●お願い 
 このマニュアルの内容に関しては万全を期しておりますが、ご不審な点 

 や誤りなどお気付きの点がございましたらお手数ですが弊社までご連絡 

 ください。 
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ご使用になる前にご注意いただきたいこと 
� 設置環境について 
次のような場所での使用は避けてください。 
・直射日光の当たる場所や周囲温度が０℃～５５℃の範囲を超える場所。 
・周囲湿度が３０～８５％ＲＨの範囲を超える場所や急激な温度変化で結露するような場所。 
・腐食性ガスや可燃性のガスの雰囲気中。 
・本体に直接振動や衝撃が伝わるような場所。 
・塵埃、鉄粉、塩分の多い場所。 
・水、油、薬品などのかかるおそれのある場所。 
・ベンジン、シンナー、アルコールなどの有機溶剤やアンモニア、カセイソーダなどの強アルカリ物質が 
 付着するおそれのある雰囲気中。 
・本体に直接水滴の当たる可能性のある場所。 
・高圧線、高圧機器、動力線、動力機器あるいはアマチュア無線など送信部のある機器、又は大きな開閉 
 サージの発生する機器の周辺。 
� 静電気について 
・ユニットに触れる場合は、アースされた金属などに触れて静電気を放電させてください。 
・特に乾燥した場所では、過大な静電気が発生するおそれがあります。 
� 清掃について 
・シンナー類は、ケースを溶かしたり、変色させたりしますので、絶対に使用しないでください。 
� 電源について 
・電源には保護回路内蔵の絶縁型電源を使用してください。本体の電源部は非絶縁回路となっておりま 
 す。 
・保護回路のない電源を使用する場合は、ヒューズなどの保護素子を介して電源を供給してください。 
・異常電圧が直接印加されると内部回路が破壊されるおそれがあります。 
� 電源シーケンスについて 
・本体の電源は、入出力用電源よりも先にＯＦＦになるように電源シーケンスを配慮してください。 
・本体の電源よりも先に入出力用電源がＯＦＦになると、本体が入力信号のレベルの変化を検出し、誤動 
 作する場合があります。 
� 電源を入れる前に 
初めて電源を入れる時には、以下の点に注意してください。 
・施工時の配線屑、特に導電物が付着していないか確認してください。 
・電源配線、入出力配線、電源電圧が間違っていないか確認してください。 
・コネクタネジを確実に締め付けておいてください。 
・ＲＵＮ／ＳＴＯＰモード切替スイッチをＳＴＯＰモードにしてください。 
 
� 設定パラメータの保存についてのお願い 
万一の事故、設定パラメータの消失に対応するため、下記対策をお客様側で十分ご配慮ください。 
z ドキュメントの作成をお願いします。 
設定パラメータの消失やファイルの破壊、不用意な設定変更などに対応するため、作成した内容をプリン
トアウトして、ドキュメントを保存、管理してください。 
z パスワードの設定は慎重に行ってください。 
パスワード設定は、不用意な設定変更を防止することを目的としていますが、パスワードを忘れると、設定
変更ができなくなります。パスワードを設定する時には、仕様書と共に番号を控えておくなど、慎重な対応
をお願いいたします。 
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� ネットワークをご利用になる上で 
 
●ネットワークの使用により人命並びに財産に多大の影響を与えることが予測される用途にご使用の場
合には、システム設計に余裕を持たれ、かつ二重安全機構等の安全対策を組み込んでいただくことを、
製造物責任の観点からもお願いします。 
 
●本品はインターネット、イントラネット、電話網などの各種ネットワーク接続に対応していますが、端末機
器の障害、電気通信事業者の通信サービスの障害またはネットワーク不通等の通信手段の障害等、弊社
の責によらない原因によりご使用の機能の動作が遅延したり不能となった場合、あるいは送信手段に誤謬、
脱落等が発生した場合、その障害について弊社は一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 
 
●インターネット、イントラネット、電話網などの各種ネットワークを利用してシステムを構成される場合、お
客様の使用されるネットワーク及びアプリケーションに応じた情報漏洩、盗聴、不正アクセス等に対する対
策を導入されることをお奨めします。 
 
●本品にアクセスする際、ユーザ名、パスワードにより本人である事を確認しています。ユーザ名、パスワ
ードは、情報漏洩を防ぐため定期的に変更してください。 
 
●以下の場合には弊社は一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 
①納入品の故障や瑕疵から誘発された他の損害に対する保証。 
②貴社納入後の取扱、保管、運搬（輸送）において、本仕様書記載以外の条件が本品に加わった場合。 
③貴社納入時までに実用化されていた技術では予見することが不可能であった現象に起因する場合。 
④地震・洪水・火災・紛争など弊社に責のない自然或いは人為的災害による場合。 
⑤本マニュアルの注意にもかかわらずシステム構築において必要な対策を講じられなかった場合。 
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1章  
 ユニットの機能と制限 
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1.1 ユニットの特長と機能 

Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔには、次の３つの特長があります。 
 

1.1.1 データ収集・蓄積機能 
接点の状態（累積ＯＮ時間，累積開閉回数），パルス値，アナログ値（平均値，最小値，最大値）などの情
報を収集・蓄積することができます。 
蓄積されたデータは本体の内部メモリ（ＳＤＲＡＭ）またはＣＦカードにＣＳＶ形式で保存できます。 

 
データ収集には、以下の入出力Ｉ／Ｆがサポートされます。 
・本体Ｉ／Ｏ 
・ＦＰ０増設ユニット 
・ＰＬＣ，エコパワーメータ等（コミュニケーションカセットが必要です） 

 

1.1.2 アクショントリガ機能 
入力信号があらかじめ設定した条件に合致した場合，データがある値を超えた場合などに、下記の動作が 
可能です。 
・接点出力 
・アナログ出力 
・接続されているＰＬＣへデータを出力 
・メールを送信する 
・データを蓄積する 
アクショントリガの発生履歴はファイルに保存されます。 
【例】 
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1.1.3 監視機能 
Web ブラウザを使用して、ネットワーク経由で Web Datalogger Unit のデータをモニタすることができま
す。 
またモニタ用ライブラリ（Java アプレット）を使用して、オリジナルの Web ページを作成することができます。 
 

 

 
注） 
・オリジナルＷｅｂページを作成しＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｔに格納する場合はＣＦカードが必要です。 
・ブラウザは、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒ５．５以上をご使用ください。 
・Ｊａｖａアプレットが使用されたページをモニタするにはブラウザにＪａｖａプラグインが必要です。 
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1.2 システム構成 

 
 



1-5 

1.3 ユニットの種類 
1.3.1 Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ 

名 称 Ｉ／Ｏ点数 ご注文品番 

Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ 入力４点／リレー出力１点 ＡＦＬ１０００ 

 

1.3.2 ＦＰ０増設ユニット 
Web DataloggerＵｎｉｔでは、ＦＰ０シリーズの増設Ｉ／Ｏユニット／高機能ユニットが使用できます。 
 
ＦＰ０増設Ｉ／Ｏユニット 

品名 Ｉ／Ｏ 

点数 

電源 入力仕様 出力仕様 接続方式 型番 ご注文品番

８／０ － 
２４ Ｖ ＤＣ   
（コモン極性＋，－共通） 

－ ＭＩＬ コネクタ ＦＰ０－Ｅ８Ｘ ＡＦＰ０３００３

２４ Ｖ ＤＣ   モレックス ＦＰ０－Ｅ８ＲＭ ＡＦＰ０３０１３
４／４ ２４Ｖ ＤＣ 

（コモン極性＋，－共通） 
リレー 

端子台 ＦＰ０－Ｅ８ＲＳ ＡＦＰ０３０２３

０／８ ２４Ｖ ＤＣ － リレー 端子台 ＦＰ０－Ｅ８ＹＲＳ ＡＦＰ０３０２０

Ｔｒ  ＮＰＮ 

ＦＰ０－Ｅ８ 
増設ユニット 

０／８ － － 
Ｔｒ  ＰＮＰ 

ＭＩＬ コネクタ 
ＭＩＬ コネクタ 

ＦＰ０－Ｅ８ＹＴ 
ＦＰ０－Ｅ８ＹＰ 

ＡＦＰ０３０４０

ＡＦＰ０３０５０

２４ Ｖ ＤＣ   
１６／０ － 

（コモン極性＋，－共通） 
－ ＭＩＬ コネクタ ＦＰ０－Ｅ１６Ｘ ＡＦＰ０３３０３

２４Ｖ ＤＣ ２４ Ｖ ＤＣ   リレー モレックス ＦＰ０－Ｅ１６ＲＭ ＡＦＰ０３３１３
８／８ 

 （コモン極性＋，－共通） Ｔｒ  ＰＮＰ 端子台 ＦＰ０－Ｅ１６ＲＳ ＡＦＰ０３３２３

２４ Ｖ ＤＣ   Ｔｒ  ＮＰＮ ＦＰ０－Ｅ１６Ｔ 
８／８ － 

（コモン極性＋，－共通） Ｔｒ  ＰＮＰ 
ＭＩＬ コネクタ 
ＭＩＬ コネクタ ＦＰ０－Ｅ１６Ｐ 

ＡＦＰ０３３４３

ＡＦＰ０３３５３

Ｔｒ  ＮＰＮ ＭＩＬ コネクタ ＦＰ０－Ｅ１６ＹＴ ＡＦＰ０３３４０

ＦＰ０－Ｅ１６ 
増設ユニット 

０／１６ － － 
Ｔｒ  ＰＮＰ ＭＩＬ コネクタ ＦＰ０－Ｅ１６ＹＰ ＡＦＰ０３３５０

ＦＰ０－Ｅ３２ 
増設ユニット 

１６／１６ － 
２４ Ｖ ＤＣ 
（コモン極性＋，－共通）

Ｔｒ  ＮＰＮ 
Ｔｒ  ＰＮＰ 

ＭＩＬ コネクタ 
ＭＩＬ コネクタ 

ＦＰ０－Ｅ３２Ｔ 
ＦＰ０－Ｅ３２Ｐ 

ＡＦＰ０３５４３

ＡＦＰ０３５５３

 
ＦＰ０高機能ユニット 

名 称 仕様 型 番 ご注文品番

Ｋ，Ｊ，Ｔ，Ｒ熱電対、分解能０．１℃ ＦＰ０－ＴＣ４ ＡＦＰ０４２０ 
ＦＰ０ 熱電対ユニット 

Ｋ，Ｊ，Ｔ，Ｒ熱電対、分解能０．１℃ ＦＰ０－ＴＣ８ ＡＦＰ０４２１ 

＜入力仕様＞ 

チャンネル数：２チャンネル 

入力レンジ：電圧 ０～５Ｖ、－１０～＋１０Ｖ（分解能１／４０００） 

        電流 ０～２０ｍＡ(分解能 １／４０００) 
ＦＰ０アナログＩ／Ｏユニット 

＜出力仕様＞ 

チャンネル数：１チャンネル 

入力レンジ：電圧 －１０～＋１０Ｖ（分解能１／４０００） 

        電流 ０～２０ｍＡ(分解能 １／４０００) 

ＦＰ０－Ａ２１ ＡＦＰ０４８０ 

ＦＰ０ Ａ／Ｄ変換ユニット 

＜入力仕様＞ 

チャンネル数：８チャンネル 

入力レンジ：電圧 ０～５Ｖ、－１０～＋１０Ｖ、－１００～１００ｍＶ（分解能１／４０００） 

        電流 ０～２０ｍＡ(分解能 １／４０００) 

ＦＰ０－Ａ８０ ＡＦＰ０４０１ 

入力レンジ： 

（電圧出力タイプ） －１０～＋１０Ｖ（分解能１／４０００） 
ＦＰ０－Ａ０４Ｖ ＡＦＰ０４１２１

ＦＰ０ Ｄ／Ａ変換ユニット 

＜出力仕様＞ 

チャンネル数：１チャンネル 

 
入力レンジ： 

（電流出力タイプ） ４～２０ｍＡ(分解能 １／４０００) 
ＦＰ０－Ａ０４Ｉ ＡＦＰ０４１２３

 
ＦＰ０電源ユニット 

名 称 仕様 型 番 ご注文品番

ＦＰ０ 電源ユニット 入力電圧１００～２４０Ｖ ＡＣ フリー入力  出力容量 ０．７Ａ ２４Ｖ ＤＣ ＦＰ０－ＰＳＡ４ ＡＦＰ０６３４ 
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1.3.3 コミュニケーションカセット 
シリアルデータ通信やＰＬＣとの接続をする場合は、着脱式のコミュニケーションカセットを使用してください。 
 

名 称 内 容 型番 ご注文品番

ＦＰΣ コミュニケーションカセット 
（ＲＳ２３２Ｃ １チャンネルタイプ） 

５線式ＲＳ２３２Ｃポートを１チャンネル装備。
ＲＳ／ＣＳ制御が可能。 ＦＰＧ－ＣＯＭ１ ＡＦＰＧ８０１

ＦＰΣ コミュニケーションカセット 
 （ＲＳ２３２Ｃ ２チャンネルタイプ） 

３線式ＲＳ２３２Ｃポートを２チャンネル装備。
外部機器２台と通信可能。 ＦＰＧ－ＣＯＭ２ ＡＦＰＧ８０２

ＦＰΣ コミュニケーションカセット 
 （ＲＳ４８５ １チャンネルタイプ） 

２線式ＲＳ４８５ポートを１チャンネル装備。 
 ＦＰＧ－ＣＯＭ３ ＡＦＰＧ８０３

ＦＰΣ コミュニケーションカセット 
 （ＲＳ４８５ １チャンネル 
  ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル混載タイプ） 

２線式ＲＳ４８５ポートを１チャンネル。 
３線式ＲＳ２３２Ｃポートを１チャンネル装備。
 

ＦＰＧ－ＣＯＭ４ ＡＦＰＧ８０６

 

1.3.4 関連ソフトウェア（フリーウェア） 
品名 内容 

ＩＰ検索ツール Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ ＵｎｉｔのＩＰアドレス検索及び設定ツール 
Ｊａｖａアプレット Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔとの通信、モニタリング用Ｊａｖａライブラリ 

注）当社ＨＰ(http://www.nais-j.com/plc/)よりダウンロードできます。（会員登録必要 無料） 
 
 

1.3.5 関連部品 
品名 内容 ご注文品番

端子台ソケット 補修部品  
（Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔに同梱） ＡＦＬ８８００ 

ＦＰΣ用電池 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの電源をＯＦＦした状態
で、収集データの保存、カレンダタイマ機能の保持
をおこなう場合に必要 

ＡＦＰＧ８０４ 

ＦＰΣ用電源ケーブル 補修部品  
（Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔに同梱）

ケーブル長 １ｍ ＡＦＰＧ８０５ 

ＦＰ０用取付プレートスリム型（１０個入） ＦＰ０ 増設ユニットを盤に垂直に取り付けるための 
取付プレート ＡＦＰ０８０３ 

ＦＰ０用取付プレートフラット型 Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔを盤に水平に取り付ける
ための取付プレート ＡＦＰ０８０４ 

http://www.nais-j.com/plc/)
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1.4 ユニットの組み合わせの制限 
1.4.1 ＦＰ０増設ユニットの場合の制限 

 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの右側にＦＰ０の増設Ｉ／Ｏユニット／高機能ユニットを合わせて３台まで増設できます。 
リレー出力、トランジスタ出力タイプの混在も可能です。 
 
� 制御Ｉ／Ｏ点数 
コントロールユニット単体でのＩ／Ｏ点数 ＦＰ０増設ユニットを増設時のＩ／Ｏ点数 

５点 （入力４点／出力１点） 最大１０１点 （入力５２点／出力４９点） 

注）ＦＰ０増設ユニットトランジスタタイプと組み合わせたときの点数です。 

 ご注意：ＦＰ０熱電対ユニットは、他の増設ユニットよりも右側に増設してください。 
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1.5 動作設定について 
1.5.1 動作設定に必要なツール 

 
 
ＩＰアドレスなどのネットワーク設定や、収集データなどの設定には、汎用ブラウザである 
Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｌｅｒ（Ｖｅｒ．５．５以上）を使用します。 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ ＵｎｉｔとパソコンをＥｔｈｅｒｎｅｔカテゴリー５のクロスケーブルを使用して直接接続するか、
Ｈｕｂ（ハブ）にストレートケーブルを使用して接続してください。 
 

 参 照：具体的な設定内容について＜６章 ユニットの設定＞ 
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2章  
 Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの仕

様と機能 
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2.1 各部の名称と機能 
2.1.1 各部の名称と機能 

 

 
①状態表示ＬＥＤ１ 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの運転／停止、エラー／アラームなどの動作状態を表示します。 

ＬＥＤ ＬＥＤの状態と動作状態 
点灯： ＲＵＮモード － データの収集・蓄積の実行中 

ＭＯＤＥ （緑） 
点滅： ＳＴＯＰモード － データの収集・蓄積を停止中 

ＴＲＩＧＧＥＲ （緑） 点灯： アクショントリガ発生中 
点灯： ハードウェアの異常発生中 

ＥＲＲＯＲ （赤） 
点滅： 上記以外の異常発生中 

 参 照：異常時の表示状態について＜１０．１．１ ＬＥＤによる状態表示＞ 

 
 
②ＲＵＮ／ＳＴＯＰモード切替スイッチ 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの運転モードを切り替えるスイッチです。 

スイッチ 動作モード 
ＲＵＮ  （位置・上） ＲＵＮモード ：データの収集、蓄積を実行します。 
ＳＴＯＰ （位置・下） ＳＴＯＰモード ：データの収集・蓄積を停止します。 

• Ｗｅｂ画面からの設定により運転／停止の切り替えを行うこともできます。 
• Ｗｅｂ画面から運転／停止の切り替えを行うと、ＲＵＮ／ＳＴＯＰモード切替スイッチの設定と実際の動作が異なる場

合があります。実際の動作モードは状態表示ＬＥＤ１（ＭＯＤＥ）で確認してください。 
• 電源を再投入するとＲＵＮ／ＳＴＯＰモード切替スイッチで設定したモードで動作を開始します。 
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③通信状態表示ＬＥＤ 
コミュニケーションカセットを装着した場合のＣＯＭ．１ 、ＣＯＭ．２ の通信状態を表示します。 

ＬＥＤ モニタ内容 ＬＥＤ の状態と通信状態 
点滅： 送信中 

Ｓ 送信データ 
消灯： 送信データ無し 
点滅： 受信中 ＣＯＭ．１ 

Ｒ 受信データ 
消灯： 受信データ無し 
点滅： 送信中 
（ＲＳ２３２Ｃ １チャンネルタイプの場合、ＲＳ信号ＯＮ時点灯） Ｓ 送信データ 
消灯： 送信データ無し 
点滅： 受信中 
（ＲＳ２３２Ｃ １チャンネルタイプの場合、ＣＳ信号がＯＮ時点灯） 

ＣＯＭ．２ 

Ｒ 受信データ 
消灯： 受信データ無し 

 
④リセットスイッチ 
すべての設定を初期化する時に使用します。本スイッチをＯＮした状態で電源をＯＮしてください。 
 
⑤ＣＦカードカバー 
ＣＦカードを抜き差しする場合はカバーを外します。 
注）ＣＦカードを差した場合、ＣＦカードカバーを取り付けてください。ＣＦカードカバーを取り付けた時点 
  で、ＣＦカードにアクセスします。 
 
⑥ＣＦカードソケット 
ＣＦカードを挿入します。 
 
⑦ＣＦカードアクセスＬＥＤ 
ＣＦカードへのアクセス中は点灯します。 
ＣＦカードカバー取り付け時は、状態表示ＬＥＤ２のＣＦ．ＬＥＤにてアクセス状態を確認する 
ことができます。 
 
⑧Ｅｔｈｅｒｎｅｔ接続コネクタ（ＲＪ４５） 
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信をおこなう場合、接続します。 
 
⑨ＭＯＤＥＭ（ＲＳ２３２Ｃ）接続コネクタ（Ｄ－ＳＵＢ ９ピン） 
モデム通信をおこなう場合、接続します。 
 
⑩状態表示ＬＥＤ２ 

ＬＥＤ ＬＥＤの状態と動作状態 
点滅： ＰＰＰ通信データ送信中 

ＭＴｘ （緑） 
消灯： 送信データなし 
点滅： ＰＰＰ通信データ受信中 

ＭＲｘ （緑） 
消灯： 受信データなし 
点灯： Ｅｔｈｅｒｎｅｔ接続中 

ＬＩＮＫ （緑） 
消灯： Ｅｔｈｅｒｎｅｔ未接続 
点滅： Ｅｔｈｅｒｎｅｔ送信中 

ＥＴｘ （緑） 
消灯： Ｅｔｈｅｒｎｅｔ未通信 
点灯： Ｅｔｈｅｒｎｅｔ受信中 

ＥＲｘ （緑） 
消灯： Ｅｔｈｅｒｎｅｔ未通信 
点灯： ＣＦカードアクセス中 

ＣＦ （緑） 
消灯： ＣＦカード未アクセス 

 
⑪入出力表示ＬＥＤ 
入出力の状態が確認できます。 
 
⑫入出力端子台 
外部入出力機器との接続の場合、使用します。 
 
⑬電源コネクタ（２４Ｖ ＤＣ） 
２４Ｖ ＤＣを供給してください。接続には、付属のケーブル（ＡＦＰＧ８０５）を使用します。 
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⑭コミュニケーションカセット（オプション） 
オプションのカセットタイプの通信用アダプタです。下記のうち、いずれか１つを装着できます。 
・ＲＳ２３２Ｃ １チャンネルタイプ 
・ＲＳ２３２Ｃ ２チャンネルタイプ 
・ＲＳ４８５  １チャンネルタイプ 
・ＲＳ４８５  １チャンネル、ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル混載タイプ 

 参 照：＜３章 増設ユニットとコミュニケーションカセットについて＞ 

 
 
⑮電池カバー 
別売りのバックアップ電池を使用する時は、このカバーを外して装着します。 
バックアップ電池を取り付けると、カレンダタイマや蓄積データの保持が可能となります。 

 参 照： ＜５．７ バックアップ電池の取り付けと設定＞ 

 
 
⑯増設用フック 
増設ユニットの固定に使用します。また右側面の増設用フックは取り付けプレートフラット型（ＡＦＰ０８０４）
に設置する際にも使用します。 
 
 
⑰ＦＰ０増設用右側コネクタ 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ右側に増設するＦＰ０増設ユニットと内部回路を接続します。 
（シールをはがすとコネクタがあります） 
 
 
⑱ＤＩＮフック 
レールにワンタッチで取り付けることができます。また、取り付けプレートスリム３０型（ＡＦＰ０８１１）に 
設置する際にも使用します。 
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2.2 入出力仕様 
2.2.1 入力仕様 

� 入力仕様 （Ｘ０， Ｘ１， Ｘ２， Ｘ３） 
項 目 仕 様 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 
定格入力電圧 １２ ～ ２４Ｖ ＤＣ 
使用電圧範囲 １０．８ ～ ２６．４Ｖ ＤＣ 

定格入力電流 約２．８ｍＡ （ａｔ１２Ｖ ＤＣ） 
約５．６ｍＡ （ａｔ２４Ｖ ＤＣ） 

コモン方式 １点／１コモン 
（入力電源の極性は、＋／－いずれでも可能） 

最小ＯＮ電圧／最小ＯＮ電流 １０．８Ｖ ＤＣ／３ｍＡ  
最大ＯＦＦ電圧／最大ＯＦＦ電流 ２．４Ｖ ＤＣ／１．３ｍＡ 
入力インピーダンス 約４．３ｋΩ  

ＯＦＦ→ＯＮ １ｍｓ 以下  
応答時間 

ＯＮ→ＯＦＦ １ｍｓ 以下 
動作表示 ＬＥＤ表示 

注）２５ ℃での仕様です。 
 
� 内部回路 
 

 
Ｒ１＝４．３ｋΩ Ｒ２＝８２０Ω  
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2.2.2 出力仕様 

� リレー出力仕様（Ｙ０） 
項 目 仕 様 
出力形式 １ａ 出力 
定格制御容量 ２Ａ ２５０Ｖ ＡＣ、２Ａ ３０Ｖ ＤＣ 注） 
コモン方式 １点／コモン 

ＯＦＦ → ＯＮ 約１０ｍｓ 
応答時間 

ＯＮ → ＯＦＦ 約 ８ｍｓ 
機械的 ２０００万回以上 

寿命 
電気的 １０万回以上 

サージキラー なし 
動作表示 ＬＥＤ表示 

注）抵抗負荷 
 
 
� 内部回路  
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2.3 入出力端子配列図 

 

 
注）入力回路の各ＣＯＭ 端子は電気的に独立しています。 
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3章  
 増設ユニットとコミュニケーショ

ンカセットについて 
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3.1 増設ユニットの種類 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔには、ＦＰ０増設ユニット（増設Ｉ／Ｏユニット／高機能ユニット）を最大３ユニット 
まで増設することができます。 
 
ＦＰ０増設ユニットは、Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの右側に装着します。 
 

 
 
 

 参 照：ＦＰ０ 増設ユニットについて＜ＦＰ０ ユーザーズマニュアルその他各種マニュアル＞ 
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3.1.1 ＦＰ０増設ユニットの増設方法 
ＦＰ０増設ユニット（増設Ｉ／Ｏユニット／高機能ユニット）は、Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの右側に増設しま
す。 
ユニットの増設には、ユニット側面のＦＰ０増設用右側コネクタ、増設用フックを使います。 
 
①ユニット右側側面にあるシールをはがし、内部のＦＰ０増設用右側コネクタを露出させ

てください。 
 

 

 
②上下の増設用フックをドライバーなどで引き上げてください。 
 

 

 
③本体側と増設側の四隅の突起を合わせて装着してください。この時、ユニット間に隙

間ができないようにしっかりとコネクタをかん合させてください。 
 

 
 
④手順②で引き上げた増設用フックを下げ、ユニットを固定してください。 
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3.2 コミュニケーションカセットの種類 
コミュニケーションカセットは、用途に合わせて以下の４タイプがあります。 
 
� ＲＳ２３２Ｃ １チャンネルタイプ （品番：ＡＦＰＧ８０１） 
５線式ＲＳ２３２Ｃポートを１チャンネル装備したコミュニケーションカセット。１：１のシリアル通信をします。 
ＲＳ／ＣＳ制御も可能です。 
z 端子配列 

ピン名称 名 称 信号の方向 ポート 
ＳＤ  送信データ 本体 → 外部機器 
ＲＤ  受信データ 本体 ← 外部機器 
ＲＳ  送信要求 本体 → 外部機器 
ＣＳ  送信可 本体 ← 外部機器 
ＳＧ  信号用接地 － 

ＣＯＭ．１ポート 

 

 注１） ＣＳ（送信可）が入らないと送信できません。３線式でご使用 
    の場合はＲＳとＣＳを短絡してください。 

 
� ＲＳ２３２Ｃ ２チャンネルタイプ （品番：ＡＦＰＧ８０２） 
３線式ＲＳ２３２Ｃポートを２チャンネル装備したコミュニケーションカセット。１：１のシリアル通信をします。 
外部機器２台と通信できます。 
z 端子配列 

ピン名称 名 称 信号の方向 ポート 
Ｓ１  送信データ１ 本体 → 外部機器 
Ｒ１  受信データ１ 本体 ← 外部機器 

ＣＯＭ．１ポート 

Ｓ２  送信データ２ 本体 → 外部機器 
Ｒ２  受信データ２ 本体 ← 外部機器 

ＣＯＭ．２ポート 

 ＳＧ  信号用接地 － 
ＣＯＭ．１ポート 
ＣＯＭ．２ポート 

 
� ＲＳ４８５ １チャンネルタイプ （品番：ＡＦＰＧ８０３） 
２線式ＲＳ４８５ポートを１チャンネル装備したコミュニケーションカセット。１：Ｎのシリアル通信をします。 
z 端子配列 

ピン 
名称 名 称 信号の方向 ポート 

＋  伝送路(＋) － 
－  伝送路(－) － 
＋  伝送路(＋) － 
－  伝送路(－) － 

    E  終端局設定 － 

ＣＯＭ．１ 
ポート 

 
� ＲＳ４８５ １チャンネル、ＲＳ２３２Ｃ １チャンネル混載タイプ （品番：ＡＦＰＧ８０６） 
２線式ＲＳ４８５ポートを１チャンネルと３線式ＲＳ２３２Ｃポートを１チャンネル装備したコミュニケーションカセット。ＲＳ４８５
ポートで１：Ｎのシリアル通信に対応し、ＲＳ２３２Ｃポートで１：１のシリアル通信に対応します。 
z 端子配列 

ピン 
名称 名 称 信号の方向 ポート 

＋ 伝送路(＋) － 

－ 伝送路(－) － 

ＲＳ４８５ 

（ＣＯＭ．

１ポート）

ＳＤ  送信データ 本体→外部機器 

ＲＤ  受信データ 本体←外部機器 

 

  
ＳＧ 信号用接地 － 

ＲＳ２３２Ｃ

（ＣＯＭ．

２ポート）
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� 通信状態表示ＬＥＤについて 
本体の表示内容はＲＳ２３２Ｃ ２ｃｈ用になっています。他のタイプでは下記のように読みかえてください。 
本体の表示 ＡＦＰＧ８０１ ＡＦＰＧ８０２ ＡＦＰＧ８０３ ＡＦＰＧ８０６
ＣＯＭ．１ 
 ■Ｓ 

ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＲＳ４８５ 
ＳＤ 

 ■Ｒ ＲＤ ＲＤ ＲＤ ＲＳ４８５ 
ＲＤ 

ＣＯＭ．２ 
 ■Ｓ 

ＲＳ ＳＤ 未使用 ＲＳ２３２Ｃ 
ＳＤ 

 ■Ｒ ＣＳ ＲＤ 未使用 ＲＳ２３２Ｃ 
ＲＤ 

 
ＬＥＤ 通信中  点滅 
通信なし 消灯 
 
ＳＤ：送信データ(出力) 
ＲＤ：受信データ(入力) 

 
� 外形寸法の違いについて 

 
ＡＦＰＧ８０１ 
ＡＦＰＧ８０２ 
ＡＦＰＧ８０３ 

ＡＦＰＧ８０６ 
  注）５ｍｍ長くなります 

 
 
 
� ＡＦＰＧ８０６ スイッチの設定 

 
ＲＳ４８５ポート（ＣＯＭ．１）使用時のみ 
伝送速度の設定は内蔵スイッチと本体構成設定画面の両方の設定が必要です。 
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3.2.1 コミュニケーションカセット通信仕様 
品番 ＡＦＰＧ８０１ ＡＦＰＧ８０２ ＡＦＰＧ８０３ ＡＦＰＧ８０６ 

インターフェイス ＲＳ２３２Ｃ 
１ｃｈ  注７） 

ＲＳ２３２Ｃ
２ｃｈ 注７） 

ＲＳ４８５ 
１ｃｈ 注７） 

ＲＳ２３２Ｃ 
１ｃｈ注７） 

ＲＳ４８５ 
１ｃｈ   注５）注６） 

伝送距離 １５ ｍ １５ ｍ １２００ ｍ注１）注２） １５ ｍ １２００ ｍ注１）注２） 

伝送速度 ２４００，４８００，９６００，１９２００，３８４００，５７６００，１１５２００ｂｐｓ 
１９２００， 
１１５２００ｂｐｓ 
注３）注４） 

通信方式 半二重方式 
同期方式 調歩同期方式 

ストップビット １ ｂｉｔ／２ ｂｉｔ 
パリティ    無し／有り（奇数／偶数） 伝送フォーマット 
データ長    ７ ｂｉｔ／８ ｂｉｔ 

データ送出順序 キャラクタ単位にビット０より送出 
接続台数 － － 最大９９台 － 最大９９台 

注１）伝送速度及び接続台数により伝送距離が下記の通り制限されます。３８４００ｂｐｓ 以下の速度では 
   最大１２００ｍ、９９台となります。 
         ＲＳ４８５ 伝送距離制限 

     
注２）Ｃ－ＮＥＴアダプタ混在時、最大接続台数は３２台、伝送速度は１９２００ｂｐｓ以下に制限されます。 
注３）コミュニケーションカセットＡＦＰＧ８０６（ＣＯＭ４）内ＲＳ４８５ポートの伝送速度は、Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ及び 
   コミュニケーションカセット内ディップスイッチの両方で設定する必要があります。ＲＳ２３２Ｃポートの伝送速度は、 
   Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔのみの設定で可能です。 
注４）コミュニケーションカセットＡＦＰＧ８０６（ＣＯＭ４）内ＲＳ４８５ポートの終端抵抗有無は、コミュニケーションカセット 
   内ディップスイッチで設定します。ＲＳ２３２Ｃポートには終端抵抗はありません。 
注５）ＦＰΣを接続時はＦＰΣがコマンドを受け取ってから、レスポンスを返送するまでの時間をＦＰΣの下記命令で 
   調整して頂く必要がある場合もございます。 
   （ＳＹＳ１ ＭＣＯＭ１，ＷＡＩＴｎ  ｎ＝０～９９９ （ｎスキャン遅らせる）） 
注６）コミュニケーションカセットＡＦＰＧ８０３、ＡＦＰＧ８０６（ＣＯＭ４）のＲＳ４８５通信にてＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ側 
   からデータ送信後は、受信側機器にて下表時間経過後、データをＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ側へ送信開始して 
   ください。 
注７）ＲＳ２３２Ｃの配線は耐ノイズ性向上のため必ずシールド線を使用してください。 
 
� ＲＳ４８５通信時のご注意 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ ＵｎｉｔでＲＳ４８５通信をする場合、Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔは送信データ送出後、一定期間通
信ラインを占有します。受信側機器にて下記時間経過後、Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔへ送信を開始してください。 
 

Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ 送信  送信  
接続相手機器側  返信   返信  
 ｔ  ｔ 

通信条件 ＡＦＰＧ８０３使用時 ＡＦＰＧ８０６使用時 
４８００ｂｐｓ ４．２ｍｓ以上 選択しないでください 
９６００ｂｐｓ ２．１ｍｓ以上 選択しないでください 

１９２００ｂｐｓ １．１ｍｓ以上 １．１ｍｓ以上 
３８４００ｂｐｓ ０．６ｍｓ以上 選択しないでください 
５７６００ｂｐｓ ３５０μｓ以上 選択しないでください 

ｔ の条件 

１１５２００ｂｐｓ ２００μｓ以上 ２００μｓ以上 
 
z 接続相手機器の種類によっては下記のような調整をお取りください。 
ＦＰΣの場合： 
ＦＰΣにはコマンドを受け取ってから、レスポンスを返送するまでの時間を変更できるＳＹＳ１命令が用意されています。 

 参 照：＜ＦＰΣ ユーザーズマニュアル ＡＲＣＴ１Ｆ３３３＞ 
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3.2.2 設置と配線 

� コミュニケーションカセットの取り付け方法 
①ＦＰΣ本体の電源が切れているか、確認してください。 
 
②ドライバーを差し込んでカバーを外してください。 
 

 

 
③コミュニケーションカセットを取り付けてください。 
 

 

 

 
④通信コネクタを差し込んでください。 
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� 付属コネクタの配線  
z 付属コネクタ／適合電線 
通信コネクタ（コミュニケーションカセットに付属）は、ネジ締めタイプの端子台を使用しています。電線は下
記のものを使用してください。 

 

 
 
付属通信コネクタ 
通信コネクタにはフェニックス・コンタクト(株)製を使用しています。 

フェニックス社モデル番号 
ピン数 

型番 製品番号 
５ ピン ＭＣ１，５／５－ＳＴ－３，５ １８４０３９５ 

 
 
適合電線(より線) 
電線数 サイズ 導体断面積 
１本 ＡＷＧ＃２８～１６ ０．０８ｍｍ２～１．２５ｍｍ２ 
２本 ＡＷＧ＃２８～１８ ０．０８ｍｍ２～０．７５ｍｍ２ 

上記電線でシールドされたものをご使用ください。 
シールド部は接地することを推奨します。 
 
 
適合絶縁スリーブ付き棒端子 
下記型式の棒端子がフェニックス・コンタクト社より発売されています。 
メーカ 断面積 サイズ フェニック社型番 

０．２５ｍｍ２ ＡＷＧ＃２４ ＡＩ ０，２５―６ ＹＥ 

０．５０ｍｍ２ ＡＷＧ＃２０ ＡＩ ０，５―６ ＷＨ 

０．７５ｍｍ２ ＡＷＧ＃１８ ＡＩ ０，７５―６ ＧＹ 

１．００ｍｍ２ ＡＷＧ＃１８ ＡＩ １―６ ＲＤ 

フェニックス・ 

コンタクト（株） 

０．５ｍｍ２×２ ＡＷＧ＃２０×２本用 
ＡＩ―ＴＷＩＮ ２× 

０，５―８ ＷＨ 

 
 

棒端子専用圧着工具 
フェニックス社モデル番号 

メーカ 
型番 製品番号 

フェニックス・ 
コンタクト（株） ＣＲＩＭＰＦＯＸ ＵＤ６ １２０４４３６ 
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z 通信コネクタの端子台の締め付けは専用工具で 
端子の締め付けには、フェニックス・コンタクト（株）製ドライバー（フェニックス社 型番 ＳＺＳ ０．４×２．５ 
製品番号：１２０５０３７、刃幅０．４×２．５、）か、または松下電工（株）製ドライバー（ご注文品番：ＡＦＰ０８０
６）をご使用ください。締め付けトルクは、０．２２Ｎ・ｍ～０．２５Ｎ・ｍ（２．３ｋｇｆ・ｃｍ～２．５ｋｇｆ・ｃｍ）としてく
ださい。 
 
 
 
z 配線方法 
①電線の被覆をはがしてください。 

 

 
②電線を端子台に突き当たるまで挿入し、ネジを時計方向に締め、固定してください。（締め付けトルク 
０．２２Ｎ・ｍ～０．２５Ｎ・ｍ（２．３ｋｇｆ・ｃｍ～２．５ｋｇｆ・ｃｍ）） 

 
 

z 配線時のご注意 
以下の点を守り、断線しないようご注意ください。 
・被覆をはがす時、芯線を傷つけないようにしてください。 
・芯線はよらずに結線してください。 
・芯線は半田上げせずに結線してください。振動により切断する場合があります。 
・結線後はケーブルにストレスをかけないでください。 
・端子の構造上、反時計回りで電線が締まる場合は接続不良です。一度電線を抜き、端子穴を確認して 
 再度配線してください。 
・ＡＦＰＧ８０６（ＣＯＭ．４）のＲＳ４８５＋、－端子へ２線接続する場合は、０．５～０．７５ｍｍ２で２本とも 
 同断面積の同一線材をご使用ください。 
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� 伝送ケーブルの選定について 
コミュニケーションカセットＲＳ４８５タイプを使用したシステムでは、伝送ケーブルとして、下記のものを使用してくださ
い。 
 
z 適合電線(より線)  

導体 絶縁体 
分類 断面図 

サイズ 抵抗値 
（ａｔ ２０℃）

材質 厚み 
ケ ー ブ ル
直径 適合ケーブル例 

１．２５ｍｍ２

（ＡＷＧ１６）

以上 

最大 
１６．８Ω／ｋｍ

ポリエチレン
最大 

０．５ｍｍ
約８．５ｍｍ 

日立電線（株） 
ＫＰＥＶ－Ｓ１．２５ ｍｍ２×１Ｐ

Ｂｅｌｄｅｎ社 ９８６０ 
シールド付 

ツイスト 
ペア  

０．５ ｍｍ２

（ＡＷＧ２０）

以上 

最大 
３３．４Ω／ｋｍ

ポリエチレン
最大 

０．５ｍｍ
約７．８ｍｍ 

日立電線（株） 
ＫＰＥＶ－Ｓ０．５ ｍｍ２×１Ｐ

Ｂｅｌｄｅｎ社 ９２０７ 

ＶＣＴＦ 

 
 

 
 
 

０．７５ｍｍ２

（ＡＷＧ１８）

以上 

最大 
２５．１Ω／ｋｍ

ポリ塩化

ビニル 
最大 

０．６ｍｍ
約６．６ｍｍ ＶＣＴＦ－０．７５ ｍｍ２ 

×２Ｃ（ＪＩＳ） 

 

 

 ご注意： 
・ツイストペアケーブルは、シールドタイプをご使用ください。 
・伝送ケーブルは、１種類のみ使用してください。２種類以上を混在して使用しないでください。 
・ノイズ環境の悪いところでは、ツイストペアケーブルの使用をおすすめします。 
・ＲＳ４８５の伝送路は、渡り配線とし、シールドケーブル使用時は、片側接地としてください。 
・ＡＦＰＧ８０６（ＣＯＭ．４）のＲＳ４８５＋、－端子へ２線接続する場合は、上記ケーブルの０．５～０．７５ｍｍ２で２本とも 
 同断面積の同一線材をご使用ください。 
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3.2.3 １：１通信での接続例 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ ＵｎｉｔとＦＰΣを１：１通信で接続する例です。 

 

 

 
 
注）３線でご使用の場合は、ＲＳとＣＳを短絡してください。 
 
 
� 設定 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ  ＦＰΣ 

外部機器（ＣＯＭ．１） ＣＯＭ．ポート１ 
動作選択  ＰＬＣ接続 

（松下電工ＭＥＷＮＥＴ－ＦＰシリーズ） 
ユニットＮｏ．  １ 

接続方式  １：１ 通信モード コンピュータリンク 
局番  選択できません 
通信速度（ｂｐｓ）  ９６００ 

 

データビット  ８  

伝送フォーマット データ長 ８ビット 
パリティチェック奇数 
ストップビット １ 

パリティ  奇数  通信速度（ｂｐｓ） ９６００ 
ストップビット  １    
通信タイムアウト  ３秒    

 
上記の設定で、Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ ＵｎｉｔがＲＵＮモードの時、ＦＰΣよりデータを読み出しが可能です。 
 

 参 照：Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの設定について＜６章 ユニットの設定＞ 
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4章  
 Ｉ／Ｏの割り付け 
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4.1 Ｉ／Ｏの割り付け 

 

� Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔで使用されるデバイスについて 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔでは、以下のデバイスが使用されます。 
 
Ｘ  ：本体またはＦＰ０増設ユニットの入力接点 
Ｙ  ：本体またはＦＰ０増設ユニットの出力接点 
Ｂ  ：外部機器の接点に関連付けられるビットデータ 
    【例】 外部機器に接続されたＰＬＣのＲ０を関連付ける。 
ＥＸＤ：外部機器のデータに関連付けられるダブルワードデータ 
    【例】 外部機器に接続されたＰＬＣのＤＴ０を関連付ける。 
ＡＤ ：ＦＰ０増設ユニットのアナログ入力接点 

     

    【例】 増設ユニット１にＡ／Ｄ変換ユニットが使用される場合、チャンネル０は「ＡＤ１０」となります。 
ＤＡ ：ＦＰ０増設ユニットのアナログ出力接点 
    【例】 増設ユニット２にＤ／Ａ変換ユニットが使用される場合、チャンネル０は「ＤＡ２０」となります。 
 
� Ｉ／Ｏ番号について 
z Ｘ・Ｙ番号の指定の仕方 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔでは、入力と出力で同じ番号を使います。 

 
 
z 入出力リレーの番号の数え方 
入出力リレーＸ・Ｙ・Ｂは、以下のように１０進数と１６進数の組み合わせで表現します。 
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4.2 Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの割り付け 
4.2.1 Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ ＵｎｉｔのＩ／Ｏ番号 

Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ本体のＩ／Ｏ割り付けは固定です。 
割付点数 Ｉ／Ｏ番号 
入力 Ｘ０～Ｘ３ 
出力 Ｙ０ 

 
 
 
 

4.3 ＦＰ０増設ユニットの割り付け 
ＦＰ０増設ユニットはＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの右側に増設します。 
Ｉ／Ｏ番号は、本体から近い方から順に若い番号が割り付けられます。 
 

4.3.1 ＦＰ０増設ユニットのＩ／Ｏ番号 
・Ｉ／Ｏ番号は増設時にＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ側で自動的に割り付けられますので、設定の必要は 
 ありません。 
・増設ユニットのＩ／Ｏ番号は、接続する位置によって決まります。 
ユニットの種類 割付点数 増設ユニット１ 増設ユニット２ 増設ユニット３ 

ＦＰ０－Ｅ８Ｘ 入力（８点） Ｘ２０～Ｘ２７ Ｘ４０～Ｘ４７ Ｘ６０～Ｘ６７ 

入力（４点） Ｘ２０～Ｘ２３ Ｘ４０～Ｘ４３ Ｘ６０～Ｘ６３ 
ＦＰ０－Ｅ８Ｒ 

出力（４点） Ｙ２０～Ｙ２３ Ｙ４０～Ｙ４３ Ｙ６０～Ｙ６３ 
ＦＰ０－Ｅ８ＹＴ／Ｐ 
ＦＰ０－Ｅ８ＹＲ 出力（８点） Ｙ２０～Ｙ２７ Ｙ４０～Ｙ４７ Ｙ６０～Ｙ６７ 

ＦＰ０－Ｅ１６Ｘ 入力（１６点） Ｘ２０～Ｘ２Ｆ Ｘ４０～Ｘ４Ｆ Ｘ６０～Ｘ６Ｆ 

入力（８点） Ｘ２０～Ｘ２７ Ｘ４０～Ｘ４７ Ｘ６０～Ｘ６７ ＦＰ０－Ｅ１６Ｒ 
ＦＰ０－Ｅ１６Ｔ／Ｐ 出力（８点） Ｙ２０～Ｙ２７ Ｙ４０～Ｙ４７ Ｙ６０～Ｙ６７ 

ＦＰ０－Ｅ１６ＹＴ／Ｐ 出力（１６点） Ｙ２０～Ｙ２Ｆ Ｙ４０～Ｙ４Ｆ Ｙ６０～Ｙ６Ｆ 

入力（１６点） Ｘ２０～Ｘ２Ｆ Ｘ４０～Ｘ４Ｆ Ｘ６０～Ｘ６Ｆ 

ＦＰ０ 
増設ユニット 

ＦＰ０－Ｅ３２Ｔ／Ｐ 
出力（１６点） Ｙ２０～Ｙ２Ｆ Ｙ４０～Ｙ４Ｆ Ｙ６０～Ｙ６Ｆ 
入力 ＣＨ０ ＡＤ１０ ＡＤ２０ ＡＤ３０ 
入力 ＣＨ１ ＡＤ１１ ＡＤ２１ ＡＤ３１ 

ＦＰ０ 
アナログ 
Ｉ／Ｏユニット 

ＦＰ０－Ａ２１ 
出力 ＣＨ０ ＤＡ１０ ＤＡ２０ ＤＡ３０ 

ＦＰ０ 
Ａ／Ｄ変換 
ユニット 

ＦＰ０－Ａ８０ 

ＦＰ０熱電対 
ユニット 

ＦＰ０－ＴＣ４ 
ＦＰ０－ＴＣ８ 

入力  
ＣＨ０～７ ＡＤ１０～ＡＤ１７ ＡＤ２０～ＡＤ２７ ＡＤ３０～ＡＤ３７

ＦＰ０ 
Ｄ／Ａ変換 
ユニット 

ＦＰ０－Ａ０４Ｖ 
ＦＰ０－Ａ０４Ｉ 

出力 
ＣＨ０～３ ＤＡ１０～ＤＡ１３ ＤＡ２０～ＤＡ２３ ＤＡ３０～ＤＡ３３
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4.4 外部機器の割り付け 
4.4.1 外部機器のＩ／Ｏ番号 

コミュニケーションカセットに接続される外部機器（ＰＬＣ）に対する番号は以下のようになります。 
 
デバイスタイプ 範囲 （集計モード） 範囲 （瞬時値モード） 
接点 Ｂ０～Ｂ１２７（２００点） Ｂ０～Ｂ１５６３（２５００点） 
データ ＥＸＤ０～ＥＸＤ１９９（２００データ） ＥＸＤ０～ＥＸＤ２４９９（２５００データ）

注）接点ＢはＸ，Ｙと同様に１０進＋１６進での表記となります。 
  実際に使用できるのは、集計モードでは接点とデータ合計で２００種類までとなります。 
  同様に瞬時値モードでは合計で２５００種類までとなります。 
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5章  
 設置と配線 
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5.1 設置 
5.1.1 設置環境と取り付けスペース 

� 次のような場所での設置は避けてください。 
・周囲温度が０℃～５５℃の範囲を超える場所。 
・周囲湿度が３０％～８５％ＲＨの範囲を超える場所。 
・急激な温度変化で結露するおそれのある場所。 
・腐食性ガス、可燃性ガスの雰囲気中。 
・塵埃、鉄分、塩分の多い場所。 
・ベンジン、シンナー、アルコールなどの有機溶剤や、アンモニアおよびカセイソーダ等の強アルカリ物質 
 が付着するおそれのある場所やその雰囲気中。 
・振動や衝撃の激しい場所。 
・直接日光のあたる場所。 
・水、油、薬品などのかかる可能性のある場所。 

 
� ノイズに対する配慮について 
・高圧線、高圧機器、動力線、動力機器のほか、大きな開閉サージを発生する機器からは、できるだけ 
 分離して設置してください。 
・アマチュア無線などの送信部のある機器からは、できるだけ離してください。 
・万一の電源ラインノイズ対策として「絶縁トランス」や「ノイズフィルター」を介して給電されることをおすすめ 
 します。 
 
� 放熱に対する配慮について 
取付方向は放熱のために電源コネクタが下側になる向きにしてください。 

 

 

 
・下図のような向きの取り付けは避けてください。 

 
 
・ヒータ、トランス、大容量の抵抗など発熱量の大きな機器の上に取り付けないでください。 
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� 取り付けスペースについて 
・放熱やユニットの交換のために、ユニット周辺のダクト、他の機器とは５０ｍｍ以上離して設置してくだ 
 さい。 

 

・盤のとびらなどＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ本体の前面に機器を設置する場合、放射ノイズや発熱の影響 
 を避けるため、それらの機器とは１００ｍｍ以上の距離を取ってください。 

 
・配線のため、Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ表面から１００ｍｍ以上の距離を取ってください。 
 
 

5.1.2 取り付け方法 

� ＤＩＮレールへの取り付け・取り外し 
ＤＩＮレールへワンタッチで取り付けできます。 
 
取り付け方法 
①ＤＩＮレール上部の爪に引っかけます。 
 
②そのまま下部を押さえます。 
  

 
取り外し方法 
①マイナスドライバを取り付けレバーに差し込みます。 
 
②取り付けレバーを引き下げます。 
 
③本体を持ち上げて外してください。 
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5.1.3 オプションの取り付けプレートを使った取付 

� ＦＰ０取付プレート スリム型（ＡＦＰ０８０３）を使用する場合 
 （ＦＰ０取付用） 
  Ｍ４サイズのナベ小ネジを使い、下記寸法にしたがって取り付けてください。 

 
 
 後はＤＩＮレールに取り付ける要領と同じです。 
 

 
 

 ご注意： 

・Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔには２連結でご使用ください。 
・増設ユニットを使用する場合は、プレートを使用数分だけ組み合わせてからネジ止めしてください。 
 ネジ止めは、四隅で行ってください。 
 
【 例 】増設ユニットが２個の場合 
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� 取付プレートフラット型（ＡＦＰ０８０４）を使用する場合 
Ｍ４サイズのナベ小ネジを使い、下記寸法にしたがって取り付けてください。 

 
ユニットの増設用フックを引き出し、取付プレートに合わせた状態でロックしてください。 

 

また、取付プレートを使用することでＤＩＮレールに横方向にも設置することができます。 

 

 ご注意： 

取付プレートフラット型（ＡＦＰ０８０４）は、Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ単体で使用してください。 
ＦＰ０増設ユニットとの組み合わせ時は使用しないでください。 
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5.2 電源の配線 
5.2.1 電源の配線 

 

� ユニットへの電源配線について 
電源の接続は、ユニットに付属の電源ケーブル（品番：ＡＦＰＧ８０５）により行います。 
茶：２４Ｖ ＤＣ 
青：０Ｖ 
緑：機能アース 
� 電源供給線はツイストを 
ノイズの影響を小さくするため、電源線（茶と青）は、ツイスト処理（より線処理）してください。 
� 電源は保護回路内蔵の絶縁型を 
・電源ラインからの異常電圧に対する保護のため、電源には保護回路を内蔵した絶縁型の電源を使用し 
 てください。 
・Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの操作用電源部は非絶縁回路となっています。 
・保護回路を内蔵していない電源装置を使用する場合は、必ずヒューズなどの保護素子を介してユニット 
 に電源供給してください。 
� 電源電圧は電圧許容範囲内で 

定格電圧 ２４Ｖ ＤＣ 
動作電圧範囲 ２１．６Ｖ ＤＣ ～ ２６．４Ｖ ＤＣ 

� 電源系統は分離して 
・Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ、入力機器、動力機器への配線は、それぞれ系統を分離してください。 

 

� 電源シーケンスにご配慮ください 
・Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの電源は、入出力用電源よりも先にＯＦＦするように電源シーケンスを配慮して 
 ください。 
・Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの電源よりも、先に入出力用電源がＯＦＦすると、Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ 
 本体が入力レベルの変化を検出し、予定外の動作をする場合があります。 
・Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔと増設ユニットの電源は必ず同一電源から取り、ＯＮ／ＯＦＦ を同時に行うよう 
 にしてください。 
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5.2.2 接地について 

� ノイズの影響が大きい時は接地を 
通常の環境下においては、十分なノイズ耐量がありますが、特にノイズが大きな環境下においては接地処
理をしてください。 
 
� 接地は専用接地で 
・電線は２ｍｍ

２
以上のものを使用し、接地抵抗１００Ω以下のＤ種（第３種）接地としてください。 

・接地点はできるだけＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの近くとし、接地線の距離を短くしてください。 
・接地を他の機器と共用すると逆効果となる場合がありますので、必ず専用接地としてください。 
 

 

 ご注意： 

ご使用になる環境により、接地をすると逆に問題となる場合があります。 
 
【 例 】 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの電源ラインはバリスタを介して機能アースに接続されていますので、電源ライ
ンと大地間に異常電位がある場合はバリスタが短絡する可能性があります。 
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5.3 入出力の配線 
5.3.1 入力側の配線について 

� 光電センサ・近接センサとの接続 
リレー出力タイプ  ＮＰＮオープンコレクタ出力タイプ 
   

 
電圧出力タイプ  ２線式出力タイプ 
   

 
� ＬＥＤ付リードスイッチ使用時の注意点 

 

 

 
ＬＥＤ付リードスイッチなど、入力接点に直列ＬＥ
Ｄが入っている場合でも、Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ
Ｕｎｉｔの入力端子にはＯＮ電圧以上の電圧がか
かるようにしてください。特に、直列に複数のス
イッチを接続する場合はご注意ください。 

 
� ２線式センサ使用時の注意点 

 

 

 
２線式の光電センサや近接センサを使用した場

合は、漏れ電流の影響でＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ

Ｕｎｉｔへの入力がＯＦＦにならない場合、左図の

ようにブリーダ抵抗を接続してください。 
 

� ＬＥＤ付リミットスイッチ使用時の注意点 
  

ＬＥＤ付リミットスイッチを使用した場合、漏れ電

流の影響でＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔへの入力

がＯＦＦ にならない場合、左図のようにブリー

ダ抵抗を接続してください。 
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5.3.2 出力側の配線について 

� 誘導負荷の保護回路について 
・誘導負荷の場合は、負荷と並列に保護回路を設けてください。 
・リレー出力においてＤＣ誘導負荷を開閉する場合は、保護回路の有無が寿命に大きく影響しますので、 
 必ず負荷の両端にダイオードを設けてください。 

 
ＡＣ負荷の場合   
  

 
ＤＣ負荷の場合   
 

 

  

 
� 容量性負荷使用時の注意点 
ラッシュ電流の大きな負荷を接続する場合は、その影響を小さくするため、下図のように保護回路を設けて
ください。 

   

 
 

5.3.3 入出力配線共通の注意事項 

� 入力／出力／動力線はそれぞれ離して 
・入力線、出力線の配線は電流容量を考慮して、電線の径の選定をしてください。 
・入力配線と出力配線、またそれらと動力線は、できるだけ離して配線してください。同一ダクトに通したり、 
 結束（バインド）しないでください。 
・入出力配線と動力線、高圧線は１００ｍｍ以上離してください。 
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5.4 端子台タイプの配線 
� 付属端子台／適合電線 
端子台はスプリング式接続タイプを使用しています。電線は下記の適合電線を使用してください。 

   
 
z 付属端子台ソケット 
端子台ソケットにはフェニックス・コンタクト（株）製を使用しています。 

フェニックス社モデル番号 
ピン数 

型番 製品番号 
12 ピン ＦＫ－ＭＣ０，５／１２－ＳＴ－２，５ １８８１４２２ 

 
z 適合電線（より線） 

サイズ 公称断面積 
ＡＷＧ＃２８～２０ ０．１４ｍｍ２～０．５ｍｍ２ 

 
z 適合絶縁スリーブなし棒端子 
棒端子を使用される場合、フェニックス社下記形式のものをご選定ください。 

メーカ 断面積 サイズ フェニック社型番 
０．３４ｍｍ２ ＡＷＧ＃２２ Ａ ０，３４―７ フェニックス・ 

コンタクト（株） ０．５０ｍｍ２ ＡＷＧ＃２０ Ａ  ０，５―６  
 

z 棒端子専用圧接工具 
フェニック社モデル番号 

メーカ 
型番 製品番号 

フェニックス・ 
コンタクト（株） ＣＲＩＭＰＦＯＸ ＵＤ ６－４ １２０５２４４ 

 

� 端子台の締め付けは専用工具で 
電線の挿入には、フェニックス・コンタクト社㈱社製ドライバー（フェニックス社製造番号：１２０５２０２）、 
刃幅０．４×２．０（型番ＳＺＳ ０．４×２．０）を使用ください。 
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� 配線方法 
 
①電線の被覆をはがしてください。 
 

 

 
②端子台の橙色のスイッチをマイナスドライバ等で押してください。 
 

   
 
③押したまま、電線を突き当たるまで挿入してください。 
 

   
 

④押したスイッチを離してください 

   

 
� 配線時のご注意 
以下の点を守り、断線しないようご注意ください。 
・被覆をはがす時、芯線を傷つけないようにしてください。 
・芯線はよらずに結線してください。 
・芯線は半田上げせずに結線してください。半田上げすると振動により切断する場合があります。 
・結線後はケーブルにストレスをかけないでください。 
 

 



 

5-12 

5.5 ＣＦカードの設置について 
� ＣＦカードＩ／Ｆ仕様 

項目 仕様 
スロット ＴＹＰＥ Ｉ 準拠 
容量 ８Ｍ～１ＧＢ（マイクロドライブ不可） 

注１）ＣＦ（コンパクトフラッシュ）は、米国Ｓａｎ Ｄｉｓｋ社の商標です。 
注２）ＣＦカードは使用周囲温度＋２０℃以上の品をご使用ください。 
注３）書き込み中に（瞬時）停電が発生すると、場合によってはデータが破壊する可能性がありますので 
   ＵＰＳ（無停電電源装置）のご使用をお勧めします。 
 
 
 
� ＣＦカードの着脱 

 

注１）ＣＦカード挿入後は必ず保護カバーを装着してください。カバーが外れた状態ではアクセスエラー 
   になりＣＦカードの読み出し、書き込みができません。 
注２）ＣＦ保護カバーをはずし、ＣＦのアクセスＬＥＤが消灯してから取り出してください。 
 
 
� ＣＦカードカバーの取り付け 
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5.6 安全対策について 
5.6.1 安全対策について 

� システム設計上の注意 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔを使用したシステムでは、次のような要因により誤作動を起こすことがあります。 
 
・Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの電源と入出力機器・動力機器の立ち上がり、立ち下がりのずれ。 
・瞬時停電による応答時間のずれ。 
・Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ本体、外部電源、他の機器の異常。 
 
このような誤作動がシステム全体の異常や事故につながらないよう、次のような安全対策を施してください。 
 
 
� 非常停止回路をＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの外部に 
出力機器の電源を切る回路はＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの外部に設けてください。 
 
� Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの起動は他の機器より遅らせて（電源シーケンス） 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの起動は、入出力機器、動力機器が立ち上がってから行ってください。 
【方法】 
・Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの電源を立ち上げてから、ＳＴＯＰモードからＲＵＮモードに切り替える。 
・外部にタイマ回路を設けてＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの電源起動を遅らせる。 
注）Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔを停止する場合も、Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの運転を停止させてから 
  入出力機器がＯＦＦになるようにしてください。 
 
� 接地は確実に 
インバータなどスイッチングにより高電圧を発生する機器に隣接してＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔを接地する
場合は、共通接地を避け、Ｄ種（第３種）以上の専用接地を施してください。 
 

5.6.2 瞬時停電について 

� 瞬時停電の動作 
瞬間停電時間が３ｍｓ未満の場合、Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔは動作を継続します。３ｍｓ以上の場合は、
ユニットの組み合せ、電源電圧などの条件により、その動作が変わります。 
（電源リセットと同じ動作をすることがあります） 
 

5.6.3 電源および出力部の保護について 

� 電源について 
電源には、保護回路内蔵の絶縁型電源を使用してください。Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの操作用電源部は
非絶縁回路となっておりますので、異常電圧が直接印加されると内部回路が破壊されるおそれがあります。 
保護回路のない電源を使用する場合は、ヒューズなどの保護素子を介して電源を供給してください。 
 
� 出力の保護について 
モーターのロック電流、電磁機器のコイルショート等で定格制御容量以上の電流が流れる場合は、外部に
ヒューズなどの保護素子を取り付けてください。 
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5.7 バックアップ電池の取り付けと設定 
オプションのバックアップ電池を取り付けると、収集データなどのバックアップの他に 
カレンダタイマをバックアップすることができます。 
 
電池 (オプション) 
名 称 ご注文品番 
ＦＰΣ用電池 ＡＦＰＧ８０４ 

 
 

5.7.1 取り付け方法 
①ドライバなどで電池のカバーを開けてください。 
 

   

 
②コネクタを接続し、電池を入れてください。 
 

   
 

注）電池の交換は、３０分以上通電をおこない電源をＯＦＦにした後、５分以内に 
  新しい電池と交換してください。 

 
 
③コードがコネクタと電池の間に入るようにし、カバーをします。 
 

   
 
注）電池を入れるとコードが上を向きますので、そのままカバーをするとコードが折れ 
  てしまいます。 

 ここがポイント！：電池取付後は、ブラウザから設定メインメニューの「基本設定」―各種動作で 

         電池電圧の低下の「チェックする」を設定してください。 
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5.7.2 バックアップ電池の交換時期について 
バックアップ電池の電圧が低下すると本体のＥＲＲＯＲ ＬＥＤが点滅します。 
 
 
この状態になってから約１週間は有効ですが、 
発見が遅れることもありますので、なるべく電源を切らないようにして速やかに電池の交換を行ってくださ
い。 
 
注）電池の交換は、３０分以上通電をおこない電源をＯＦＦにした後、５分以内に新しい電池と交換して 
  ください。 
 
 

 

5.7.3 バックアップ電池の寿命 
定期的に交換する必要があります。以下を目安に交換時期の参考にしてください。 

項  目 内  容 

電池寿命 ２５０日以上（実使用値 約５年（２５℃）） （定期交換目安：１年） 
（完全無通電の場合の値） 
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6章  
 ユニットの設定 
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6.1 ユニットの基本設定をおこなう 
ＩＰアドレスやユニットの構成，各Ｉ／Ｏの用途などを設定するための画面は、 
あらかじめＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ（以下ＤＬＵ）に組み込まれています。 
この画面をＷｅｂブラウザで開くことにより、各設定をおこなうことができます。 
 
設定から運転までは基本的に以下の手順でおこないます。 
 

パソコンとＤＬＵをＥｔｈｅｒｎｅｔケーブルで接続する ⇒６．１．１ パソコンとユニットを接続する 

  

パソコンのＩＰアドレスを変更する ⇒６．１．２ パソコンのＩＰアドレスを設定する 

  

Ｗｅｂブラウザを起動しＤＬＵにアクセスする ⇒６．１．３ Ｗｅｂブラウザを開いて設定画面を表示
する 

  

ＤＬＵのＩＰアドレスや時刻等の初期設定をおこな
う ⇒６．１．４ ＩＰアドレスを設定する 

  

ユーザ登録／グループ登録をおこなう ⇒６．２．１ ユニットへアクセスするユーザを登録す
る 

  

ＤＬＵのユニット構成を設定する ⇒６．３．１ ユニットの構成を設定する 

  

蓄積ファイルの設定をおこなう ⇒６．３．２ 蓄積ファイルの設定をおこなう 

  

各Ｉ／Ｏの詳細設定をおこなう ⇒６．４ Ｉ／Ｏの詳細設定をおこなう 

  

運転モードに切り替える ⇒７．１ ユニットを運転モードにする 

 
注） 
・ＷｅｂブラウザはＩｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒの５．５以上をご使用ください。 
・設定する前に、ＤＬＵが停止モード（ユニット前面のＲＵＮ／ＳＴＯＰスイッチがＳＴＯＰ側）になっていること 
 を確認してください。 
 この時ＤＬＵは「ＭＯＤＥ」のＬＥＤが点滅しています。 
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6.1.1 パソコンとユニットを接続する 
設定に使用するパソコンとＤＬＵを、Ｅｔｈｅｒｎｅｔケーブルで接続します。 
接続には以下の２通りの方法があります。 
 
①クロスケーブルを使用して直接接続する 
 

 

 

 
②ＨＵＢを使用して接続する 
 

 
 
 
注）ＨＵＢによってはクロスケーブルを使用できる場合もあります。 

 

 

6.1.2 パソコンのＩＰアドレスを設定する 
ＤＬＵは工場出荷時に以下のＩＰアドレスがセットされています。 
 
ＩＰアドレス：１９２．１６８．１．５ 
ネットマスク：２５５．２５５．２５５．０ 
ゲートウェイ：１９２．１６８．１．１ 
 
 
ＤＬＵと通信させるために、パソコンのＩＰアドレスを以下のように設定する 
必要があります。 
 
ＩＰアドレス：１９２．１６８．１．１０ 
ネットマスク：２５５．２５５．２５５．０ 
ゲートウェイ：（特に設定する必要はありません） 
 

 

 ご注意：パソコンのＩＰアドレスは、１９２．１６８．１．２～２５４で、１９２．１６８．１．５以外なら 

          任意に設定してもかまいません。 

        本マニュアルでは例として上記のように設定します。 
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� パソコンのＩＰアドレスを変更する方法。（Ｗｉｎｄｏｗｓ® ＸＰの場合） 
【手順】 
①「スタート」をクリックし、メニューから「コントロールパネル」を選択します。 
 

 

②コントロールパネルの 
「ネットワークとインターネット接続」をクリック
します。 

 
 

③「ネットワーク接続」をクリックします。 

 

④「ローカルエリア接続」をダブルクリックしま
す。 

 

⑤「ローカルエリア接続のプロパティ」が表示
されますので、 
リストから「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／Ｉ
Ｐ）」をダブルクリックしてください。 

 

⑥「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）のプ
ロパティ」画面が表示されますので、以下のよ
うに設定し「ＯＫ」をクリックしてください。 
 

これでパソコン側の設定は完了です。 
 

 ご注意：Ｗｉｎｄｏｗｓ® ＸＰ以外のＩＰアドレス設定に関しては、各ＯＳのマニュアルやヘルプ等を参照して 
      ください。 
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6.1.3 Ｗｅｂブラウザを開いて設定画面を表示する 
Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒ（以下ＩＥ）を起動し、プロキシサーバに関する設定を確認します。 
 
ＩＥの「ツール」メニューから「インターネットオプション」を選択し、「接続」タブをクリックしてください。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「ＬＡＮの設定」ボタンをクリックすると、 
以下の画面が表示されます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
ここで、プロキシサーバを使用する設定に
なっている場合は、チェックを外してプロキ
シサーバを使用しないように変更してくだ
さい。 

 

 
アドレス入力エリアに 
「ｈｔｔｐ：／／１９２．１６８．１．５／ｓｅｔｕｐ／ｉ
ｎｄｅｘ．ｃｇｉ」 
と入力してください。 
 

 
 
 
 

http://192.168.1.5/setup/
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パソコンとＤＬＵの接続が確立すると、ユーザ認証用のダイアログが表示されます。 
 

 
ＤＬＵの工場出荷時には、 
ユーザ名「ｕｎｉｔ」 
パスワード「ｓｅｒｖｅｒ」が登録されてい
ます。 
これらを半角英数字で入力し、「ＯＫ」
をクリックしてください。 
 
 
次のようなメイン画面が表示されま
す。 

 

 

 

この画面が表示されれば、設定のための準備は完了です。 
 
 
 
 
 

 ご注意： 

１．プロキシサーバに関する設定を変更してからＤＬＵへアクセスしようとしたとき、以下の画面が 
  表示されることがあります。 

 

 

 
 
 
 
「再試行」をクリックしてください。 
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２．ＩＥのセキュリティレベルが「高」に設定されている場合、「設定」または「データモニタ」ボタンをクリック 
  しても画面が切り替わらない可能性があります。 
 
その場合は、ＩＥに以下の設定をおこなってください。 

 
 

 
ＩＥの「ツール」メニューから「インターネットオプ
ション」を選択する。 
「セキュリティ」タブをクリックする。 
「信頼済みサイト」をクリックし、「サイト」ボタン
をクリックする。 

 
 

 
 
 
 
ダイアログが表示されるので、ＤＬＵのＩＰアドレ
スを入力して「追加」ボタンをクリックする。 

 
 

 
 
 
 
 
「Ｗｅｂサイト」の表示エリアに、入力した 
ＩＰアドレスが表示されていることを確認して 
「ＯＫ」ボタンをクリックする。 

 

 
 
「インターネットオプション」の「ＯＫ」ボタンをクリ
ックしてダイアログを閉じる。 

 
設定が完了したらＩＥを終了し、再度立ち上げる。
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6.1.4 ＩＰアドレスを設定する 
最初にＤＬＵのＩＰアドレスを設定します。 
ＩＰアドレスは初期値として１９２．１６８．１．５と設定されていますが、このままで使用する場合は本設定をお
こなう必要はありません。 
 
 
� ＩＰアドレスを変更する場合 
 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 
 
【手順】 

 

①「基本設定」をクリックしてください。 

 
②「イーサネット設定」を設定してください。 
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ＩＰアドレス 
ＤＬＵのＩＰアドレスを設定します。 

設定項目 設定内容 
設定方法 「ＩＰアドレスを自動的に取得」 

・ＤＣＨＰサーバから自動取得する場合に選択 
「次のＩＰアドレスを使用」 
・ＩＰアドレスを固定で指定する場合に選択 

ＩＰアドレス ドット付き１０進文字で入力（例：１９２．１６８．１．２０） 
サブネットマスク ドット付き１０進文字で入力（例：２５５．２５５．２５５．０） 
ゲートウェイ ドット付き１０進文字で入力（例：１９２．１６８．１．１） 

 
 

ＤＮＳサーバ 
ＤＮＳサーバは、以下の機能を使用する際に必要となる各サーバがＩＰアドレスではなく「名前」で指定され
る場合に必要です。 
・メール送信（ＳＭＴＰサーバ。場合によってはＰＯＰサーバ） 
・時刻合わせ（ＳＮＴＰサーバ） 
 
【例】ＳＭＴＰサーバをｘｘｘ．ｘｘｘ．ｘｘｘ．ｘｘｘではなく「ｓｍｔｐ．ｍａｉｌ．ｃｏ．ｊｐ」で指定する。 

設定項目 設定内容 
設定方法 「ＤＮＳサーバのアドレスを自動で取得」 

ＤＣＨＰサーバから自動取得する場合に選択 
「次のＤＮＳサーバを使用」 
ＩＰアドレスを固定で指定する場合に選択 

プライマリ ドット付き１０進文字で入力（ｘｘｘ．ｘｘｘ．ｘｘｘ．ｘｘｘ） 
セカンダリ ドット付き１０進文字で入力（ｘｘｘ．ｘｘｘ．ｘｘｘ．ｘｘｘ） 

 

 

 ご注意： 

・ＩＰアドレス，サブネットマスク，ゲートウェイ，ＤＮＳサーバの各アドレス値に関しては、ネットワーク管理者 
 にご確認ください。 
・ＤＨＣＰサーバはＩＰアドレスを自動取得する場合に必要です。 
 詳細はネットワーク管理者にご確認ください。 
・「ＩＰアドレスを自動的に取得」にチェックがある場合、ＩＰアドレス，サブネットマスク，ゲートウェイに設定さ 
 れた内容は無効です。 
・ＩＰアドレスの自動取得に失敗した場合、ＩＰアドレスは工場出荷時の値に設定されます。 
 （１９２．１６８．１．５） 
・ＩＰアドレスは半角数字で入力してください。（ドット文字も半角）全角で入力するとエラーが表示されます。 
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③各項目の設定が完了したら、「設
定」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容が一時的に保存され
ます。 
注）設定内容にミスがあった場合は、
エラーメッセージが出ますので、入力
内容をチェックしてください。 
 
 
 
 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する
作業に入ります。 
 
④「メインメニューへ戻る」ボタンをク
リックします。 
メインメニュー画面に戻ります。 

 
 

 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」という 
メッセージが点滅表示されています。 
 

 

⑤「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 
⑥記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 

 
 
 
 

 ご注意： 

１．ＩＰアドレスの変更に伴い、変更前のＩＰアドレスではＤＬＵにアクセスできません。 
２．ＩＰアドレスを変更すると、ＤＬＵはシステムを再起動します。 
  再起動には１０秒ほどかかりますが、この間ＤＬＵにはアクセスできません。 
３．「ＩＰアドレスを自動的に取得」に設定された場合、ＤＬＵの再起動後にどのＩＰアドレスが設定されたか 
  を確認できません。この時は、「ＩＰ検索ツール」を使用してください。 
４．ＩＰ検索ツールは、当社Ｗｅｂサイトから無償でダウンロードできます。 
  ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎａｉｓ－ｊ．ｃｏｍ／ｐｌｃ／ｕａｃｓ／ｐｌｃ＿ｄｌ＿ｓｏｆｔ．ｈｔｍｌ （会員登録必要 無料） 
５．ＩＰ検索ツールに関しては、上記Ｗｅｂサイトからダウンロードできるマニュアルを参照してください。 
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6.1.5 時計を設定する 
ＤＬＵには時計が内蔵されています。 
工場出荷時は設定されていませんので、正しい日時を設定してください。 
 
【手順】 

 
 

①メインメニュー画面の 
「基本設定」をクリックしてください。 

 

②左側のメニューから「時計」を選択 
します。 

 

 
③「時計設定」画面が表示されます。
「ユニット時刻手動設定」の設定エリ
アに正しい日時を入力し「今すぐ更
新」ボタンをクリックしてください。 
 
「ユニット時刻」の表示エリアに、設定
された内容が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注１）「今すぐ更新」ボタンをクリックすると、ＤＬＵはその時点から時計のカウントを始めます。 
注２）「ユニット時刻」に表示される内容は、「今すぐ更新」がクリックされたか「現在の時刻を表示」が 
   クリックされたタイミングで更新されます。 
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� ＳＮＴＰ設定（自動時刻設定）について 
ＤＬＵはＳＮＴＰサーバを参照し、時刻を自動で補正することができます。 
自動時刻更新を使用する場合、以下の設定をおこなってください。 
 

項目 内容 
ＳＮＴＰ 「使用する」 

ＳＮＴＰサーバを指定した自動時刻更新をおこなう場合に選択 
「使用しない」 
時刻自動更新をおこなわない場合に選択 

サーバアドレス ＳＮＴＰサーバのＩＰアドレスまたはサーバ名を指定 
タイムゾーン 日本国内で使用される場合、変更の必要はありません。 

「初期設定：ＧＭＴ＋０９：００」 
 
設定をおこなった後「今すぐ更新」ボタンをクリックすると、ＤＬＵは指定されたＳＮＴＰサーバに現在の時刻
を問い合わせます。 
 

 ご注意： 

・ＳＮＴＰサーバのＩＰアドレスは、ネットワーク管理者に確認してください。 
・自動時刻更新を設定すると、２時間おきに実行されます。 
・ＤＬＵに内蔵された時計の精度は±５１秒以下／月（＋２５℃）です。 
 できるだけ自動時刻更新機能をご使用ください。 
・ダイヤルアップ接続での自動時刻更新は対応しておりません。 
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6.2 ユーザ／グループを登録する 
6.2.1 ユニットへアクセスするユーザを登録する 

ＤＬＵには初期設定が登録されています。（番号：１ ユーザ名「ｕｎｉｔ」、パスワード「ｓｅｒｖｅｒ」） 
この他に、ＤＬＵへアクセスできるユーザを登録してください。 
登録されたユーザのみがＤＬＵの各種設定，モニタを実行できます。 
 
【手順】 

 
 

①メインメニュー画面から「ユーザ登録」を 
クリックしてください。 

②「ユーザ一覧表示エリア」の番号「２」をクリックしてください。 
 「ユーザ情報設定エリア」の番号が「２」に変わり、以降の設定欄が空白（アカウントを除く）になります。

 
 
 ③内容に従ってユーザを登録してください。 

設定項目 設定内容 
ユーザ名 半角１６文字以内（全角８文字） 
パスワード 半角１６文字以内（大文字／小文字を区別します） 
パスワード（再入力） 上記と全く同じ文字を入力してください。 
アカウント 「システム管理者」：このユーザを設定，モニタとも可能にする場合に選択 

「Ｗｅｂ利用者」：このユーザをモニタのみ可能とする場合に選択 
メールアドレス アクショントリガ機能を使用してＤＬＵからメールを送信する場合、ここで登録

されたアドレスに送信されます。 
 注１）登録ユーザが０人という設定はできません。 
 注２）全てのユーザを「Ｗｅｂ利用者」に設定することはできません。最低１人の「システム管理者」が必要 
    です。 

  参 照：アクショントリガ機能について＜６．７ アクショントリガの設定をおこなう＞ 
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④各項目の設定が完了したら、「設定」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容が一時的に保存されます。 
「ユーザ一覧表示エリア」に設定されたユーザが追加されます。 
 
続けてユーザ登録をおこなう場合は、②と③の手順を実行してください。 
 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 

 
⑤「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 
 

 
 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセー
ジが点滅表示されています。 
 

 

⑥「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 
⑦記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
 設定を続けるには、再度ログインしてください。 

 
 

 

 ご注意： 

・ユーザは１６人まで登録できます。 
・登録されたユーザ情報を削除するには、「ユーザ一覧表示エリア」から該当のユーザ番号をクリックして、 
 「削除」ボタンをクリックしてください。 
 削除された登録ユーザ情報は、⑥⑦の手順を実行するまでＤＬＵ本体から削除されません。 
・ＤＬＵに対してダイヤルアップ接続する場合、ユーザ登録で登録したユーザ名、パスワードを使用します。 
 ＤＬＵに対してＦＴＰでログインする場合、ユーザ登録で登録したユーザ名、パスワードを使用します。 
 その時のアカウント別ファイル操作権限を以下に示します。 
 
 ＦＴＰにおけるアカウント別ファイル操作権限 

アカウント ＦＴＰでのファイルダウンロード ＦＴＰでのファイルアップロード 
システム管理者 ＣＦディレクトリおよびＲＡＭディレクトリ内の

ファイルが可能 
ＣＦディレクトリおよびＲＡＭディ
レクトリ内のファイルが可能 

Ｗｅｂ利用者 ＣＦディレクトリおよびＲＡＭディレクトリ内の
ファイルが可能 

不可 
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6.2.2 登録されたユーザをグループ化する 
ＤＬＵからメールを送信する場合、送信は「グループ」に対しておこなわれます。 
グループは、何人かのユーザをまとめて管理するための単位です。 
１つのグループには最低１人～最大１６人まで登録することができ、最大１６グループまで登録することがで
きます。 
 
【手順】 

 

①メインメニュー画面から 
 「グループ登録」をクリックしてください。 

 
②「グループ一覧表示エリア」の「１」をクリックしてください。 
 「グループ登録エリア」の番号が「１」に変わり、グループ名の設定欄が空白になります。 
 【例】 ｕｓｅｒ１～ｕｓｅｒ１６のユーザを登録してあります 
 

 
③グループ名を設定し、そのグループに登録するユーザにチェックを入れてください。 
 【例】 グループ名を「ＧＲＯＵＰ１」とし、このグループに「ｕｓｅｒ１，ｕｓｅｒ２，ｕｓｅｒ３，ｕｓｅｒ４」を登録する 
 
④各項目の設定が完了したら、「設定」ボタンをクリックしてください。 
  設定された内容が一時的に保存されます。 

 
 
 続けてグループ登録をおこなう場合は、グループ一覧表示エリアから登録する番号をクリックし、③の 
 手順を実行してください。 
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設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 

 
⑤メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。 
メインメニュー画面に戻ります。 

 

 
 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセージ
が点滅表示されています。 
 

 
 

⑥「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 

⑦記録が正常終了すると、メッセージが表示されます。 

 
 

 ご注意： 

・グループは１６まで登録できます。 
・ユーザは複数のグループに登録することもできます。 
・登録されたグループを削除するには、「グループ一覧表示エリア」から該当のユーザ番号をクリックして、 
 「削除」ボタンをクリックしてください。 
 削除されたグループ情報は、⑥⑦の手順を実行するまでＤＬＵ本体から削除されません。 
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6.3 ユニットの構成と蓄積ファイルの設定をおこ

なう 
ＩＰアドレスや時計の設定，ユーザの登録／グループ化が完了したらＤＬＵのシステム構成を設定します。 
ＤＬＵの構成とは、増設ユニットの使用／未使用，使用する場合は増設ユニットの種類、 
コミュニケーションカセットの使用／未使用，使用する場合はその用途を意味します。 
 
蓄積ファイルの設定では、設定されたファイルが保存するデータの種類やタイミング、 
保存するレコード数などを定義します。 

 
 
なお、設定では本体／増設／外部機器を以下のように区別しています。 
内部：本体，増設ユニット１～３ 
外部：外部機器（ＣＯＭ１，ＣＯＭ２） 
 
 

6.3.1 ユニットの構成を設定する 
【手順】 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 
 

 

①「入出力・収集」をクリックしてください。 
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②各項目を設定してください。 

 
 
本体 
ＤＬＵに名前を付けることができます。 
名前は半角１６文字（全角８文字）以内で設定してください。 
 
増設ユニット１～３ 
ＤＬＵの右側に装着するユニットの種類をプルダウンメニューから選択してください。 
注）・増設ユニットを使用する場合、ＤＬＵに近い方からユニットを設定していく必要があります。 
   例えば増設ユニット１を「使用しない」に設定すると、増設ユニット２，３に対して何らかのユニットを 
   設定することはできません。 
  ・選択ユニットの「その他入出力ユニット（フリー）」を選択すると、入力１６点出力１６点分の設定が 
   可能です。この時、例えば実際に装着されるユニットが「入力８点」の場合は、入力８点分の設定 
   のみ有効となります。 
  ・選択ユニットの「その他アナログユニット（フリー）」を選択すると、入力８ＣＨ出力８ＣＨの設定が可能 
   です。この時、例えば実際に装着されるユニットが「入力４ＣＨ」の場合は、入力４ＣＨ分の設定のみ 
   有効となります。 
  ・ここで設定されたユニットと実際に装着されるユニットが異なる場合、ＤＬＵはユニットの違いを検出 
   することができません。 
   設定内容が優先されますので、設定内容と実際に装着するユニットが異なることのないように 
   ご注意ください。 
 
蓄積ファイル 
収集されたデータを保存する場所を選択します。 
内部メモリ：ＤＬＵ内のＲＡＭ（２ＭＢ）に保存されます。 
コンパクトフラッシュ：収集されたデータは、ＤＬＵに装着されたＣＦカードに保存されます。 
 
注）保存先を内部メモリに設定した場合、蓄積されたファイルは電源断で消去されます。 

   参 照：蓄積ファイルに関する詳細について＜６．３．２ 蓄積ファイルの設定をおこなう＞ 

 
外部機器の用途 
外部機器の用途を選択します。 
・集計モード：データ種別でパルス値、瞬時値、統計値が選択できます。 
 また統計値の場合は平均値、最小値、最大値が記録されます。 
 接点／データ合計で２００点まで登録できます。 
・瞬時値モード：データ種別は瞬時値のみですが、接点／データ合計で２５００点まで登録できます。 
 （ただし、１ファイルに登録できるのは、２５０点までとなります）
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外部機器（ＣＯＭ１） 
コミュニケーションカセットに接続する機器（用途）を設定します。 

設定項目 設定内容 
動作選択 「なし」 

コミュニケーションカセット（ＣＯＭ１）を使用しない場合に選択 
「コンピュータリンク」 
表示器等を接続しＤＬＵをモニタするときに選択 
「ＰＬＣ接続（松下電工ＭＥＷＮＥＴ－ＦＰシリーズ）」 
当社ＰＬＣと接続しデータを収集するときに選択 
「ＰＬＣ接続（三菱電機ＭＥＬＳＥＣ－ＦＸシリーズ）」 
三菱ＦＸシリーズと接続しデータを収集するときに選択 
「ＰＬＣ接続（三菱電機ＭＥＬＳＥＣ－ＦＸ２Ｎシリーズ）」 
三菱ＦＸ２Ｎシリーズと接続しデータを収集するときに選択 
「ＰＬＣ接続（三菱電機ＦＸシリーズ計算機リンク）」 
三菱ＦＸシリーズの計算機リンクと接続しデータを収集するときに選択 

接続方式 
（動作選択で松下電工ＰＬＣ
が選択されたときのみ有効） 

「１：１」 
ＤＬＵのＣＯＭ１とＰＬＣを直接接続するときに選択 
「１：Ｎ」 
ＤＬＵのＣＯＭ１にネットワーク接続されたＰＬＣを接続する時に 
選択 

局番 
（動作選択でコンピュータリ
ンクが選択されたときのみ有
効） 

ＤＬＵの局番を設定（００－９９） 
ＤＬＵに表示器などを接続してアクセスする場合、ここで設定された局番
に対してアクセスします。 

通信速度（ｂｐｓ） ＣＯＭ１の通信スピードを設定（４８００～１１５２００ｂｐｓ） 
データビット ＣＯＭ１のデータ長を設定（７または８ビット） 
パリティ ＣＯＭ１のパリティを設定（偶数／奇数／なし） 
ストップビット ＣＯＭ１のストップビットを設定（１または２ビット） 
通信タイムアウト時間 
（動作選択でＰＬＣ接続が選
択されたときのみ有効） 

接続されたＰＬＣのデータを収集する際の待ち時間 

 
外部機器（ＣＯＭ２） 
外部機器（ＣＯＭ１）と同じ内容です。 
 

 ご注意：ＲＳ４８５タイプのコミュニケーションカセットを使用して、ＰＬＣと１：Ｎ接続する場合につい

て 
 
・ＰＬＣがＦＰΣでＲＳ４８５タイプのコミュニケーションカセットを使用する場合 
 ラダープログラムの先頭で以下の命令を実行するかまたはシステムレジスタＮｏ．３４「コンスタントスキャン 
 時間」を設定してください。 

  

ＲＳ４８５がＣＯＭ２の場合、Ｍオペランドは「ＣＯＭ２，ＷＡＩＴ０１０」としてください。 
この命令を実行せずにＦＰΣをデータ収集しようとすると、ＤＬＵに通信エラーが発生します。 
 
・ＰＬＣがＦＰ０でＣ－ＮＥＴアダプタ等を使用する場合 
 システムレジスタのＮｏ．３４「コンスタントスキャン時間」を設定してください。 
 設定する内容はＰＬＣをＲＵＮモードにすることにより、有効となります。 

  参 照：設定する時間について＜３．２．１ コミュニケーションカセット通信仕様＞ 
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③各項目の設定が完了したら、「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存さ
れます。 
注）設定内容にミスがあった場合は、エラーメッセージが出ますので、入力内容をチェックしてください。 
 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
④「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 

 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセージ
が点滅表示されています。 
 

 

⑤「本体へ記録」ボタンをクリックするとメッセージが表示されますので 
「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 
⑥記録が正常終了すると、メッセージが表示されます。 
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6.3.2 蓄積ファイルの設定をおこなう 
ＤＬＵが収集したデータは「蓄積ファイル」として保存されます。 
この機能を使用するためには蓄積ファイルの設定をおこなう必要があります。 
なお蓄積ファイルはｃｓｖ形式で保存されます。 
 
【手順】 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 

 

 
 
 
 
①「入出力・収集」をクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 

②左側のメニューから「ファイル作成」をクリックしてください。「ファイル作成」画面が表示されます 
 ので、設定をおこなってください。 
 

 
番号 
登録するファイル番号を入力してください。 
蓄積ファイルは１６ファイルまで登録できます。 
注）１つの蓄積ファイルには、最大３２点まで登録することができます。 
  ただし、外部機器に関しては瞬時値モード時に最大２５０点まで登録することができます。 

   参 照：＜６．４ Ｉ／Ｏの詳細設定をおこなう＞ 

 
ファイル名 
ＣＦカード（または内部メモリ）に生成されるファイル名を指定します。 
名称は半角英数記号３２文字以内で設定してください。 
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データ種別 
ファイルに記録するデータの種類を設定します。 

データ種別 内容 
内部接点（変化） 
［Ｘ］ 

本体Ｉ／Ｏと増設１～３で「接点」として使用する場合、ＯＮ／ＯＦＦの変化を検知す
る毎に接点状態／状態変化間隔／累積ＯＮ時間／累積開閉回数を記録する 

外部接点（変化） 
［Ｂ］ 

登録された外部割付（接点）のＯＮ／ＯＦＦ変化を検知する毎に接点状態／状態変
化間隔／累積ＯＮ時間／累積開閉回数を記録する 

内部接点（周期） 
［Ｘ］ 

本体Ｉ／Ｏと増設１～３で「接点」として使用する場合、蓄積周期毎に接点状態／累
積ＯＮ時間／累積開閉回数を記録する 

外部接点（周期） 
［Ｂ］ 

登録された外部割付（接点）の接点状態／累積ＯＮ時間／累積開閉回数を蓄積
周期毎に記録する 

内部パルス 
［Ｘ］ 

本体Ｉ／Ｏと増設１～３で「パルス」として使用する場合、蓄積周期毎にパルス値を
記録する 

外部パルス 
［ＥＸＤ］ 

登録された外部割付（データ）を「パルス」として使用する場合、蓄積周期毎にパル
ス値を記録する 

内部アナログ 
［ＡＤ］ 

増設１～３で「アナログ」として使用する場合、蓄積周期毎にアナログ値の平均／最
小／最大を記録する 

外部統計値 
［ＥＸＤ］ 

登録された外部割付（データ）を「統計値」として使用する場合、蓄積周期毎に平均
／最小／最大を記録する 

外部瞬時値 
［ＥＸＤ］ 

登録された外部割付（データ）を「瞬時値」として使用する場合、蓄積周期ごとの値
を記録する 

注１）蓄積ファイルの「内部」とは本体または増設１～３を意味します。 
   「外部」はコミュニケーションカセットに接続されるＰＬＣ等を意味します。 
注２）［］内はＤＬＵのデバイス名です。 
注３）各々のデータ種別で記録されるデータの上下限は、次に示すとおりです。 
 
・内部，外部接点（Ｘ，Ｂ） 

データ種別 最小 最大 
状態変化間隔（秒） ０ ２，１４７，４８３，６４７ 
累積ＯＮ時間（秒） ０ ４，２９４，９６７，２９５ 
累積開閉回数 ０ ４，２９４，９６７，２９５ 
 
・内部パルス（Ｘ） 

データ種別 最小 最大 
パルス値 ０ ４，２９４，９６７，２９５ 
パルス値（換算された値） （※） 
換算パラメータ ０．０１ ９９９９．９９ 

 
・外部パルス（ＥＸＤ） 

データ種別 最小 最大 
パルス値（符号無し１６ビット整数） ０ ６５５３５ 
パルス値（符号無し３２ビット整数） ０ ４，２９４，９６７，２９５ 
パルス値（単精度浮動小数点） ０ ９９９９．９９ 
パルス値（換算された値） （※） 
換算パラメータ ０．０１ ９９９９．９９ 

 
・外部瞬時値（ＥＸＤ） 

データ種別 最小 最大 
瞬時値（符号付き１６ビット整数） －３２７６８ ３２７６７ 
瞬時値（符号無し１６ビット整数） ０ ６５５３５ 
瞬時値（ＢＣＤ４桁） ０ ９９９９ 
瞬時値（符号付き３２ビット整数） －２，１４７，４８３，６４８ ２，１４７，４８３，６４７ 
瞬時値（符号無し３２ビット整数） ０ ４，２９４，９６７，２９５ 
瞬時値（ＢＣＤ８桁） ０ ９９９９９９９９ 
瞬時値（単精度浮動小数点） （※） 
瞬時値（換算された値） （※） 
瞬時値（ＡＳＣＩＩ）  
換算パラメータ －９９９９．９９ ９９９９．９９ 
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・外部統計値（ＥＸＤ） 
データ種別 最小 最大 

統計値（符号付き１６ビット整数） －３２７６８ ３２７６７ 
統計値（符号付き３２ビット整数） －２，１４７，４８３，６４８ ２，１４７，４８３，６４７ 
統計値（単精度浮動小数点） （※） 
統計値（換算された値） （※） 
換算パラメータ －９９９９．９９ ９９９９．９９ 
 
（※）単精度浮動小数点になりますので、扱える範囲は以下の通りです。 
負の範囲：－１．１７５４９４×１０－３８ ～ －３．４０２８２３×１０３８ 
正の範囲：１．１７５４９４×１０－３８ ～ ３．４０２８２３×１０３８ 
 

 ご注意： 

・「内部アナログ」に関しては、アナログユニットが測定できる範囲となります。 
 詳細は、ご使用になるアナログユニットのマニュアルを参照してください。 
・ 「パルス」で記録できるのは本体の入力（Ｘ０～Ｘ３）で最大３０Ｈｚです。 
 増設ユニットの場合は最大１Ｈｚです。 
・「変化」で記録するには、ＯＮ／ＯＦＦの間隔が３００ｍｓ以上必要です。 
 
 
蓄積タイプ 
データをファイルに記録するタイミングを指定します。 
・一定周期毎：次の「蓄積周期」で指定された間隔で、データを収集します。 
・アクショントリガ：次の「トリガ番号」で指定されたアクショントリガが起動したら、データを収集します。 
 
 
蓄積周期 
ファイルに記録する周期を設定します。 
 
注１）周期は１秒～３０分の間で選択します。 
注２）データ種別が「内部接点（変化）」または「外部接点（変化）」の場合、蓄積周期を設定することは 
   できません。 
 
 
トリガＮｏ． 
アクショントリガのＮｏ．を指定します。 

 参 照：アクショントリガについて＜６．７ アクショントリガの設定をおこなう＞ 
 
 
レコード数 
ここで指定されたレコード数分ファイルに記録したら、以後のデータは自動的に生成された次のファイルへ
記録されます。 
レコード数分記録されたファイルは、設定されたファイル名に先頭レコードの日付情報が付加されて保存さ
れます。 
 
注）レコード数は４８～６００００の間で、指定してください。 
 
 
世代数 
蓄積周期とレコード数が設定されたファイルは、ここで指定された数のファイルを生成したら、次は古いファ
イルを消去して新しいファイルに記録されます。 
 
注）世代数は１～６０の間で選択します。 
   よって１つの設定で最大６００００レコードを６０ファイルまで記録することができます。 
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メール送信 
ファイルがレコード数分記録されてヒストリーファイル化された時、そのファイルをメールに添付して送信す
ることができます。 
「する」の場合はメール送信されます。 
「しない」の場合はメール送信されません。 
 
・ メールのタイトルは、設定されたファイル名に蓄積データの先頭レコードの日付が付加されたものとなりま 
 す。 
・本文は設定できません。 
・メールに添付できるファイルサイズは１Ｍバイトまでとなります。 
 １Ｍバイトを超えるファイルは添付できません。（本文のみ送信されます） 
 

 参 照：メールの送信先について＜６．３．５ 蓄積ファイルの構成について＞ 

 
 
集計データのヒストリーファイル生成タイミング 
集計データが生成されるタイミングを指定します。 
１つのファイルに記録されるレコード数は以下の通りです。 
 １時間 １日 １ヶ月 注） １年 
時間データ １レコード ２４レコード ７２０／７４４レコード ８７６０レコード 
日データ － １レコード ３０／３１レコード ３６５レコード 
月データ － － １レコード １２レコード 

注）１ヶ月のレコード数は、その月の日数によって変わります。 
 

 参 照：集計ファイルについて＜６．３．３ 集計ファイルについて＞ 
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③各項目の設定が完了したら「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存され
ます。 
設定された内容が「ファイル情報一覧表示エリア」に表示されます。 
【例】９つのファイルを設定しています。 

 
 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
④「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 
 

 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセ
ージが点滅表示されています。 
 

 
 

⑤「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 
⑥記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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6.3.3 集計ファイルについて 
ＤＬＵは設定された内容に従ってデータを収集し蓄積ファイルを生成しますが、これとは別に「集計ファイ
ル」を自動で生成します。 
生成される「集計ファイル」には以下の種類があります。 
 

集計ファイルの種類 内容 
時間データ 蓄積した１時間分のデータをもとに、各データを集計しファイルを作成する。 

例：ファイルの種類「内部接点（変化）」の場合： 
１時間毎の累積ＯＮ時間／累積開閉回数を記録する。 

日データ 時間データが１日分記録されたら、このデータを集計しファイルを作成する。 
例：ファイルの種類「内部接点（変化）」の場合： 
１日毎の累積ＯＮ時間／累積開閉回数を記録する。 

月データ 日データが１ヶ月分記録されたら、このデータを集計しファイルを作成する。 
例：ファイルの種類「内部接点（変化）」の場合： 
１ヶ月毎の累積ＯＮ時間／累積開閉回数を記録する。 

 ご注意： 

・時間データは、蓄積ファイルの周期に従って集計されるデータ数が変わります。 
 例えば蓄積周期が１分の場合、時間データは６０個のデータを元に集計されます。 
 蓄積周期が１０分の場合、時間データは６個のデータをもとに集計されます。 
・日データは、時間データ２４個分をもとに集計されます。 
・月データは、その月の日数分の日データをもとに集計されます。 
・瞬時値モードで外部機器のデータを収集する場合、集計ファイルは生成されません。 
 

6.3.4 蓄積ファイルのフォーマット 
設定された蓄積ファイルには、以下のようにデータが記録されます。 
【例】 
・内部／外部接点（変化，周期） 
Ｄａｔｅ（１） Ｔｉｍｅ（２） Ｘ０（３）     
  本体０（４）     
  － ＵＳ３２（５） ＵＳ３２ ＵＳ３２  
  － Ｓｅｃ．（６） Ｓｅｃ． Ｔｉｍｅｓ  
  Ｓｔａｔｕｓ（７） Ｉｎｔｅｒｖａｌ  

ｔｉｍｅ（７） 
Ｔｏｔａｌ ＯＮ
ｔｉｍｅ（７） 

Ｔｏｔａｌ ＳＷ 
 ｔｉｍｅ（７） 

 
 

２００４．７．１ １３：１５：３０ ＯＮ ２５０ １２００ １６ ←１レコード分

   
１データ分 

 
 

・内部／外部パルス，外部瞬時値 
Ｄａｔｅ（１） Ｔｉｍｅ（２） Ｘ０（３）  
  本体Ｘ０（４）  
  ＵＳ３２（５）  
  ｍｌ／ｓ（６）  
２００４．７．１ １３：１５：３０ ２５０ ←１レコード分 
  

１データ分 
 

・内部アナログ，外部統計値 
Ｄａｔｅ（１） Ｔｉｍｅ（２） ＡＤ１０（３）    
  室内温度（４）   
  ＦＬＴ（５）    
  ℃（６）    
  Ａｖｅ．（７） Ｍｉｎ．（７） Ｍａｘ．（７）  
２００４．７．１ １３：１５：３０ ２５ ２４ ２８ ←１レコード分 
  

１データ分 
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各項目の内容 

番号 内容 
（１） 日付 
（２） 時刻 
（３） デバイス名 
（４） データ名（ユーザが設定した名称） 
（５） データ型 

・Ｓ１６：符号付き１６ビット整数 
・ＵＳ１６：符号無し１６ビット整数 
・ＢＣＤ４：ＢＣＤ４桁 
・Ｓ３２：符号付き３２ビット整数 
・ＵＳ３２：符号無し３２ビット整数 
・ＢＣＤ８：ＢＣＤ８桁 
・ＦＬＴ：単精度浮動小数点 

（６） 単位 
（７） 種別（接点） 

・Ｉｎｔｅｒｖａｌ Ｔｉｍｅ：状態変化間隔 
・Ｔｏｔａｌ ＯＮ ｔｉｍｅ：累積ＯＮ時間 
・Ｔｏｔａｌ ＳＷ ｔｉｍｅｓ：累積開閉回数 
種別（アナログ，統計値） 
・Ａｖｅ．：平均値 
・Ｍｉｎ．：最小値 
・Ｍａｘ．：最大値 

 

 ご注意： 

・集計モード時、１つのファイルには３２データまで登録（書き込み）可能です。 
・瞬時値モード時、１つのファイルには最大２５０データまで登録可能です。 
・１つのファイルには最大６００００レコードまで記録できます。 
・Ｉｎｔｅｒｖａｌ ｔｉｍｅは、接点の「変化」時のみ記録されます。（「周期」では記録されません） 
・Ｉｎｔｅｒｖａｌ ｔｉｍｅは１秒以上検出された場合のみ記録されます。 
・ＯＮ／ＯＦＦの変化が３００ｍｓ以上あれば蓄積されて（内部のみ）、累積ＯＮ時間と累積開閉回数は正しく 
 記録されますが、変化が１秒に満たない場合の状態変化間隔は「０」がセットされます 
・外部機器の接点（Ｂ）に関しては、ＯＮ／ＯＦＦの変化を検出できる最低時間は保証されません 
・内部／外部接点（変化，周期）の蓄積ファイルに関しては、Ｔｏｔａｌ ＯＮ ｔｉｍｅとＴｏｔａｌ ＳＷ ｔｉｍｅｓのみ 
 記録されます。 
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6.3.5 蓄積ファイルの構成について 
設定された蓄積ファイルには、ファイルに登録された各デバイスのデータが保存されます。 
データは内部メモリまたはＣＦカードに以下の構成で保存されます。 

 

 
 
 

z Ｆｉｌｅ１：設定された名前のフォルダでＣＦまたは内部メモリの直下に生成される 
       ＤＬＵ本体に付ける名前（６．３．１ ユニットの構成を設定する）とは異なります。 

     参 照：＜６．４ Ｉ／Ｏの詳細設定をおこなう＞ 

 

 
z Ｌｏｇ：蓄積されたデータが保存されるフォルダ 

Ｆｉｌｅ１［－－－－－ＣＵＲＲＥＮＴ－－－－－］．ｃｓｖ： 蓄積中のファイル 
Ｆｉｌｅ１［ｘｘｘｘｘｘ＿ｘｘｘｘｘｘ＿ＳＥＴ］．ｃｓｖ： レコード数分蓄積されたヒストリーファイル。 

ｘｘｘｘｘｘ＿ｘｘｘｘｘｘには、先頭レコードの年月日時分秒が記録される。 
例）２００４年７月２０日１０時８分３０秒にファイルが生成された場合、ファイル名は 
  ”Ｆｉｌｅ１［０４０７２０＿１００８３０＿ＳＥＴ］．ｃｓｖ”となる。このファイルは設定された「世代数」の数だけ生成される。 
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z Ｔｏｔａｌ－Ｈｏｕｒ：蓄積周期毎に記録されたデータを元に１時間分のデータを集計した 

         「時間データ」が格納されるフォルダ 
Ｆｉｌｅ１＿Ｈｏｕｒ［－－－－－ＣＵＲＲＥＮＴ－－－－－］．ｃｓｖ： １時間分の蓄積データを集計して生成される 
Ｆｉｌｅ１＿Ｈｏｕｒ［ｘｘｘｘｘｘ＿ｘｘｘｘｘｘ＿ＳＥＴ］．ｃｓｖ： 上記ファイルのヒストリーファイル。 

ｘｘｘｘｘｘ＿ｘｘｘｘｘｘには、先頭レコードの年月日時分秒が記録される。 
 
 
z Ｔｏｔａｌ－Ｄａｙ：時間データを元に１日分のデータを集計した「日データ」が格納されるフォルダ 

Ｆｉｌｅ１＿Ｄａｙ［－－－－－ＣＵＲＲＥＮＴ－－－－－］．ｃｓｖ： 時間データの１日分のデータを集計して生成される 
Ｆｉｌｅ１＿Ｄａｙ［ｘｘｘｘｘｘ＿ｘｘｘｘｘｘ＿ＳＥＴ］．ｃｓｖ： 上記ファイルのヒストリーファイル。 

ｘｘｘｘｘｘ＿ｘｘｘｘｘｘには、先頭レコードの年月日時分秒が記録される。 
 
 

z Ｔｏｔａｌ－Ｍｏｎｔｈ：日データを元に１ヶ月分のデータを集計した「月データ」が格納されるフォルダ 
Ｆｉｌｅ１＿Ｍｏｎｔｈ［－－－－－ＣＵＲＲＥＮＴ－－－－－］．ｃｓｖ： 日データの１日分のデータを集計して生成される 
Ｆｉｌｅ１＿Ｍｏｎｔｈ［ｘｘｘｘｘｘ＿ｘｘｘｘｘｘ＿ＳＥＴ］．ｃｓｖ： 上記ファイルのヒストリーファイル。 

ｘｘｘｘｘｘ＿ｘｘｘｘｘｘには、先頭レコードの年月日時分秒が記録される。 

注）各ファイルに記録される形式や集計される内容は、蓄積されるデータの種類によって異なります。 
  ヒストリーファイルが生成されるときの条件によって、ファイル名の生成された年月日時分秒のあとに以下の文字 
  が付加されます。 
 
  「＿ＳＥＴ」 運転中に生成された 
  「＿ＰＯＷ」 電源ＯＮ時に生成された 
  「＿ＭＯＤ」 動作モード切り替え時に生成された 
  「＿ＡＣＴ」 アクショントリガにより生成された 
  「＿ＥＲＲ」 書き込みエラー発生時に生成された 
  瞬時値モード時「Ｔｏｔａｌ」フォルダは生成されません 
 

 参 照：＜６．４．１ 本体の設定をおこなう＞＜６．４．２ 増設ユニットの設定をおこなう＞ 
  集計データに関する詳細について＜６．３．３ 集計ファイルについて＞ 
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� メールの送信先を設定する 
ファイルがレコード数分記録された時、そのファイルをメールに添付して送信することができます。 
メールの送信先は、以下の手順で設定できます。 
 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 
【手順】 

 
 

①「基本設定」をクリックしてくだ
さい。 

 
 

②左側のメニューから「各種動
作」をクリックしてください。 
 
「各種動作設定」画面が 
表示されますので、 
「メール送信先設定」からメール
送信先を指定して「設定」ボタン
をクリックしてください。 
 
設定された内容が一時的に保
存されます。 
 
 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録
する作業に入ります。 

 参 照：メール送信に関する詳細について＜６．６メール送信の設定をおこなう＞ 

 
③「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 

 
 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセージ
が点滅表示されています。 

 

④「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 

 
⑤記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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6.3.6 蓄積ファイルの動作設定について 
ＤＬＵに装着されたメモリ（ＣＦまたは内部メモリ）が一杯になり、新たな蓄積ファイルが生成できない場合の
動作を設定できます。 
また月データが作成されるタイミングを設定できます。 
 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 
【手順】 

 

①「基本設定」をクリックしてくだ
さい。 

②左側のメニューから「各種動
作」をクリックしてください。 
 

 
③「各種動作設定」画面が表示されますので、「空き容量不足時の動作」を設定してください。 
・「新規ファイルを作成しない」：空き容量が不足した時点で蓄積ファイルは生成されなくなります。 
・「新規ファイルを作成する」：空き容量が不足した場合、日付の一番古いファイルを削除して新しい 
                  ファイルを作成します。 
 
④月締め日（集計ファイルの月データを生成するタイミング）を設定してください。 
・「月末」：毎月月末にデータを集計し、翌月の１日午前０時０分にファイルを生成します。 
・「１～２７」：設定された日の翌日の午前０時０分にファイルを生成します。 
 
⑤「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存されます。 
 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
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⑥「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 

 
 
 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」という 
メッセージが点滅表示されています。 
 

 

⑦「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 
⑧記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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6.4 Ｉ／Ｏの詳細設定をおこなう 
ＤＬＵ本体には、入力４点，出力１点のＩ／Ｏが標準で実装されています。 
入力の４点はデータ蓄積に、出力の１点はアクショントリガ機能で使用できます。 
入力の４点は、ＯＮ／ＯＦＦの監視をおこなう「接点」またはパルス値のカウントをおこなう「パルス」として 
使用できます。 

用途 蓄積される内容 補足 
接点 ・ＯＮ／ＯＦＦ状態 

・状態変化間隔（注） 
・累積ＯＮ時間 
・累積開閉回数 

一定周期毎にＯＮ／ＯＦＦ状態をチェックし
蓄積する方法と、ＯＮ／ＯＦＦの変化を検知し
たタイミングで蓄積する方法がある 

パルス ・単位時間あたりのパルス数 換算パラメータを指定することも可能 
 
ＤＬＵはＦＰ０の増設ユニットを３台まで実装することができます。 
増設ユニットは以下の中から選択されます。 

種類 詳細 
デジタル系 ８点入力（８Ｘ） 

１６点入力（１６Ｘ） 
８点出力（８Ｙ） 
１６点出力（１６Ｙ） 
４点入力（４Ｘ）／４点出力（４Ｙ） 
８点入力（４Ｘ）／８点出力（４Ｙ） 
１６点入力（１６Ｘ）／１６点出力（１６Ｙ） 
その他入出力ユニット（フリー） 

アナログ系 ４ＣＨ入力（ＦＰ０ Ａ／Ｄ変換ユニット，熱電対ユニット） 
８ＣＨ入力（ＦＰ０ Ａ／Ｄ変換ユニット，熱電対ユニット） 
４ＣＨ出力（ＦＰ０ Ｄ／Ａ変換ユニット） 
２ＣＨ入力／１ＣＨ出力（ＦＰ０ アナログＩ／Ｏユニット） 
その他アナログユニット（フリー） 

増設ユニットが「デジタル系」の場合、用途と蓄積される内容は本体と同じく「接点」もしくは「パルス」になり
ます。（フリー）を選択すると入出力の最大点数が設定できます。 
 
増設ユニットが「アナログ系」入力の場合、蓄積される内容は以下のようになります。 

用途 蓄積される内容 補足 
アナログ ・平均値 

・最小値 
・最大値 

一定周期毎にアナログ値をチェックし、平均値，最小
値，最大値を計算する。 
換算パラメータを指定することも可能 

 



 

6-34 

� ［補足］データ蓄積についての詳細図 
（１）接点 

 

 
（２）パルス 

 
 
（３）アナログ 

 

 ご注意： 

・接点の変化を検知して蓄積する場合、状態変化間隔は記録されません。 
・累積開閉回数は、”立ち上がりで１回”，”立ち下がりで１回”，”立ち上がりと立ち下がりいずれも１回” 
 の中から選択できます。 
・パルスで計測できるのは、本体で最大３０Ｈｚ，増設ユニットで最大１Ｈｚまでとなります。 
・アナログの平均／最小／最大値は、それぞれ蓄積周期内での結果になります。 
・デジタル系，アナログ系ともに出力データに関しては蓄積対象となりません。 
 アクショントリガ機能で使用できます。 
   参 照：アクショントリガ機能について＜６．７ アクショントリガの設定をおこなう＞ 

・  参 照：本体の詳細設定について＜６．４．１ 本体の設定をおこなう＞ 

・  参 照：増設ユニットの詳細設定について＜６．４．２ 増設ユニットの設定をおこなう＞ 
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6.4.1 本体の設定をおこなう 
本体の設定は以下の手順でおこないます。 
 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 
 
【手順】 

 

 
 
①「入出力・収集」をクリックしてください。 
 
 

 
②左側のメニューから「本体」をクリックしてください。 
「本体」画面が表示されますので、メモリ（接点番号），名称，用途を設定します。 
その他の設定内容は用途によって変化します。 
 

 
用途が「接点」の場合、以降は「接点として使用する場合」へ。 
用途が「パルス」の場合、以降は「パルスとして使用する場合」へ。 

 

 ご注意： 

・用途が「使用しない」のままでも名前を付けることはできますが、データの蓄積はされません。 
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� 接点として使用する場合 
用途を「接点」に指定した場合、蓄積条件設定エリアは以下のようになります。 
各項目を設定してください。 

 

 
名称 
名称は半角１６文字以内で設定してください。（全角の場合は８文字以内） 
半角カナは使用できません。 
 
累積開閉回数 
ＯＦＦ－＞ＯＮ：接点情報がＯＦＦからＯＮに変化した時にのみ開閉回数が１カウントされます。 
ＯＮ－＞ＯＦＦ：接点情報がＯＮからＯＦＦに変化した時にのみ開閉回数が１カウントされます。 
ＯＮ＜－＞ＯＦＦ：接点状態がＯＦＦからＯＮまたはＯＮからＯＦＦに変化した時に開閉回数が１カウントされ
ます。 
 
格納ファイル 
この接点情報を、どのファイルに格納するかを設定します。 
例）蓄積ファイルが以下のように設定されている場合 

 
 
この場合、本体Ｉ／Ｏの用途が「接点」の蓄積に使用できるファイルは「１」と「３」になります。 
よって格納ファイル選択エリアには「ＦＩＬＥ１」と「ＦＩＬＥ３」のみ表示されます。 

 

 
注１）蓄積ファイルの「内部」とは本体または増設１～３を意味します。 
   「外部」はコミュニケーションカセットに接続されるＰＬＣ等を意味します。 
注２）格納ファイルに「格納しない」しか表示されない場合は、本体Ｉ／Ｏの接点を蓄積できるファイルが 
   定義されているかを確認してください。 

    参 照：＜６．３．２ 蓄積ファイルの設定をおこなう＞ 

注３）１つの格納ファイルに登録できるのは最大３２点までです。 
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� パルスとして使用する場合 
用途を「パルス」に指定した場合、蓄積条件設定エリアは以下のようになります。 
各項目を設定してください。 

 

名称 
名称は半角１６文字以内で設定してください。（全角の場合は８文字以内） 
半角カナは使用できません。 
 
換算 
・「しない」の場合：パルス値をそのまま記録します。 
・「する」の場合：パルス値に、次の「換算パラメータ」をかけて記録します。 
例）パルス数が「１００」で換算パラメータが「０．１」の場合、蓄積されるデータは「１０」になります。 
 
換算パラメータ 
「０．０１～９９９９．９９」の範囲で設定できます。 
換算が「しない」に設定されている場合、本設定は無効となります。 
 
単位 
パルス値を記録するとき、値に文字を付加することができます。 
例）「ｋｗｈ」と設定すると、ファイルに記録されるときパルス値＋単位で 
「１００ｋｗｈ」と記録される。単位は半角英数字４文字以内で設定してください。 
 
カウント条件 
ＯＦＦ－＞ＯＮ：接点情報がＯＦＦからＯＮに変化した時にのみパルス数が１カウントされます。 
ＯＮ－＞ＯＦＦ：接点情報がＯＮからＯＦＦに変化した時にのみパルス数が１カウントされます。 
ＯＮ＜－＞ＯＦＦ：接点状態がＯＦＦからＯＮまたはＯＮからＯＦＦに変化した時にパルス数が１カウントされ
ます。 
 
格納ファイル 
この接点情報を、どのファイルに格納するかを設定します。 
例）蓄積ファイルが以下のように設定されている場合 

 
この場合、本体Ｉ／Ｏの用途が「パルス」の蓄積に使用できるファイルは「５」になります。 
よって格納ファイル選択エリアには「ＦＩＬＥ５」のみ表示されます。 

 
注１）蓄積ファイルの「内部」とは本体または増設１～３を意味します。 
   「外部」はコミュニケーションカセットに接続されるＰＬＣ等を意味します。 
注２）格納ファイルに「格納しない」しか表示されない場合は本体Ｉ／Ｏのパルスを蓄積できるファイルが 
   定義されているかを確認してください。 

    参 照：＜６．３．２ 蓄積ファイルの設定をおこなう＞ 

注３）パルスの場合は必ず格納ファイルを指定してください。 
   格納ファイルが未指定の場合は蓄積周期が未指定になりますので、パルスはカウントされません。 
注４）１つの格納ファイルに登録できるのは最大３２点までです。 
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③各項目の設定が完了したら「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存され
ます。 
蓄積条件一覧エリアに設定内容が表示されます。 
【例】 

 
 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
④「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 
 

 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセージ
が点滅表示されています。 
 

 
 

⑤「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 

⑥記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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6.4.2 増設ユニットの設定をおこなう 
増設ユニットの設定は以下の手順でおこないます。 
 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 
 
【手順】 

 
①「入出力・収集」をクリックし、左側のメニューから「増設ユニット（１～３のいずれか）」をクリック 
  してください。 
 

 

 

 

 
②増設ユニットには「６．３．１ ユニットの構成を設定する」で設定されたユニットの詳細設定画面が表示
されます。 
増設ユニットは以下の中から選択されますが、デジタル系のユニットに関する設定は本体と同じ手順になり
ます。 

 参 照：＜６．４．１ 本体の設定をおこなう＞ 

 
本章ではアナログ系ユニットに関する説明のみ記述します。 

種類 詳細 
デジタル系 ８点入力（８Ｘ） 

１６点入力（１６Ｘ） 
８点出力（８Ｙ） 
１６点出力（１６Ｙ） 
４点入力（４Ｘ）／４点出力（４Ｙ） 
８点入力（４Ｘ）／８点出力（４Ｙ） 
１６点入力（１６Ｘ）／１６点出力（１６Ｙ） 
その他入出力ユニット（フリー） 

アナログ系 ４ＣＨ入力（ＦＰ０ Ａ／Ｄ変換ユニット，熱電対ユニット） 
８ＣＨ入力（ＦＰ０ Ａ／Ｄ変換ユニット） 
４ＣＨ出力（ＦＰ０ Ｄ／Ａ変換ユニット） 
２ＣＨ入力／１ＣＨ出力（ＦＰ０ アナログＩ／Ｏユニット） 
その他アナログユニット（フリー） 
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③例として増設ユニット１に「４ＣＨ入力」が設定されている場合の設定画面です。 
各項目を設定してください。 

 
 
名称 
名称は半角１６文字以内で設定してください。（全角の場合は８文字以内） 
半角カナは使用できません。 
 
換算 
・「しない」の場合：デジタル値に「単位」で設定された文字を付加してそのまま記録します。 
・「する」の場合：次の「Ａ／Ｄ変換値」と「換算値」で設定された内容に従って換算をおこない、「単位」で設
定された文字を付加して値を記録します。 
【例】Ａ／Ｄ変換値と換算値，単位を以下のように設定する。 
Ａ／Ｄ変換値：－２０００～２０００ 
換算値：－１０～１０ 
単位：「Ｖ」 
 
この場合、ＤＬＵがアナログ値として記録したデータが２０００なら「１０Ｖ」と記録されます。 
０なら「０Ｖ」です。 

 
注１）Ａ／Ｄ変換値と換算値に関しては、ご使用になるＡ／Ｄ変換ユニットのマニュアルを参照し正しい 
   値を設定してください。 
注２）「Ｋ，Ｊ，Ｒ，Ｔ」の場合：デジタル値に「単位」で設定された文字を付加してそのまま記録します。 
 
格納ファイル 
この接点情報を、どのファイルに格納するかを設定します。 
【例】蓄積ファイルが以下のように設定されている場合 

 
この場合、増設ユニット１の使用ユニットが「アナログ」の蓄積に使用できるファイルは「７」になります。 
よって格納ファイル選択エリアには「ＦＩＬＥ７」のみ表示されます。 

 
注１）蓄積ファイルの「内部」とは本体または増設１～３を意味します。 
   「外部」はコミュニケーションカセットに接続されるＰＬＣ等を意味します。 
注２）格納ファイルに「格納しない」しか表示されない場合は増設ユニットのアナログを蓄積できるファイル 
   が定義されているかを確認してください 

    参 照：＜６．３．２ 蓄積ファイルの設定をおこなう＞ 

注３）１つの格納ファイルに登録できるのは最大３２点までです。 
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④各項目の設定が完了したら「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存され
ます。 
設定された増設ユニット１の情報が登録されます。 
【例】 

 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
 
⑤「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 

 
 
 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセー
ジが点滅表示されています。 
 

 

⑥「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 

 
⑦記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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6.5 外部機器の詳細設定をおこなう 
ＤＬＵはコミュニケーションカセットを使用して、ＰＬＣからデータを収集し蓄積することができます。 
また表示器などを接続することもできます。 
 
【例】 

 
・「接点」は、ＯＮ／ＯＦＦのカウントをおこなう用途に使用できます。 

用途 蓄積される内容 補足 
接点 ・ＯＮ／ＯＦＦ状態 

・状態変化間隔（注） 
・累積ＯＮ時間 
・累積開閉回数 

一定周期毎にＯＮ／ＯＦＦ状態をチェックし蓄積する
方法と、ＯＮ／ＯＦＦの変化を検知したタイミングで蓄
積する方法がある。 

 
・「データ」は以下の用途で使用できます。 

用途 蓄積される内容 補足 
パルス ・単位時間あたりのパルス数 データの型や換算パラメータを指定することも可能。 
瞬時値 ・データ値 一定周期毎にデータをチェックし、その時のデータを

蓄積する。 
データの型を指定することも可能。 

統計値 ・平均値 
・最小値 
・最大値 

一定周期毎にデータをチェックし、その時点での平
均値，最小値，最大値を計算する。 
データの型や換算パラメータを指定することも可能。 

 

 ご注意： 

外部機器の用途が瞬時値モードの場合、「データ」の用途は「瞬時値」のみとなります。 
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［補足］データ蓄積についての詳細図 
（１）接点 

 

 
（２）パルス，瞬時値 

 
 
（３）統計値 

 

 ご注意： 

・外部機器は最大２ポートまで使用できます。 
 使用可能ポート数はコミュニケーションカセットにより異なります。 
・集計モード時、外部機器は、接点とデータで合計２００点まで蓄積できます。 
・瞬時値モード時、外部機器は接点とデータで合計２５００点まで蓄積できます。 
・接点の変化を検知して蓄積する場合、状態変化間隔は記録されません。 
・累積開閉回数は、”立ち上がりで１回”，”立ち下がりで１回”，”立ち上がりと立ち下がりいずれも１回” 
 の中から選択できます。 
・瞬時値は蓄積周期毎に収集した値がセットされ、パルス値は蓄積周期毎に「収集した値－前回の蓄積 
 タイミングで収集した値」がセットされます。 
・統計値の平均／最小／最大値は、それぞれ蓄積周期内での結果になります。 

・  参 照：アクショントリガ機能について＜６．７ アクショントリガの設定をおこなう＞ 

・  参 照：外部機器をコンピュータリンクで使用する場合の設定について 
          ＜６．４．１ 本体の設定をおこなう＞ 
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6.5.1 松下電工製ＰＬＣ－外部割付（接点）の設定をおこなう 
コミュニケーションカセットに松下電工製ＰＬＣを接続し、接点データを収集するための設定は以下の手順
でおこないます。 
なお「６．４．１ 本体の設定をおこなう」により、ＤＬＵは外部機器に２ポート両方とも松下電工製ＰＬＣを使
用する設定になっているものとします。 

 
 
 
【手順】 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 
 

 

①「入出力・収集」をクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 



6-45 

②左側のメニューから「外部割付（接点）」をクリックしてください。 
「外部割付（接点）」画面が表示されますので、メモリ（接点番号），名称，用途等を設定します。 
 
外部割付（接点）の用途は「接点」のみです。 
 
外部機器の用途が「集計モード」の場合、画面は以下のようになります。 

 

 
 
 

外部機器の用途が「瞬時値モード」の場合、画面は以下のようになります。 

 
・瞬時値モード時は、設定をブロック単位で行ないます。 
・１つのブロックには最大２５０点までデータを登録できます。 
・１つの格納ファイルには、最大３２ブロックまで登録できます。 

 
 

 ご注意：用途が「使用しない」のままでも名前を付けることはできますが、データの蓄積はされません。 

      用途を「接点」に指定した場合、蓄積条件設定エリアは以下のようになります。 
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名称 
名称は半角１６文字以内で設定してください。（全角の場合は８文字以内） 
半角カナは使用できません。 
注）瞬時値モード時、指定された名称がファイルに記録されるとき、名前の後ろに番号が０から割り付けら 
  れます。 
例）ブロックに指定された名前が「データ」で登録数が「１０」の場合、ファイルに記録される名前は「データ 
  ０」から「データ９」になります。 
 
累積開閉回数 
ＯＦＦ－＞ＯＮ：接点情報がＯＦＦからＯＮに変化した時にのみ開閉回数が１カウントされます。 
ＯＮ－＞ＯＦＦ：接点情報がＯＮからＯＦＦに変化した時にのみ開閉回数が１カウントされます。 
ＯＮ＜－＞ＯＦＦ：接点状態がＯＦＦからＯＮまたはＯＮからＯＦＦに変化した時に開閉回数が１カウントされ
ます。 
 
格納ファイル 
この接点情報を、どのファイルに格納するかを設定します。 
【例】蓄積ファイルが以下のように設定されている場合 

 
この場合、用途が「外部接点」の蓄積に使用できるファイルは「２」と「４」になります。 
よって格納ファイル選択エリアには「ＦＩＬＥ２」と「ＦＩＬＥ４」のみ表示されます。 

 
注１）蓄積ファイルの「内部」とは本体または増設１～３を意味します。 
   「外部」はコミュニケーションカセットに接続されるＰＬＣ等を意味します。 
注２）格納ファイルに「格納しない」しか表示されない場合は接点を蓄積できるファイルが定義されて 
   いるかを確認してください。 

    参 照：＜６．３．２ 蓄積ファイルの設定をおこなう＞ 

注３）１つの格納ファイルに登録できるのは最大３２点までです。 
 
ポート 
本設定が、どちらのＣＯＭポートに接続されたＰＬＣから取得するかをチェックします。 

 
注）ＣＯＭ１にのみ松下電工製ＰＬＣが設定されている場合、ＣＯＭ１しか表示されません。 
  ＣＯＭ１，ＣＯＭ２両方とも使用しない、もしくはコンピュータリンクで使用する場合何も表示されません。 
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外部デバイス 
登録する外部接点（Ｂ）が、ＰＬＣのどの接点デバイスを収集／蓄積するのかを指定します。 
リストには松下電工製ＰＬＣのデバイス種別がセットされています。 
デバイスを選択し、デバイスＮｏ．を入力してください。 

 

 
登録データ数 
指定された数だけ同一内容で登録します。 
名称は同じ物が登録され、外部デバイスのデバイスＮｏ．は１ずつインクリメントされます。 
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③各項目の設定が完了したら「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存され
ます。 
蓄積条件一覧エリアに設定内容が表示されます。 
【例】 

 

設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
 
⑤「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 

 
 
 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセー
ジが点滅表示されています。 
 

 

⑤「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 

⑥記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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6.5.2 松下電工製ＰＬＣ－外部割付（データ）の設定をおこなう 
コミュニケーションカセットに松下電工製ＰＬＣを接続し、データを収集するための設定は以下の手順でお
こないます。 
 
【手順】 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 
 

 

 
①「入出力・収集」をクリックしてください。 
 

 
②左側のメニューから「外部割付（データ）」をクリックしてください。 
「外部割付（データ）」画面が表示されますので、メモリ（接点番号），名称，用途等を設定します。 
 
その他の設定内容は用途によって変化します。 
外部機器の用途が「集計モード」の場合、画面は以下のようになります。 

 
名称は半角１６文字以内で設定してください。（全角の場合は８文字以内） 
半角カナは使用できません。 
用途が「パルス」の場合、以降は「パルスとして使用する場合」へ。 
用途が「瞬時値」の場合、以降は「瞬時値として使用する場合」へ。 
用途が「統計値」の場合、以降は「瞬時値として使用する場合」へ。 
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外部機器の用途が「瞬時値モード」の場合、画面は以下のようになります。 

 
・瞬時値モード時は、設定をブロック単位で行ないます。 
・瞬時値モード時の用途は「瞬時値」のみです。 
・１つのブロックには最大２５０点までデータを登録できます。 
・１つの格納ファイルには、最大３２ブロックまで登録できます。 
 
以降は「瞬時値として使用する場合」へ。 
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� パルスとして使用する場合 
用途を「パルス」に指定した場合、蓄積条件設定エリアは以下のようになります。 
各項目を設定してください。 

 
 
 
換算 
・「しない」の場合：パルス値をそのまま記録します。 
・「する」の場合：パルス値に、次の「換算パラメータ」をかけて記録します。 
【例】 パルス数が「１００」で換算パラメータが「０．１」の場合、蓄積されるデータは「１０」になります。 
 
換算パラメータ 
「０．０１～９９９９．９９」の範囲で設定できます。 
換算が「しない」に設定されている場合、本設定は無効となります。 
 
単位 
パルス値を記録するとき、値に文字を付加することができます。 
例）「ｋｗｈ」と設定すると、ファイルに記録されるときパルス値＋単位で 
「１００ｋｗｈ」と記録される。 
単位は半角英数字４文字以内で設定してください。 
 
格納ファイル 
このデータ情報を、どのファイルに格納するかを設定します。 
【例】 蓄積ファイルが以下のように設定されている場合 

 
この場合、用途が「外部データ」の「パルス」蓄積に使用できるファイルは「６」のみになります。 
よって格納ファイル選択エリアには「ＦＩＬＥ６」のみ表示されます。 

 
注１）蓄積ファイルの「内部」とは本体または増設１～３を意味します。 
   「外部」はコミュニケーションカセットに接続されるＰＬＣ等を意味します。 
注２）格納ファイルに「格納しない」しか表示されない場合は接点を蓄積できるファイルが定義されているか 
   を確認してください。 

    参 照：＜６．３．２ 蓄積ファイルの設定をおこなう＞ 

注３）１つの格納ファイルに登録できるのは最大３２点までです。 
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ポート 
本設定が、どちらのＣＯＭポートに接続されたＰＬＣから取得するかをチェックします。 

 
注）ＣＯＭ１にのみ松下電工製ＰＬＣが設定されている場合、ＣＯＭ１しか表示されません。 
  ＣＯＭ１，ＣＯＭ２両方とも使用しない，もしくはコンピュータリンクで使用する場合何も表示されません。 
 
外部デバイス 
登録する外部接点（ＥＸＤ）が、ＰＬＣのどのデバイスを収集／蓄積するのかを指定します。 
リストには松下電工製ＰＬＣのデバイス種別がセットされています。 
デバイスを選択し、デバイスＮｏ．を入力してください。 

 
 
 
データ形式 
登録する外部接点（ＥＸＤ）のデータ型を指定することができます。 
「パルス」の場合、以下の２つの型から選択できます。 

 
 
データ桁数 
記録するパルスの桁数を指定します。 
（データ形式により指定できる桁数が変わります） 
指定周期でデータを収集したとき、前回のデータよりも小さい値を検出したら桁上げが生じたと判断しま
す。 

 

 
登録データ数 
指定された数だけ同一内容で登録します。 
名称は同じ物が登録され、外部デバイスのデバイスＮｏ．は１ずつインクリメントされます。 
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� 瞬時値として使用する場合 
用途を「瞬時値」に指定した場合、蓄積条件設定エリアは以下のようになります。 
各項目を設定してください。 

 
 
名称 
名称は半角１６文字以内で設定してください。（全角の場合は８文字以内） 
半角カナは使用できません。 
 
換算 
・「しない」の場合：瞬時値をそのまま記録します。 
・「する」の場合：瞬時値に、次の「換算パラメータ」をかけて記録します。 
【例】 瞬時値が「２００」で換算パラメータが「１０」の場合、蓄積されるデータは「２０００」になります。 
 
換算パラメータ 
「０．０１～９９９９．９９」の範囲で設定できます。 
換算が「しない」に設定されている場合、本設定は無効となります。 
 
単位 
瞬時値を記録するとき、値に文字を付加することができます。 
【例】 「ｇ」と設定すると、ファイルに記録されるとき瞬時値＋単位で 
「２０００ｇ」と記録される。 
単位は半角英数字４文字以内で設定してください。 
 
格納ファイル 
このデータ情報を、どのファイルに格納するかを設定します。 
【例】 蓄積ファイルが以下のように設定されている場合 

 
この場合、用途が「外部データ」の「瞬時値」蓄積に使用できるファイルは「９」のみになります。 
よって格納ファイル選択エリアには「ＦＩＬＥ９」のみ表示されます。 

 
注１）蓄積ファイルの「内部」とは本体または増設１～３を意味します。 
   「外部」はコミュニケーションカセットに接続されるＰＬＣ等を意味します。 
注２）格納ファイルに「格納しない」しか表示されない場合は接点を蓄積できるファイルが定義されているか 
   を確認してください。 

    参 照：＜６．３．２ 蓄積ファイルの設定をおこなう＞ 

注３）１つの格納ファイルに登録できるのは、集計モード時最大３２点、瞬時値モード時最大２５０点までで 
   す。 
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ポート 
本設定が、どちらのＣＯＭポートに接続されたＰＬＣから取得するかをチェックします。 

 
注）ＣＯＭ１にのみ松下電工製ＰＬＣが設定されている場合、ＣＯＭ１しか表示されません。 
ＣＯＭ１，ＣＯＭ２両方とも使用しない，もしくはコンピュータリンクで使用する場合、何も表示されません。 
 
 
外部デバイス 
登録する外部接点（ＥＸＤ）が、ＰＬＣのどのデバイスを収集／蓄積するのかを指定します。 
リストには松下電工製ＰＬＣのデバイス種別がセットされています。 
デバイスを選択し、デバイスＮｏ．を入力してください。 

 
 
 
データ形式 
登録する外部接点（ＥＸＤ）のデータ型を指定することができます。 
「瞬時値」の場合、以下の中から選択できます。 

 

 
 
登録データ数 
指定された数だけ同一内容で登録します。 
名称は同じ物が登録され、外部デバイスのデバイスＮｏ．は１ずつインクリメントされます。 
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z ＡＳＣＩＩについて 
用途が「瞬時値」でデータ形式が「ＡＳＣＩＩ」の場合、蓄積条件設定エリアは以下のようになります。 

 
 

登録文字数 
１つのメモリ（ＥＸＤ）に記録する文字数を設定します。 
ＥＸＤ０に外部デバイスＤＴ０を割り付けて、登録文字数を「１０」に設定すると、ＤＴ０～ＤＴ４までの 
５ワードが割り付けられます。 
１つのメモリ（ＥＸＤ）に登録できるのは最大３０文字です。 
 
登録データ数 
同じ設定を連続して登録するときに指定します。 
上記の例で登録データ数を「３」に設定すると、 
ＥＸＤ０にＤＴ０～ＤＴ４，ＥＸＤ１にＤＴ５～ＤＴ９，ＥＸＤ２にＤＴ１０～ＤＴ１４が自動で登録されます。 
 
変換の順序 
順方向，逆方向から選択します。（デフォルトは順方向） 
例）ＤＴ０～ＤＴ４に以下のようなデータが格納されている場合 

 
 上位 下位 文字 

ＤＴ０ ０ｘ４２ ０ｘ４１ ＢＡ 
ＤＴ１ ０ｘ４４ ０ｘ４３ ＤＣ 
ＤＴ２ ０ｘ４６ ０ｘ４５ ＦＥ 
ＤＴ３ ０ｘ４８ ０ｘ４７ ＨＧ 
ＤＴ４ ０ｘ４Ａ ０ｘ４９ ＪＩ 

 
順方向：ＥＸＤ０のデータは「ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ」となります。 
逆方向：ＥＸＤ０のデータは「ＩＪＧＨＥＦＣＤＡＢ」となります。 
 

 ご注意： 

制御文字（０ｘ００～０ｘ１Ｆ）またはカンマ（，）は記録できません。 
データ中にこれらのコードが検出された場合、半角スペースに置き換えて記録されます。 
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� 統計値として使用する場合 
用途を「統計値」に指定した場合、蓄積条件設定エリアは以下のようになります。 
各項目を設定してください。 

 
 
換算 
・「しない」の場合：パルス値をそのまま記録します。 
・「する」の場合：蓄積データに、次の「換算パラメータ」をかけて記録します。 
【例】 データが「１００」で換算パラメータが「０．２」の場合、蓄積されるデータは「２０」になります。 
 
換算パラメータ 
「０．０１～９９９９．９９」の範囲で設定できます。 
換算が「しない」に設定されている場合、本設定は無効となります。 
 
単位 
データを記録するとき、値に文字を付加することができます。 
【例】 「ｋｇ」と設定すると、ファイルに記録されるときデータ値＋単位で 
「２０ｋｇ」と記録される。 
単位は半角英数字４文字以内で設定してください。 
 
格納ファイル 
このデータ情報を、どのファイルに格納するかを設定します。 
【例】 蓄積ファイルが以下のように設定されている場合 

 
この場合、用途が「外部データ」の「統計値」蓄積に使用できるファイルは「８」のみになります。 
よって格納ファイル選択エリアには「ＦＩＬＥ８」のみ表示されます。 

 

注１）蓄積ファイルの「内部」とは本体または増設１～３を意味します。 
   「外部」はコミュニケーションカセットに接続されるＰＬＣ等を意味します。 
注２）格納ファイルに「格納しない」しか表示されない場合は接点を蓄積できるファイルが定義されているか 
   を確認してください。 

    参 照：＜６．３．２ 蓄積ファイルの設定をおこなう＞ 

注３）１つの格納ファイルに登録できるのは最大３２点までです。 
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ポート 
本設定が、どちらのＣＯＭポートに接続されたＰＬＣから取得するかをチェックします。 

 
注）ＣＯＭ１にのみ松下電工製ＰＬＣが設定されている場合、ＣＯＭ１しか表示されません。 
ＣＯＭ１，ＣＯＭ２両方とも使用しない，もしくはコンピュータリンクで使用する場合、何も表示されません。 
 
外部デバイス 
登録する外部接点（ＥＸＤ）が、ＰＬＣのどのデバイスを収集／蓄積するのかを指定します。 
リストには松下電工製ＰＬＣのデバイス種別がセットされています。 
デバイスを選択し、デバイスＮｏ．を入力してください。 

 
 
データ形式 
登録する外部接点（ＥＸＤ）のデータ型を指定することができます。 
「統計値」の場合、以下の中から選択できます。 

 

 
登録データ数 
指定された数だけ同一内容で登録します。 
名称は同じ物が登録され、外部デバイスのデバイスＮｏ．は１ずつインクリメントされます。 
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③各項目の設定が完了したら「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存され
ます。 
 
蓄積条件一覧エリアに設定内容が表示されます。 

 
 
 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
③「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセー
ジが点滅表示されています。 
 

 
 

④「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 

⑤記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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6.5.3 三菱電機製ＰＬＣ－外部割付の設定をおこなう 
コミュニケーションカセットに三菱電機製ＰＬＣを接続し、データを収集するためには外部機器にＦＸシリー
ズ（またはＦＸ２Ｎシリーズ）を使用する設定にしてください。ＦＸシリーズのＴＯＯＬポートまたはＲＳ２３２Ｃの
アダプタを使用した１：１通信、またはＲＳ４８５のアダプタを使用したＦＸ計算機リンクが使用可能です。 

 参 照：＜６．４．１ 本体の設定をおこなう＞ 
【例】 

 

 参 照：＜６．５．１ 松下電工製ＰＬＣ－外部割付（接点）の設定をおこなう＞ 

＜６．５．２ 松下電工製ＰＬＣ－外部割付（データ）の設定をおこなう＞ 
 
注）選択できるデバイスは三菱製ＰＬＣのデバイスとなります。その他設定方法は松下電工製ＰＬＣと同様に 
  なります。 
 
 
z 通信条件の設定 
ＤＬＵ側の通信条件設定 
ＣＯＭ．ポートの通信条件設定を以下のように設定してください。 

項目 設定値 
通信速度設定 ９６００ ｂｐｓ 
データ長 ７ビット 
パリティチェック 有り・偶数 
ストップビット １ビット 

 
ＰＬＣ側の通信条件設定 
Ｄ８１２０に“０”を格納してください（デフォルトで“０”になっていますので、特に設定する必要はありませ
ん）。 
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z 使用可能デバイス 
デバイス種類 ＦＸ１Ｎ範囲Ｎｏ． ＦＸ２Ｎ範囲Ｎｏ． 備考 
入力リレー （Ｘ） Ｘ００００～Ｘ０３３７ Ｘ００００～Ｘ０３３７  
出力リレー （Ｙ） Ｙ００００～Ｙ０３３７ Ｙ００００～Ｙ０３３７  
内部リレー （Ｍ） Ｍ００００～Ｍ１５３５ Ｍ００００～Ｍ１５３５  
ステート （Ｓ） Ｓ００００～Ｓ０９９９ Ｓ００００～Ｓ０９９９  
タイマ（接点） （ＴＳ） ＴＳ００００～ＴＳ０２５５ ＴＳ００００～ＴＳ０２５５  

ビット 
デバイス 

カウンタ（接点）（ＣＳ） ＣＳ００００～ＣＳ０２５５ ＣＳ００００～ＣＳ０２５５  

入力リレー （Ｘ） Ｘ００００～Ｘ０３２０ Ｘ００００～Ｘ０３２０ アドレスは２０単位で

指定してください 

出力リレー （Ｙ） Ｙ００００～Ｙ０３２０ Ｙ００００～Ｙ０３２０ アドレスは２０単位で

指定してください 

内部リレー （Ｍ） Ｍ００００～Ｍ１５２０ Ｍ００００～Ｍ１５２０ アドレスは１６の倍数

で指定してください 

ステート （Ｓ） Ｓ００００～Ｓ０９７６ Ｓ００００～Ｓ０９７６ アドレスは１６の倍数

で指定してください 
タイマ（現在値）（ＴＮ） ＴＮ００００～ＴＮ０２５５ ＴＮ００００～ＴＮ０２５５  
カウンタ（現在値）（ＣＮ） ＣＮ００００～ＣＮ０２５５ ＣＮ００００～ＣＮ０２５５  

ワード 
デバイス 

データレジスタ （Ｄ） Ｄ００００～Ｄ０９９９ Ｄ００００～Ｄ０９９９  
注１） 機種により使用できるアドレスが異なりますので、詳しくはご使用のＰＬＣのマニュアルをご参照くださ

い。 
注２） 入力リレー・出力リレー・補助リレーをワード単位で使用する場合は、０００から１６点単位でアドレスを

設定してください。（Ｘ０００、Ｘ０２０、Ｘ０４０…、Ｍ０００、Ｍ０１６、Ｍ０３２） 
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6.5.4 オムロン製ＰＬＣ－外部割付の設定をおこなう 
コミュニケーションカセットにオムロン製ＰＬＣを接続し、データを収集するためには外部機器にＳＹＳＭＡＣ
－Ｃシリーズを使用する設定にしてください。ＳＹＳＭＡＣ－ＣシリーズのＲＳ２３２Ｃポート、コミュニケーショ
ンポートまたはペリフェラルポートを使用し、１：１通信が可能です。 
【例】 

 

 参 照：＜６．５．１ 松下電工製ＰＬＣ－外部割付（接点）の設定をおこなう＞ 

         ＜６．５．２ 松下電工製ＰＬＣ－外部割付（データ）の設定をおこなう＞ 
 

注）選択できるデバイスはオムロン製ＰＬＣのデバイスとなります。その他設定方法は、松下電工製ＰＬＣと
同様になります。 
 
z 通信条件の設定 
ＤＬＵ側の通信条件設定 
ＣＯＭ．ポートの通信条件設定を以下のように設定してください。 

項目 設定値 
通信速度設定 １９２００ｂｐｓ 
データ長 ７ビット 
パリティチェック 有り・偶数 
ストップビット １ビット 

 
ＰＬＣ側の通信条件設定 
ＰＬＣ側で設定する内容は以下の通りです。機種により設定できない項目がありますが、できない場合は設
定する必要はありません。 

項目 設定値 
ＰＬＣ本体モード モニタモード 
モード指定 上位リンク 
手順 １：Ｎ 
通信速度設定 １９２００ｂｐｓ 
データ長 ７ビット 
パリティチェック 有り・偶数 
ストップビット １ビット 
局番 Ｎｏ．０ 
ＣＴＳ指定 常時ＯＮ 
５Ｖ供給 なし 
通信方式 ＲＳ２３２Ｃ 

注）ＰＬＣ本体モードは、必ずモニタモードでご使用ください。 
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ＰＬＣ側の通信設定方法は、ほとんどの機種については下記の通りで行えますが、機種により異なる場合
がありますので、詳しくはご使用のＰＬＣのマニュアルを参考に設定してください。 
 
ＣＰＵユニットのＲＳ２３２Ｃポートと通信させる場合 
システムエリアを以下のように設定してください。 

アドレス 設定値 設定内容 
ＤＭ６６００ ０２０１ （ＨＥＸ） ＰＬＣの本体モードの設定 （モニタモード） 
ＤＭ６６４５ ０００１ （ＨＥＸ） ＲＳ２３２Ｃポートのモード設定 （上位リンク） 
ＤＭ６６４６ ０００４ （ＨＥＸ） 通信条件の設定 （１９２００ｂｐｓ、７ビット、偶数、１ビット） 
ＤＭ６６４８ ００００ （ＨＥＸ） 号機Ｎｏ．の設定 （号機Ｎｏ．０） 

 
コミュニケーションポートと通信させる場合 
システムエリアを以下のように設定してください。 
ポートＡと通信させる場合 

アドレス 設定値 設定内容 
ＤＭ６６００ ０２０１ （ＨＥＸ） ＰＬＣの本体モードの設定 （モニタモード） 
ＤＭ６５５０ ０００１ （ＨＥＸ） ＲＳ２３２Ｃポートのモード設定 （上位リンク） 
ＤＭ６５５１ ０００４ （ＨＥＸ） 通信条件の設定 （１９２００ｂｐｓ、７ビット、偶数、１ビット） 

 
ポートＢと通信させる場合 

アドレス 設定値 設定内容 
ＤＭ６６００ ０２０１ （ＨＥＸ） ＰＬＣの本体モードの設定 （モニタモード） 
ＤＭ６５５５ ０００１ （ＨＥＸ） ＲＳ２３２Ｃポートのモード設定 （上位リンク） 
ＤＭ６５５６ ０００４ （ＨＥＸ） 通信条件の設定 （１９２００ｂｐｓ、７ビット、偶数、１ビット） 

 
上位リンクＩ／Ｆユニットと通信させる場合 
ＣＰＵのモード設定を必ずモニタモードにしてください。 
通信速度などの設定は、リンクＩ／ＦユニットのＤＩＰスイッチやロータリスイッチで設定してください。 
詳しくはご使用のユニットのマニュアルをご参照ください。 
 
ペリフェラルポートと通信させる場合 
システムエリアを以下のように設定してください。 

アドレス 設定値 設定内容 
ＤＭ６６００ ０２０１ （ＨＥＸ） ＰＬＣの本体モードの設定 （モニタモード） 
ＤＭ６５５０ ０００１ （ＨＥＸ） ＲＳ２３２Ｃポートのモード設定 （上位リンク） 
ＤＭ６５５１ ０００４ （ＨＥＸ） 通信条件の設定 （１９２００ｂｐｓ、７ビット、偶数、１ビット） 

 
z 使用可能デバイス 

デバイス種類 
入出力リレー 
内部補助リレー 
アナログ設定値格納エリア 
特殊補助リレー 
データリンクリレー（ＬＲ） 
補助記憶リレー（ＡＲ） 
保持リレー（ＨＲ） 
タイマ（接点）（ＴＩＭ） 

ビットデバイス 

カウンタ（接点）（ＣＮＴ） 
入出力リレー 
内部補助リレー 
アナログ設定値格納エリア 
特殊補助リレー 
データリンクリレー（ＬＲ） 
補助記憶リレー（ＡＲ） 
保持リレー（ＨＲ） 
タイマ（現在値）（ＴＩＭ） 
カウンタ（現在値）（ＣＮＴ） 

ワードデバイス 

データメモリ（ＤＭ／Ｄ） 
注１） 機種により使用できるアドレスの範囲が異なります。詳しくはご使用のＰＬＣのマニュアルをご参照くだ

さい。 
注２） リレーエリア ２５３～２５５ＣＨには書き込みできません。 
注３） Ｊ１シリーズは、データリンクリレー（ＬＲ）・保持リレー（ＨＲ）・タイマ（ＴＩＭ）・カウンタ（ＣＮＴ）が使用で

きません。 
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6.6 メール送信に関する設定をおこなう 
ＤＬＵは、蓄積ファイルが生成されたタイミングやアクショントリガを使用して、メールを送信することができま
す。 
メールはＥｔｈｅｒｎｅｔポートもしくはモデムポートを使用したダイヤルアップで送信できます。 
本章ではメール送信に関する設定について解説します。 
 

 
 

 参 照：アクショントリガ機能について＜６．７ アクショントリガの設定をおこなう＞ 
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6.6.1 メール送信の基本設定をおこなう 
メールを送信するには、メール送信用のサーバ（ＳＭＴＰサーバ）に関する設定をおこなう必要があります。 
 
【手順】 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 
 

 
 

①「基本設定」をクリックしてください。 

 
 
②左側のメニューから「メール」をクリックしてください。 
「メール設定」画面が表示されますので、メール送信に必要な各設定をおこないます。 
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メールアドレス 
ＤＬＵのメールアドレスを設定します。 
半角英数字４８文字以内で設定してください。 
 
ＳＭＴＰサーバ 
ＳＭＴＰサーバのＩＰアドレス（または名前）を設定します。 
名前で指定する場合、ＤＮＳサーバのＩＰアドレスが設定されている必要があります。 

 参 照：＜６．１．４ ＩＰアドレスを設定する＞ 

半角英数字４８文字以内で設定してください。 
 
認証 
メールを送信する際、以下の３通りから認証方法を選択することができます。 
メール送信に使用するプロバイダ（ＳＭＴＰサーバ）の送信条件をご確認ください。 
・認証不要 
・ＰＯＰ ｂｅｆｏｒｅ ＳＭＴＰ（標準） 
・ＰＯＰ ｂｅｆｏｒｅ ＳＭＴＰ（ＡＰＯＰ） 
 
 
 
＝アカウント名，パスワード，ＰＯＰサーバは認証が必要な場合に設定します＝ 
アカウント名 
メールを受信する際に使用するアカウント名を設定します。 
半角英数字４８文字以内で設定してください。 
 
パスワード 
メールを受信する際に使用するパスワードを設定します。 
半角英数字１６文字以内で設定してください。 
 
ＰＯＰサーバ 
認証に使用するＰＯＰサーバのＩＰアドレス（または名前）を設定します。 
半角英数字４８文字以内で設定してください。 
 
 
 
 
接続ネットワーク 
メールを送信する際のネットワークを選択します。 
メールは、イーサネットから直接もしくはモデムポートを使用したダイヤルアップで送信することができます。 

 参 照：ダイヤルアップに関する設定について＜６．６．２ ダイヤルアップの設定をおこなう＞ 
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③各項目の設定が完了したら「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存され
ます。 
 
【例】 

 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
④「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 
 

 

 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセージ
が点滅表示されています。 
 

 
 

⑤「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 
⑥記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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6.6.2 ダイヤルアップの設定をおこなう 
「６．６．１ メール送信の基本設定をおこなう」において、接続ネットワークをダイヤルアップに設定した場合、
ダイヤルアップに関する設定を別途おこなう必要があります。 
【手順】 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 
 

 

①「基本設定」をクリックしてください。 

 
 
②左側のメニューから「ダイヤルアップ１」（または２）をクリックしてください。 
「ダイヤルアップ接続１（２）設定」画面が表示されます。ダイヤルアップに必要な各設定をおこないます。 
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＝回線接続設定＝ 
ダイヤルアップに使用する電話番号，ユーザ名，パスワード，リダイヤルする／しないの設定をおこないま
す。 
 
電話番号 
ダイヤルアップに使用する電話番号を設定します。 
３２文字以内で設定してください。（ハイフンも使用できます） 
 
ユーザ名 
ユーザ名を設定します。 
半角４８文字以内で設定してください。 
 
パスワード 
パスワードを設定します。 
半角１６文字以内で設定してください。 
 
リダイヤル 
回数と間隔を設定してください。 
リダイヤルしない場合、間隔の設定は無効になります。 
 
 
 
＝ＩＰアドレス＝ 
ダイヤルアップ接続時に、一時的に使用するＩＰアドレス，サブネットマスク，ゲートウェイを設定します。 
 
設定方法 
・ＩＰアドレスを自動的に取得：ダイヤルアップ接続が確立したら、自動でＩＰアドレスが割り当てられます。 
こちらが選択された場合、次の「ＩＰアドレス，サブネットマスク，ゲートウェイ」の設定は無効になります。 
 
・次のＩＰアドレスを使用：ダイヤルアップ接続時に使用するＩＰアドレスを設定します。 
 
ＩＰアドレス，サブネットマスク，ゲートウェイ 
それぞれのＩＰアドレスを、ドット付き１０進文字で設定してください。 
 
 
 
＝ＤＮＳサーバ＝ 
ダイヤルアップ接続時に、一時的に使用するＤＮＳサーバを設定します。 
 
設定方法 
・ＤＮＳサーバのアドレスを自動で取得：ダイヤルアップ接続が確立したら、自動でＤＮＳサーバのＩＰアドレ
スが割り当てられます。 
こちらが選択された場合、次の「プライマリ，セカンダリ」の設定は無効になります。 
・次のＤＮＳサーバを使用：ダイヤルアップ接続時に使用するＤＮＳサーバのＩＰアドレスを設定します。 
ＤＮＳサーバは、プライマリとセカンダリの２つを設定することができます。 
（プライマリのみ設定してもかまいません） 
 
プライマリ，セカンダリ 
それぞれのＩＰアドレスを、ドット付き１０進文字で設定してください。 
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③各項目の設定が完了したら「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存され
ます。 
【例】 

 
 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
④「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセー
ジが点滅表示されています。 
 

 

⑤「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 

 
⑥記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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6.6.3 モデムの設定をおこなう 
ＤＬＵはダイヤルアップ接続をおこなう時、モデムと接続する必要があります。 
本章では接続するモデムに関する設定について解説します。 
 
【手順】 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 
 

 

①「基本設定」をクリックしてください。 

 
 
②左側のメニューから「モデム」をクリックしてください。 
「モデム設定」画面が表示されますので、接続するモデムに関する各設定をおこないます。 

 
 
ダイヤル種別 
・トーン／パルスから選択してください。 
 
初期化コマンド 
・モデムを初期化するためのコマンドを記述してください。 
（初期状態で「Ｈ０Ｅ１Ｘ１」が設定されています） 
モデム初期化コマンドに関しては、ご使用になるモデムのマニュアルを参照してください。 
半角１４文字以内で設定してください。 
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リセット後待ち時間 
・モデムに対して初期化をおこなった後、ダイヤルを実行するまでの待ち時間が設定できます。 
初期状態で４秒が設定されています。 
０～２５５（秒）の間で設定してください。 
 
通信速度 
モデムと通信するときの通信速度を設定してください。 
４８００ｂｐｓ～１１５２００ｂｐｓの中から選択できます。 
 
 
③各項目の設定が完了したら「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存され
ます。 
【例】 

 

 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
④「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 
 

 
 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセ
ージが点滅表示されています。 
 

 
 

⑤「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 

 
⑥記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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6.7 アクショントリガの設定をおこなう 
アクショントリガは、入力信号が予め設定した条件に合致した場合、データが設定値を超えた場合などに、
下記の動作が可能です。 
 
・接点出力 
・アナログ出力 
・接続されたＰＬＣデータを出力 
・メール送信 
また、アクショントリガの発生履歴はファイルに保存されます。 
 
 

 
注）ＰＣＷＡＹは、表計算ソフトＥｘｃｅｌにアドインすることにより、データを収集するソフトウェアです。 
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6.7.1 アクショントリガの条件について 
アクショントリガの発生条件には、以下の７種類が用意されています。 
 
� 接点状態 
入力（Ｘ）の状態または外部割付（接点）（Ｂ）のメモリがＯＮまたはＯＦＦになったとき、および２つの信号が
同時にＯＮになったときに動作します。 
 

 

� 累積ＯＮ時間 
入力（Ｘ）の状態または外部割付（接点）（Ｂ）のメモリの累積ＯＮ時間が設定した時間を超えたときに動作し
ます。 
「異常」と「警報」の２段階でトリガを発生させることができます。 
「異常」が発生したときは、メール送信のみ実行できます。 
「警報」が発生したときは、メール送信と警報時出力の動作をさせることができます。 
 

 

� 累積開閉回数 
入力（Ｘ）または外部割付（接点）（Ｂ）のメモリの累積開閉回数が設定した回数を超えたときに動作します。 
「異常」と「警報」の２段階でトリガを発生させることができます。 
「異常」が発生したときは、メール送信のみ実行できます。 
「警報」が発生したときは、メール送信と警報時出力の動作をさせることができます。 
 

 
 
� 状態変化無し 
入力（Ｘ）の状態または外部割付（接点）（Ｂ）のメモリの状態（ＯＮまたはＯＦＦの状態）が指定した時間変化
しなかったときに動作します。 
「異常」と「警報」の２段階でトリガを発生させることができます。 
「異常」が発生したときは、メール送信のみ実行できます。 
「警報」が発生したときは、メール送信と警報時出力の動作をさせることができます。 
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� パルス 
入力（Ｘ）または外部割付（データ）（ＥＸＤ）の指定時間（該当メモリが蓄積ファイルに指定した時間）内に計
測したパルス数が設定数を超えたときに動作します。 
「復旧」「異常」「警報」の３段階でトリガを発生させることができます。 
「復旧」または「異常」が発生したときは、メール送信のみ実行できます。 
「警報」が発生したときは、メール送信と警報時出力の動作をさせることができます。 
 
� 上下限値 
アナログ入力（ＡＤ）または外部割付（データ）の値が指定範囲（最大値、最小値）を超えたときに動作しま
す。 

 
 
「復旧Ｍｉｎ，Ｍａｘ」「異常Ｍｉｎ，Ｍａｘ」「警報Ｍｉｎ，Ｍａｘ」の６段階でトリガを発生させることができます。 
「復旧」または「異常」が発生したときは、メール送信のみ実行できます。 
「警報」が発生したときは、メール送信と警報時出力の動作をさせることができます。 
「復旧」は、異常または警報が発生してからデータが元の値に戻っていく過程でのみ発生します。 
 
� 指定時間 
指定された時間になると動作します。 
曜日を指定することもできます。 
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6.7.2 アクショントリガの設定をする 
【手順】 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 
 

 
 

①「アクショントリガ」をクリックしてください。 

 
②「アクショントリガ設定」を設定してください。 

 
 
アクショントリガは６４パターンまで設定することができます。 
設定は、最初に番号を選択して名称を付けます。ここまでは共通です。名称は半角１６文字（全角８文字）
以内で設定してください。 
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� 条件設定エリアの設定について 
z 「接点状態」の場合 
条件 
条件のコンボボックスをマウスでクリックし“接点状態”を選択します。 

 
 
接点状態 
接点状態がどのような状態になったときにトリガを発生させるかを選択します。 
・ＯＦＦ：メモリがオフ状態へ変化したときに動作します。 
・ＯＮ：メモリがオン状態へ変化したときに動作します。 
・ＯＮ１ ＡＮＤ ＯＮ２“：２つのメモリ状態が同時にＯＮになったときに動作します。 
 
メモリ 
監視するメモリを選択します。 
・Ｘ：内部接点番号を選択します。 
・Ｂ：外部割付接点番号を選択します。 
メモリ設定の用途を「接点」に設定しているメモリのみ選択できます。 
 
 
z 「累積ＯＮ時間」の場合 
条件 
条件のコンボボックスをマウスでクリックし“累積ＯＮ時間”を選択します。 

 
 
メモリ 
監視するメモリを選択します。 
・Ｘ：内部接点番号を選択します。 
・Ｂ：外部割付接点番号を選択します。 
メモリ設定の用途を接点に設定しているメモリのみ選択できます。 
 
異常時間，警報時間 
トリガを動作させる時間を設定します。 
異常時間＜警報時間になるよう設定してください。 
設定可能範囲は、１～４，２９４，９６７，２９５（秒）です。 
 
z 「累積開閉回数」の場合 
条件 
条件のコンボボックスをマウスでクリックし“累積開閉回数”を選択します。 

 
 
メモリ 
監視するメモリを選択します。 
・Ｘ：内部接点番号を選択します。 
・Ｂ：外部割付接点番号を選択します。 
メモリ設定の用途を「接点」に設定しているメモリのみ選択できます。 
 
異常回数，警報回数 
トリガを動作させる回数を設定します。 
異常回数＜警報回数になるよう設定してください。 
（どちらか一方のみ設定することも可能です） 
設定可能範囲は、１～４，２９４，９６７，２９５（回）です。 
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z 「状態変化なし」の場合 
条件 
条件のコンボボックスをマウスでクリックし“状態変化なし”を選択します。 

 
 
 
メモリ 
監視するメモリを選択します。 
・Ｘ：内部接点番号を選択します。 
・Ｂ：外部割付接点番号を選択します。 
メモリ設定の用途を「接点」に設定しているメモリのみ選択できます。 
 
状態 
・ＯＮ：メモリの状態がＯＮのままで変化しないとき。 
・ＯＦＦ：メモリの状態がＯＦＦのままで変化しないとき。 
 
異常時間，警報時間 
状態が変化しない時間を設定します。 
異常時間＜警報時間になるよう設定してください。 
（どちらか一方のみ設定することも可能です） 
設定可能範囲は、１～２，１４７，４８３，６４７（秒）です。 
 
 
z 「パルス」の場合 
条件 
条件のコンボボックスをマウスでクリックし“パルス”を選択します。 

 
 
 
メモリ 
監視するメモリを選択します。 
・Ｘ：内部接点番号を選択します。 
・ＥＸＤ：外部割付データ番号を選択します。 
メモリ設定の用途を「パルス」に設定しているメモリのみ選択できます。 
 
復旧値，異常値，警報値 
トリガを発生させるパルス値を設定します。 
警報値＞異常値＞復旧値になるよう設定してください。 
 
設定可能範囲は以下の通りです。 

デバイス種別 最小値 最大値 
Ｘ ０ ６５５３５ 
Ｘ（換算された値） ０ ９９９９．９９ 
ＥＸＤ（符号無し１６ビット整数） ０ ６５５３５ 
ＥＸＤ（符号無し３２ビット整数） ０ ４２９４９６７２９５ 
ＥＸＤ（単精度浮動小数点） ０ ９９９９．９９ 
ＥＸＤ（換算された値） ０ ９９９９．９９ 

 
注１）入出力設定画面で監視するメモリの値を“変換する“に設定した場合は変換された値をセットして 
   ください。 
注２）パルス数は蓄積ファイルの蓄積周期の間に発生したパルス数です。 
   従って入出力設定画面で格納ファイルを指定しなければトリガは発生しません。 
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z 「上下限値」の場合 
条件 
条件のコンボボックスをマウスでクリックし“上下限値”を選択します。 

 
 
メモリ 
監視するメモリを選択します。 
・ＡＤ：内部アナログチャンネル番号を選択します。 
・ＥＸＤ：外部割付データ番号を選択します。 
ＡＤの場合、メモリ設定の用途を「アナログ」に設定しているメモリのみ選択できます。 
 
警報Ｍｉｎ，異常Ｍｉｎ，復旧Ｍｉｎ，復旧Ｍａｘ，異常Ｍａｘ，警報Ｍａｘ 
設定した上限値を超えたとき、または、設定した下限値を下回ったときにトリガが発生します。 
（下図を参照） 
       値がこの範囲外になるとトリガが発生します。 

 
 
設定可能範囲は以下の通りです。 

デバイス種別 最小値 最大値 
ＡＤ －３２，７６８ ３２，７６７ 
ＡＤ（換算された値） －９９９９．９９ ９９９９．９９ 
ＡＤ（Ｋ，Ｊ，Ｒ，Ｔ） －３２７６．８ ３２７６．７ 
ＥＸＤ（符号付き１６ビット整数） －３２７６８ ３２７６７ 
ＥＸＤ（符号無し１６ビット整数） ０ ６５５３５ 
ＥＸＤ（ＢＤＣ４桁） ０ ９９９９．９９ 
ＥＸＤ（符号付き３２ビット整数） －２１４７４８３６４８ ２１４７４８３６４７ 
ＥＸＤ（符号無し３２ビット整数） ０ ４２９４９６７２９５ 
ＥＸＤ（ＢＣＤ８桁） ０ ９９９９９９９９ 
ＥＸＤ（単精度浮動小数点） －９９９９．９９ ９９９９．９９ 
ＥＸＤ（換算された値：符号付き） －９９９９．９９ ９９９９．９９ 
ＥＸＤ（換算された値：符号無し） ０ ９９９９．９９ 

 
注１）入出力設定画面で監視するメモリの値を“変換する“に設定した場合は変換された値をセットして 
   ください。 
注２）警報Ｍｉｎ＜異常Ｍｉｎ＜復旧Ｍｉｎ＜復旧Ｍａｘ＜異常Ｍａｘ＜警報Ｍａｘになるよう設定してください。 
注３）「復旧」は、異常または警報が発生してからデータが元の値に戻っていく過程でのみ発生します。 
 
z 「指定時間」の場合 
条件 
条件のコンボボックスをマウスでクリックし“指定時間”を選択します。 

 
 
時間 
アクショントリガを発生させる時間を設定します。 
 
曜日 
アクショントリガを発生させる曜日を選択します。 
複数選択が可能です。 
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� トリガ発生時の動作について（動作設定エリア） 
 

トリガが発生したときは、あらかじめ設定された条件によって以下の動作を実行させることができます。 
 
１．登録しているメールアドレスへメールを送信する。 
２．内部出力接点（Ｙ）または外部割付（接点）（Ｂ）へＯＮまたはＯＦＦを出力する。 
３．アナログ出力（ＤＡ）または外部割付データ（ＥＸＤ）へ設定値を出力する。 
４．蓄積完了時に内部出力接点（Ｙ）または外部割付（接点）（Ｂ）へＯＮまたはＯＦＦを出力する。 
５．トリガ発生時にチェックのある番号のファイルをファイル化します。 

 
 
＝メール送信設定＝ 
アクショントリガが発生したときに送信するメールの内容や宛先などを設定します。 
 
 
メール送信 
アクショントリガが発生したときにメールを送信するかどうかを設定します。 
“異常”、“警報”それぞれ個々にメール送信「する」「しない」を設定することができます。 
（選択された条件により、復旧でも送信できます） 
マウスをクリックしてチェックを入れてください。 
接点状態や指定時間などは送信するかしないかの選択になります。 
 
メール本文 
送信するメールの本文を記述します。 
半角２２４文字（全角１１２文字）以内で記述してください。 
 
添付ファイル 
送信するメールに蓄積したデータファイルやアクショントリガ履歴ファイルを添付して送ることができます。マ
ウスでクリックして添付ファイルを選択してください。 
【例】 

 
なお、添付されるデータは最大２４レコードです。 
 
メール送信先 
メール送信先を選択します。 
トリガが発生したとき、ここで選択されたグループに登録されている全てのユーザ（メールアドレスが設定さ
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れているユーザ）にメールを送信します。 

 ご注意： 

 
・メールのタイトルは、以下のように３つの項目で設定されます。 
（アクショントリガ名） ［発生日時］ ［発生要因］ 
（各項目の間には半角スペースが挿入されます） 
【例】 
アクショントリガ名：異常発生 
トリガ発生日時：２００４年８月１９日１５時１２分００秒 
発生要因：異常 
 
メールタイトル：異常発生 ［０４０８１９＿１５１２００］ ［Ｅｒｒｏｒ］ 
 
なお発生要因は、以下の４通りがあります。 
 
・定常状態（蓄積ファイルが生成された，指定時刻になった）：Ｒｅｇｕｌａｒｉｔｙ 
・復旧：Ｎｏｒｍａｌｉｔｙ 
・異常：Ｅｒｒｏｒ 
・警報：Ｗａｒｎｉｎｇ 
 
 
・メールに添付できるファイルサイズは１Ｍバイトまでとなります。 
１Ｍバイトを超えるファイルは添付できません。（本文のみ送信されます） 
この場合のファイルは、設定画面からダウンロードしてください。 
 

 参 照：＜７．２．３ 蓄積ファイルをダウンロードする＞ 
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＝条件成立／警報時出力＝ 
アクショントリガが発生しトリガの種類が「警報」または接点状態の条件成立時、指定時間で以下に設定す
る内容で各種出力をおこなうことができます。 
 
警報時出力 
接点状態や指定日時の条件が成立または警報のトリガが発生したときの出力を設定します。 
 
［出力先］ 
出力先の種別はビットとデータを選択することができます。 

 

 

ビットを選択した場合、次に内部接点（Ｙ）または外部割付接点（Ｂ）を選択し、その接点をＯＮにするかＯＦ
Ｆにするかを選択します。 
データを選択した場合は内部アナログ出力（ＤＡ）か、外部割付メモリ（ＥＸＤ）を選択し、デバイス番号とセ
ットするデータを設定します。 
 
設定可能範囲は以下の通りです。 

デバイス種別 最小値 最大値 
ＤＡ －３２，７６８ ３２，７６７ 
ＥＸＤ（符号付き１６ビット整数） －３２７６８ ３２７６７ 
ＥＸＤ（符号無し１６ビット整数） ０ ６５５３５ 
ＥＸＤ（ＢＤＣ４桁） ０ ９９９９．９９ 
ＥＸＤ（符号付き３２ビット整数） －２１４７４８３６４８ ２１４７４８３６４７ 
ＥＸＤ（符号無し３２ビット整数） ０ ４２９４９６７２９５ 
ＥＸＤ（ＢＣＤ８桁） ０ ９９９９９９９９ 
ＥＸＤ（単精度浮動小数点） －９９９９．９９ ９９９９．９９ 
ＥＸＤ（換算された値：符号付き） －９９９９．９９ ９９９９．９９ 
ＥＸＤ（換算された値：符号無し） ０ ９９９９．９９ 

 
 
［リセット］ 
指定した内部接点（Ｘ）または外部接点（Ｂ）がＯＮまたはＯＦＦになったとき、［出力先］で設定されたデバイ
スをリセット（アクショントリガが発生する前の状態）する機能で、「する」を選択したときに機能します。 
 

 

 
［復旧時動作］ 
トリガ条件が復旧したとき、出力先の状態を発生前に戻すか、出力を保持するかを選択します。 
 



 

6-82 

＝データ収集・蓄積完了時の動作設定＝ 
データ収集の条件にアクショントリガを指定した場合、データの収集と蓄積動作が完了した時点で 
完了フラグとして接点出力をおこなうことができます。 
 

 
 
［セット］ 
アクショントリガ発生による蓄積動作が完了した時点でリセットされます。 
 
［出力保持］ 
「セット」で指定された接点は、アクショントリガが解除された時点でリセットされますが、出力保持を 
「する」に指定すると、アクショントリガが解除されてもリセットされません。 
 
［リセット］ 
「セット」で指定された接点をリセットするときに使用します。 
出力保持の設定にかかわらず、「リセット」で指定された接点が条件を満たすと「セット」で指定された接点
は必ずリセットされます。 
 
 
注）本設定は、アクショントリガをデータの蓄積に使用した場合にのみ有効です。 
  データの収集途中でトリガ条件がリセットされた場合、完了フラグはリセットされません。（出力保持の 
  設定に関わらず） 
  アクショントリガをデータ蓄積に使用する場合は、完了フラグがセットされてからトリガ条件をリセットする 
  ようにしてください。 
 
 
＝指定番号のファイルをファイル化する＝ 

 
 
トリガ発生時、チェックの入った番号のファイルがファイル化されます。 
ファイル設定で指定されたレコード数に満たない場合でも、トリガ発生によりファイルが生成されます。 
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ＰＣＷＡＹ接続 
トリガが発生したとき、ＰＣＷＡＹに接続するかどうかを設定します。 

 参 照：ＰＣＷＡＹへの接続について＜８．１．２ ＰＣＷＡＹと接続する＞ 

 
ユニット停止 
警報のトリガが発生したときにユニットを停止させることができます。 
「する」を選択したとき機能します。 
（異常や復旧では動作しません） 

 
 

各項目の設定が完了したら「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存されま
す。 
【例】 

 
 
 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
③「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 

 
 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」という 
メッセージが点滅表示されています。 
 

 

④「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 

⑤記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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6.7.3 設定内容を一覧表示する 
設定したアクショントリガの条件を一覧で見ることができます。 
画面右下の「一覧」ボタンをクリックしてください。（例の場合、１と２にアクショントリガが設定されています） 
【例】 

 
 
クリックすると一覧画面が表示されます。上記の画面へ戻るには「設定」をクリックしてください。 
 

 
 
 
 
 

6.7.4 ＵＰＳを使用するときの設定について 
 
ＤＬＵが運転モードでＣＦカードへアクセス（書き込み）中、停電等で電源断が発生すると、ＣＦカードが破
壊されてデータが読み出せなくなる可能性があります。 
このため、ＣＦカードをご使用になる場合はできるだけＵＰＳ（無停電電源）をご使用ください。 
 
またＵＰＳを使用する場合、ＵＰＳの停電報知信号をＤＬＵに入力し、この信号をアクショントリガ機能で使用
することにより、停電時にＳＴＯＰモードへ移行するよう設定します。 
これにより、停電時でも電源がバックアップされている間にＤＬＵをＳＴＯＰモードへ移行させ、ＣＦカードへ
のアクセスを止めることでデータを保護することができます。 
 
【例】報知信号をＸ０に入力する 
 

 

 
注）ＳＴＯＰモードへ移行時、ＤＬＵはそれまでに蓄積したデータをＣＦに書き込みます。 
 
次に、アクショントリガの設定例を示します。 
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【例１】 
Ｘ０の立ち上がりを検出したらユニットを停止する。（ＳＴＯＰモードへ移行） 

 
但しこの場合、Ｘ０の立ち上がりが一瞬でも検出されるとアクショントリガが発生します。 
Ｘ０の信号ラインにノイズ等が印可され誤動作する可能性もありますので、下記のように設定することも可能
です。 
 
 
【例２】 

 
この場合、Ｘ０のＯＮ状態が１秒続くとアクショントリガが発生します。 
 
注１）ＳＴＯＰモードへの移行時にＣＦカードへの書き込み処理がおこなわれますので、ＵＰＳの電源バック 
   アップ処理の時間を考慮してＵＰＳの選定とアクショントリガの設定をおこなってください。 
注２）ＵＰＳ自体が十分に充電されていない状態でＡＣ側の電源が落ちる場合、電源のバックアップ時間が 
   短くなります。 
   アクショントリガの設定にご注意ください。（例２の設定） 
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6.8 その他の設定 
本章ではエラー発生時のメール送信に関する設定や書き込みコマンドを禁止する設定などについて解説
します。 
エラー発生要因としては、以下のようなものが考えられます。 
 
・外部機器のデータを収集中にエラーが発生。 
・ＣＦカード書き込み時にエラーが発生。 
・電池電圧の降下。 
 注）電池電圧の降下に関しては、電圧降下時にエラーとする／しないの設定をおこなうことができます。 
 

6.8.1 エラー発生時のメール送信に関する設定をおこなう 
【手順】 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 

 

①「基本設定」をクリックしてください。 

 
②左側のメニューから「各種動作」をクリックしてください。 
以下の画面が表示されますので、エラー発生時にメールを送信する場合は「送信する」にチェックを入れ
てください。また、電池電圧降下時にエラーとする／しないの設定をおこなってください。 
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メールは以下の内容で送信されます。 
タイトル：Ｓｙｓｔｅｍ ｍａｉｌ ［発生日時］ ［発生要因］ 
発生日時 （例）２００４年８月２５日１３時１５分３０秒の場合 

［０４０８２５１３１５３０］ 
発生要因 エラー発生時：［Ｅｒｒｏｒ］ 

復旧時：［Ｎｏｒｍａｌｉｔｙ］ 
本文 エラーコード 

添付ファイル：最新２０レコード分のシステム履歴ファイル 
         （２０レコードに満たない場合も添付されます） 

 
③各項目の設定が完了したら「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存され
ます。 
 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
④「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 

 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセー
ジが点滅表示されています。 
 

 

⑤「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 
⑥記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 

 
 
 
 

6.8.2 書き込みコマンドを禁止する 
ＤＬＵはＪａｖａアプレットを使用して、ＤＬＵの出力接点をＯＮしたりアナログ出力エリアに対してデータを 
設定したりすることができます。 
これは設定により禁止させることができます。 
 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 

 

①「基本設定」をクリックしてください。 
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②左側のメニューから「各種動作」をクリックしてください。 
以下の画面が表示されますので、外部（Ｊａｖａアプレット等）からのデータ書き込みを禁止する場合は、 
「禁止する」を選択してください。 

 

 参 照：＜９章 モニタ部品を使用して、ＤＬＵモニタ画面を作成する＞ 

 
③各項目の設定が完了したら「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存され
ます。 
 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
 
④「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 

 
 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセー
ジが点滅表示されています。 
 

 

⑤「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 
⑥記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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6.8.3 ユニットの状態を確認する 
ＤＬＵのステータスを確認できます。 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 
 
 
【手順】 

①「ユニット操作」をクリックしてください。 

 
 

②左側のメニューから「ステータス表示」を
クリックしてください。 
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ステータス表示画面では、本体動作モード、エラーコード、動作中のアクショントリガＮｏ．、ＣＦカードの容
量が確認できます。 
 
タイトル項目：本体 

項目名 内容 
運転モード 本体の動作モード（運転中／停止中）を表示します。 

 
タイトル項目：エラー 

項目名 内容 
エラーコード 現在発生中エラーのエラーコードを表示します。 

０の場合は、エラーなしです。 

 参 照：＜１１．３ エラーコード一覧＞ 

 
 
タイトル項目：アクショントリガ 

項目名 内容 
エラーコード 現在動作中のアクショントリガＮｏ．を表示します。 

 
タイトル項目：ＣＦ容量 
（ＣＦカードが挿入されている場合） 

項目名 内容 
合計サイズ ＣＦカードの全容量をＭｂｙｔｅ単位で表示します。 
使用サイズ ＣＦカードの使用容量をＭｂｙｔｅ単位で表示します。 
空きサイズ ＣＦカードの残り空き容量をＭｂｙｔｅ単位で表示します。 

ただし、ＣＦカードの残り空き容量の空きサイズが１ＭＢ以下の場合、Ｍｂｙｔｅ単位で赤
字で表示します。 

 
（ＣＦカードが挿入されていない、またはＣＦカードにアクセスできない場合） 

項目名 内容 
合計サイズ 赤字で“ＣＦ ｃａｒｄ ａｃｃｅｓｓ ｅｒｒｏｒ”が表示されます。 
使用サイズ 表示されません。 
空きサイズ 表示されません。 
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6.8.4 ネットワークを確認する 
ＤＬＵを設置したネットワーク環境下で通信テスト（ネットワーク接続テスト、メール送信テスト、ＰＣＷＡＹ接
続テスト）が出来ます。 
通信テストをするためには、あらかじめ通信設定をおこなう必要があります。 
 
【手順】 

①「ユニット操作」をクリックしてください。 

 
 

②左側のメニューから「ネットワークテス
ト」をクリックしてください。 
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【内容】 
３つの通信と現在のＤＬＵのネットワークの設定をネットワークテスト画面から確認します。 
 
１．ネットワーク接続テスト 
２．テストメール送信 
３．ＰＣＷＡＹ接続テスト 
４．ネットワークの設定確認 
 
 
 
１．ネットワーク接続テスト 

     
接続先の機器と接続可能であることを確認できます。 
接続先ＩＰアドレスの接続先ポート番号に対してＤＬＵから接続をします。接続後は自動で通信は切断され
ます。 
 
【 例 】メールサーバーとの接続確認 
接続先ＩＰアドレスにメールサーバのＩＰアドレス、接続先ポート番号（通常は２５）を設定して接続ボタンを 
押してください。 
• 正しく接続できた場合は「接続ＯＫ」が表示されます。 
• 接続できなかった場合は「接続ＮＧ」が表示されます。 

その場合、ＤＬＵの設定、接続先の状態、ネットワーク経路の状態をご確認ください。 
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２．テストメール送信 

      
メール送信先にテストメールを送信します。 
基本設定にてメールの設定、ユーザー登録、グループ設定でメール送信先の登録を行った後、メール送
信先を選択し、「メール送信テスト」をクリックしてください。 
 
メールサーバにメールが送れた場合は、送信通信状態は「送信完了」になります。 
メールサーバにメールが送れなかった場合は、送信通信状態は「送信エラー」になります。 
この場合は、ステータス表示画面でエラーコードをご確認ください。 
「送信完了」が表示されたがメールが届かない場合は、メール送信先に設定したメールアドレス、または、メ
ールサーバのセキュリティ、受信するＰＣのメーラーの設定をご確認ください。 
メール送信に時間がかかる場合があります。この場合は、通信状態は「送信中」が表示されます。 
 
しばらくしてから状態確認ボタンをクリックして通信状態をご確認ください。 
ＤＬＵが送信するメールの内容はタイトル：“Ｔｅｓｔ ｍａｉｌ ［－－（日時）－－］”、本文：“Ｔｅｓｔ Ｍａｉｌ”です。 
 
 
３．ＰＣＷＡＹ接続テスト 

        
ＰＣＷＡＹ接続テストをおこないます。 
ＰＣＷＡＹ対応設定画面にて各設定をおこなってください。設定した接続サーバに対して接続を行います。
接続サーバ１から順番に接続を行います。接続サーバに接続失敗した場合は、「接続ＮＧ」が表示されま
す。接続が成功したら「接続ＯＫ」が表示され以降の接続サーバには接続テストをおこないません。 

      
ＰＣＷＡＹテストに時間がかかる場合があります。この場合は、通信状態は「接続中」が表示されます。しば
らくしてから状態確認ボタンをクリックして通信状態をご確認ください。 
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４．ネットワークの設定確認 
 

 
「ネットワーク確認」をクリックしてくだ
さい。 

 
現在のＤＬＵのネットワーク設定を別画面で確認することができます。 
 

 ご注意： 

ダイヤルアップ接続中は、ダイヤルアップ先とのやり取りで獲得した通信設定を表示します。着信
接続設定画面にて「着信を許可する」を未選択で、ダイヤルアップで接続中でない場合は、表示
されません。 
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6.9 設定内容の保存 
ＤＬＵに設定されたデータは、ファイル化してパソコン上に保存することができます。 
またこのファイルをブラウザで読み込んで、ＤＬＵに転送することもできます。 
次にこれらの手順を示します。 

6.9.1 設定内容をファイルに保存する 
【手順】 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 

 

①「設定内容ファイル保存」をクリック 
してください。 

 

②「ファイルの保存」をクリックしてください。 

 

③確認画面が表示されますので、 
「保存」をクリックしてください。 

 

 
④保存先を指定してください。 

 ご注意：１．設定ファイルには「Ｓｅｔｔｉｎｇｄａｔａ．ｗｄｌ」という名前が自動で割り当てられます。複数の設定 

        内容を保存する場合は「Ｓｅｔｔｉｎｇｄａｔａ＿１．ｗｄｌ」など別の名前にリネームしてください。 
      ２．保存の作業は３分以内に終了してください。３分以上経った場合は、①からやり直してくだ 
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        さい。 



6-97 

6.9.2 設定ファイルをユニットへ転送する 
【手順】 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 

 

①「設定内容ファイル保存」をクリック 
してください。 

 

②「参照」をクリックしてください。 

 
③ファイル選択画面から「Ｓｅｔｔｉｎｇｄａｔａ．ｗｄｌ」を選択して「開く」をクリックしてください。 
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④選択されたファイル名が表示されます
ので「設定」をクリックしてください。 

 

⑤設定データがＤＬＵに転送されている
間、下記画面が表示されます。 

 

⑥設定データの転送が完了しました。 

 
「ＯＫ」をクリックすると、メインメニュー画面に戻ります。 
 

 ここがポイント！：この時点で設定データはＤＬＵに一時保存されていますが、電源を切ると転送された 

                設定内容は消去されてしまいます。 
 
設定内容を保存する場合、必ず⑦の手順を実行してください。 
 
 

 ご注意： 

 １．③でファイルを選択する際、ＤＬＵの設定ファイルかどうかのチェックはおこなっておりません。 
   （転送されてからＤＬＵ本体がチェックします） 
 ２．設定ファイルでないものを転送した場合、以下のメッセージが表示されます。 
  （転送されたファイルは破棄されます） 
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⑦設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセ
ージが点滅表示されています。 

 

⑧「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 
⑨記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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6.9.3 設定内容を初期化する 
設定された内容を工場出荷状態へ戻すには、設定の初期化をおこないます。 
 
【手順】 
メイン画面の「設定」ボタンをクリックしてください。メインメニュー画面が表示されます。 

 

①「ユニットの操作」をクリックしてください。 

 

②左側のメニューから「設定を初期値に戻
す」をクリックしてください。 

③「初期化」をクリックしてください。 

 

④確認ダイアログが表示されますので「ＯＫ」
をクリックしてください。 

 ご注意： 

「ネットワーク設定を初期化しない」にチェックを入れた状態で初期化を実行すると、ＤＬＵのＩＰアドレス， 
サブネットマスク，ゲートウェイの情報は初期化されません。（確認メッセージが以下のようになります） 

 

⑤初期化が完了すると、以下の画面が表示されます。 
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7章  
 ユニットの運転とモニタ 
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7.1 ユニットを運転モードにする 
本体，増設ユニット，または外部機器のデータを収集／蓄積するためにはＤＬＵを運転モードにする必要
があります。 
ＤＬＵは運転モードに切り替わると、設定された内容に従って各種データを収集／蓄積しファイルに記録し
ます。 
またアクショントリガ機能を使用するためには、ＤＬＵを運転モードにする必要があります。 
 

7.1.1 ユニットを連続運転させる 
以下の手順でＤＬＵを運転モードに切り替えることができます。 
この方法で切り替えた場合は、停止モードに切り替えるまで運転モードを継続します。 
 
【手順】 

 
 

①「ユニット操作」をクリックしてください 

 
 

②「運転」をクリックしてください。 
 
注）運転開始前に、現在蓄積されている
データをクリアする場合は、「初期化」 
をクリックしてください。 
（すでにファイル化されたデータは初期
化されません） 

 
 

③運転モードに移行するための 
  確認画面が表示されます。 
  「ＯＫ」をクリックしてください。 
 

 

④画面表示と共に、本体の「ＭＯＤＥ」 
 ランプが点灯すればＤＬＵは運転モー 
 ドになりデータの収集や蓄積がおこな 
 われます。 
 
⑤停止モードへ移行させるには、 
  「停止」をクリックしてください。 
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7.1.2 期間を指定して運転させる 
ＤＬＵは期間を指定して運転させることができます。 
期間の指定には以下の２通りの方法があります。 
 
１．開始と終了の年月日時分を指定する。（指定期間動作） 
例）２００４年７月１日９時３０分に運転を開始して、２００４年７月３０日２１時０分に停止させる。 
 
２．開始と終了の時分を指定する。(指定時間動作) 
例）０８時００分に運転を開始して１７時３０分に運転を停止する。 
（毎日実行されます） 

 

 
 

①「基本設定」をクリックしてください。 

 
 
②左側のメニューから「期間指定動作」をクリックしてください。 
 「期間指令動作設定」画面が表示されます。 
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【１の手順】 
 
③動作モードを「指定期間動作」に変更します。

↓ 

【２の手順】 
 
③動作モードを「指定期間動作」に変更します。 

 

↓ 
④開始年月日と終了年月日を指定し 
 「設定」をクリックします。 
設定された内容が一時的に保存されます。 

④開始時間と終了時間を設定し「設定」ボタンを 
 クリックします。 
設定された内容が一時的に保存されます。 

 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
④「メインメニューに戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 

 

設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセー
ジが点滅表示されています。 

 

⑤「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 
⑥記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 

 
 
設定された日時（時間）になるとＤＬＵは自動で運転モードに切り替わります。 
 
 

 ご注意： 

・開始年月日が終了年月日より後に設定されるとエラーとなります。 
・年月日（時）が入力された状態で時分（分）が空白の場合、空白は自動で０が設定されます。 
・開始年月日時分（開始時間）にＤＬＵが既に運転モードの場合、ＤＬＵはそのまま運転を続けて 
 停止年月日時分（停止時間）になると停止されます。 
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7.2 蓄積ファイルの確認 
ＤＬＵは運転モードに移行すると、設定された内容に従ってデータの蓄積とファイルへの書き込みをおこな
います。ここでは蓄積ファイルの確認方法について解説します。 
【例】ＤＬＵに設定をおこない運転モードに切り替えた場合を説明します。 

    参 照：＜６．４．１ 本体の設定をおこなう＞ 
【蓄積ファイルの設定】 

 
【本体の設定】 

 
 

7.2.1 蓄積ファイルが生成されるタイミングについて 
運転モード中に収集されたデータは、ＤＬＵ内部に一時保存されます。 
このデータは以下の条件により、指定された保存先（内部メモリまたはＣＦカード）へファイルとして出力され
ます。 

ファイルタイプ ファイル生成条件 
蓄積ファイル ・指定レコード分蓄積されたとき 

・６０レコード分蓄積されたとき 
・運転モードから停止モードへ移行されたとき 
・ ＣＦカードカバーを外したとき 
・ アクショントリガで指定されたとき 

集計ファイル ・蓄積データが１時間分集計されたとき 
・蓄積データが１日分集計されたとき 
・蓄積データが１ヶ月分集計されたとき 
・ＣＦカードカバーを外したとき 

システム履歴 ・履歴が１６レコード分蓄積されたとき 
・運転モードから停止モードへ移行された 
・ＣＦカードカバーを外したとき 

アクショントリガ履歴 ・履歴が１６レコード分蓄積されたとき 
・運転モードから停止モードへ移行されたとき 
・ＣＦカードカバーを外したとき 

 
またＤＬＵの電源がＯＮになった時、まだファイル化されずにメモリに残っているデータがある場合、 
保存されている最新のファイルはリネームされます。 
【例】ＣＦに保存された「ＦＩＬＥ１」が以下のように構成されている場合、電源ＯＮ時に次のようになります。 

 
ＦＩＬＥ１［－－－－－ＣＵＲＲＥＮＴ－－－－－］．ｃｓｖのファイルが 
ＦＩＬＥ１［０４０９１６＿０９１２４６＿ＰＯＷ］．ｃｓｖにリネームされた。 

 参 照：ファイル名について＜６．３．５ 蓄積ファイルの構成について＞ 
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7.2.2 蓄積ファイルを確認する 
【手順】 
 

 

①「ユニット操作」をクリックしてください。 

 
 
②左側のメニューから「ファイルダウンロード」をクリックしてください。 
 「ファイルダウンロード設定」画面が表示されますので、ＦＩＬＥ１の部分をクリックしてください。 
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③蓄積された内容が表示されます。（設定により、ＦＩＬＥ１には入力Ｘ０が登録されています） 

 

 
［その他］ＦＩＬＥ５の部分をクリックしてください。 
蓄積された内容が表示されます。（設定により、ＦＩＬＥ５には入力Ｘ２とＸ３が登録されています） 

 

 ご注意： 

 ￥Ｈｉｓｔｏｒｙ￥Ｓｙｓｔｅｍ￥Ｓｙｓｔｅｍ［－－－－－ＣＵＲＲＥＮＴ－－－－－］．ｃｓｖは 
 システム履歴ファイルです。 

  参 照：＜７．２．５ システム履歴ファイルについて＞ 
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7.2.3 蓄積ファイルをダウンロードする 
ＣＦカード（または内部メモリ）に生成された蓄積ファイルはダウンロードすることができます。 
対象となるファイルを右クリックして「対象をファイルに保存」を選択しダウンロードを実行してください。 
 

 
 
 
 

7.2.4 蓄積ファイルを削除する 
ＣＦカード（または内部メモリ）に生成された蓄積ファイルを削除することができます。 
【手順】 

 

①「ユニット操作」をクリックしてください。 
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②左側のメニューから「ファイル削除」をクリックしてください。 
「ファイル削除設定」の画面が表示されますので、削除するファイルのチェックを入れてください。 

 
 
③「削除」ボタンをクリックすると以下のメッセージが表示されます。 

 

④「ＯＫ」をクリックするとファイルが削除されます。 

 

 ご注意： 

・「全て削除」をクリックすると、チェックを入れていないファイルも全て削除されます。 
・￥Ｈｉｓｔｏｒｙ￥Ｓｙｓｔｅｍ￥Ｓｙｓｔｅｍ［－－－－－ＣＵＲＲＥＮＴ－－－－－］．ｃｓｖはシステム履歴ファイル 
 です。 

  参 照：＜７．２．５ システム履歴ファイルについて＞ 
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7.2.5 システム履歴ファイルについて 
ＤＬＵは電源投入日時やエラー発生日時，ログインなどの履歴をファイルに記録しています。 
このファイルをシステム履歴ファイルといいます。 
システム履歴は、蓄積ファイルの保存先に「Ｓｙｓｔｅｍ［－－－－－ＣＵＲＲＥＮＴ－－－－－］．ｃｓｖ」という
名前で記録されています。 
 
 
システム履歴ファイルは以下のフォーマットで記録されます。 
Ｄａｔｅ Ｔｉｍｅ Ｒｅｃｏｒｄ Ｄａｔａ１ Ｄａｔａ２ 
     
 
 
各項目の詳細は以下の通りです。 
Ｄａｔｅ：発生日付 
Ｔｉｍｅ：発生時刻 
Ｒｅｃｏｒｄ Ｄａｔａ１ Ｄａｔａ２ 備考 
Ｐｏｗｅｒ ＯＮ （リセット要因） 

・－：正常 
・Ｐｏｗｅｒ ｆａｉｌｕｒｅ：瞬停 
・ＷＤＴ ｔｉｍｅ ｕｐ：暴走 

－ 電源ＯＮを記録 

Ｐｏｗｅｒ ＯＦＦ － － 電源ＯＦＦを記録 
Ｌｏｇ ＩＮ （ユーザ名） － ログインを記録 
Ｌｏｇ ＯＵＴ （ユーザ名） － ログアウトを記録 
Ｆｉｒｍｗａｒｅ ｕｐｄａｔｅｄ （ユーザ名） － ファームウェアの更新 

を記録 
Ｓｅｔｔｉｎｇ ｄａｔａ ｕｐｄａｔｅｄ （ユーザ名） － 設定変更を記録 
Ｈａｒｄ ｅｒｒｏｒ （異常ハード） 

・Ｂｏｄｙ ｕｎｉｔ（本体） 
・Ｒｉｇｈｔ ｅｘｐａｎｓｉｏｎ ｕｎｉｔ［１－３］（右増設） 
・Ｌｅｆｔ ｅｘｐａｎｓｉｏｎ ｕｎｉｔ［１－３］（左増設） 

（エラーコード） ハード異常を記録 

Ｍａｉｌ ｅｒｒｏｒ （メール種別） 
・Ｔｒｉｇｇｅｒ ｍａｉｌ（トリガメール） 
・Ｓｙｓｔｅｍ ｍａｉｌ（システムメール） 
・［ファイル名］ ｍａｉｌ： 
（最新バックファイル添付メール） 

（エラーコード） メール送信異常を記録 

Ｆｉｌｅ ｅｒｒｏｒ （異常ファイル名） （エラーコード） ファイル異常を記録 
Ｎｅｔｗｏｒｋ ｅｒｒｏｒ （ポート番号） （エラーコード） 上位通信異常を記録 

（ＨＴＴＰ，ＳＭＴＰなど） 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ ｅｒｒｏｒ （ポート番号） （エラーコード） 下位通信異常を記録 

（ＭＥＷＴＯＣＯＬ等） 
Ｒｕｎ ｍｏｄｅ － － 運転モード移行を記録 
Ｓｔｏｐ ｍｏｄｅ － － 停止モード移行を記録 
Ｏｕｔｐｕｔ （データ名。データ名が登録されていない場

合はデバイス名が入る） 
（データ） 制御出力を記録 

ＣＦ ｃａｒｄ ｃｏｖｅｒ ｒｅｍｏｖｅｄ － － ＣＦカバー除去を記録 
ＣＦ ｃａｒｄ ｃｏｖｅｒ ｉｎｓｔａｌｌｅｄ － － ＣＦカバー装着を記録 
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7.2.6 アクショントリガ履歴ファイルについて 
ＤＬＵはアクショントリガが発生すると履歴をファイルに記録しています。 
このファイルをアクショントリガ履歴ファイルといいます。 
アクショントリガ履歴は、蓄積ファイルの保存先に 
「Ｔｒｉｇｇｅｒ［－－－－－ＣＵＲＲＥＮＴ－－－－－］．ｃｓｖ」という名前で記録されています。 
 
アクショントリガ履歴ファイルは以下のフォーマットで記録されます。 
Ｄａｔｅ Ｔｉｍｅ Ｎｏ． Ｎａｍｅ Ｐｈｅｎｏｍｅｎｏｎ Ｃｏｕｎｔ Ｔｙｐｅ Ｄａｔａ  

ｎａｍｅ 
Ｓｔａｔｕｓ Ｄａｔａ

          
 
各項目の詳細は以下の通りです。 
Ｄａｔｅ：発生日付 
Ｔｉｍｅ：発生時刻 
 
表示項目 内容 
Ｎｏ． （発生トリガ番号） 
Ｎａｍｅ （発生トリガ名） 
Ｐｈｅｎｏｍｅｎｏｎ （発生現象） 

・Ｅｒｒｏｒ（異常発生） 
・Ｗａｒｎｉｎｇ（警報発生：警報Ｍｉｎ，Ｍａｘを超えたとき） 
・Ｎｏｒｍａｌｉｔｙ（正常復旧：異常または警報から復帰したとき） 
・Ｒｅｇｕｌａｒｉｔｙ（定常動作：日時を指定したトリガ等） 

Ｃｏｕｎｔ （異常発生回数：最大１６７７７２１５回まで記録可能） 
Ｔｙｐｅ （発生条件） 

・Ｓｔａｔｕｓ 
・Ｉｎｔｅｒｖａｌ ｔｉｍｅ 
・Ｔｏｔａｌ ＯＮ ｔｉｍｅ 
・Ｔｏｔａｌ ＳＷ ｔｉｍｅｓ 
・Ｐｕｌｓｅ 
・Ａｎａｌｏｇ 
・Ｄｉｇｉｔａｌ 
・Ｓｃｈｅｄｕｌｅ ｔｉｍｅ 

Ｄａｔａ ｎａｍｅ （デバイス名 Ｓｃｈｅｄｕｌｅ ｔｉｍｅの場合は「－」がセットされる） 
Ｓｔａｔｕｓ ＯＮ／ＯＦＦ 
Ｄａｔａ （トリガ発生時の対象データ） 
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7.3 モニタ画面について 
ＤＬＵには、本体，増設ユニット，または外部機器のデータをモニタするための画面があらかじめ実装され
ています。 
モニタはＷｅｂブラウザでおこないます。 
 

7.3.1 各ユニットの現在値をモニタする 
以下の手順でモニタ画面を表示することができます。 
 
【手順】 
①ＤＬＵのメイン画面を開き、「データモニタ」をクリックしてください。 

 参 照：＜６．１．３ Ｗｅｂブラウザを開いて設定画面を表示する＞ 
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②左側のメニューからモニタする項目をクリックしてください。 
  （最初は本体Ｉ／Ｏのモニタ画面が表示されます） 

 
 
 
z 増設ユニット１～３ 
設定された増設ユニットの種類に応じてモニタ画面が表示されます。 
【例】増設ユニット１にアナログユニット（４ｃｈ）が設定されている場合 
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z 外部割付（接点，データ） 
設定された外部機器の種類に応じてモニタ画面が表示されます。 
・接点 

 
 
・データ 
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z システム履歴 

 
z アクショントリガ履歴 

 
 
 
③共通操作 
・現在値を一度だけモニタする場合、各モニタ画面にある「最新の情報に更新」ボタンをクリック 
 してください。 
 
・各ページにある「自動更新」を指定すると、設定された間隔で画面を自動更新します。 
 更新間隔を選択し、「開始」ボタンをクリックしてください。 

 
自動更新を停止するには「停止」ボタンをクリックしてください。 

 ご注意： 

・システム履歴とアクショントリガ履歴のモニタ画面にこの機能はありません。 
・システム履歴とアクショントリガ履歴で表示されるのは最大２０レコードです。 
 これ以上については、本体またはＣＦカードに格納された履歴ファイルを参照してください。 
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8章  
 その他の使い方 
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8.1 ＰＰＰで接続する 
ＤＬＵにモデムを接続し公衆回線に接続することにより、ＰＰＰサーバとして使用することができます。 
これにより、モデムが内蔵（または外付け）されたパソコンを公衆回線に接続し、ＤＬＵの設定やモニタなど
が実行できます。 
 

 

 
 
 
 
 

 ご注意： 

ＤＬＵに対してダイヤルアップ接続する場合、ユーザ登録で登録したユーザ名、パスワードを使用します。 

 参 照：＜６．２．１ ユニットへアクセスするユーザを登録する＞ 
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8.1.1 ＰＰＰサーバの設定をおこなう 
ＤＬＵをＰＰＰサーバとして使用する場合の設定をおこないます。 
 
【手順】 

 
 

①「基本設定」をクリックしてください 

 
②左側のメニューから「着信接続」をクリックしてください。 
「着信接続設定」画面が表示されますので各項目を設定してください。 
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着信 
[着信の許可] 
・「着信を許可しない」：ＰＰＰサーバとして使用できません。 
・「着信を許可する」：ＰＰＰサーバとして使用できます。 
 
ＰＰＰサーバとして使用する場合は、”着信を許可する”に設定してください。 
 
ＩＰアドレス 
ＤＬＵがＰＰＰサーバとして動作するときのＩＰアドレスとサブネットマスクを設定してください。 
 
注）・ＰＰＰサーバ通信用ＩＰアドレスは、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信用に設定されているＩＰアドレスとネットワークアドレス
を同一にすることはできません。 
例えばＤＬＵのＩＰアドレスが１９２．１６８．１．５の場合、 
ＰＰＰサーバＩＰアドレスは「１９２．１６８．１．＊」に設定することはできません。 

 参 照：＜６．１．４ ＩＰアドレスを設定する＞ 

 
呼び出し元設定 
ＤＬＵがＰＰＰサーバとして動作するときに、ＤＬＵに接続するクライアント側が使用するＩＰアドレスを設定し
ます。 
 
［設定方法］ 
・呼び出し元で設定：クライアント側でＩＰアドレスを直接指定します。 
・ＩＰアドレスを割り当てる：ＰＰＰ接続がおこなわれた時、ＤＬＵがクライアントに対して任意のＩＰアドレスを割
り当てます。 
この場合、次の入力欄にＩＰアドレスを設定してください。 
 
注）呼び出し元のＩＰアドレスをＤＬＵが割り当てる場合、ＤＬＵのＰＰＰサーバ通信用ＩＰアドレスと 
  ネットワークアドレスが一致するようにしてください。 

ｘｘｘ．ｘｘｘ．ｘｘｘ．ｘｘｘ 
 

ネットワークアドレス部 
 
 
③各項目の設定が完了したら「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存され
ます。 
 
設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
④「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 
 

 

 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセージ
が点滅表示されています。 
 

 
 

⑤「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 
⑥記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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8.1.2 ＰＣＷＡＹと接続する 
ＤＬＵはアクショントリガ発生時、ＰＣＷＡＹと接続することができます。 
ＰＣＷＡＹと接続するための設定手順は次のとおりです。 
 
【手順】 

 
 

①「基本設定」をクリックしてください 

 
②左側のメニューから「ＰＣＷＡＹ対応」をクリックしてください。「ＰＣＷＡＹ対応設定」画面が表示されます
ので、各項目を設定してください。 
 

 

 
注）ＤＬＵだけではなくＰＣＷＡＹの設定も必要です。 
  ＰＣＷＡＹ対応の詳細は、ＰＣＷＡＹ導入マニュアルを参照してください。 
 
③各項目の設定が完了したら「設定」ボタンをクリックしてください。設定された内容が一時的に保存され
ます。 
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設定が完了したら、ＤＬＵへ記録する作業に入ります。 
 
④「メインメニューへ戻る」ボタンをクリックします。メインメニュー画面に戻ります。 
 

 

 
 
 
設定が変更されていると、「設定が変更されています」というメッセージ
が点滅表示されています。 
 

 
 

⑤「本体へ記録」ボタンをクリックすると 
メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
設定された内容がＤＬＵに記録されます。 

 
⑥記録が正常終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
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8.1.3 Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔを経由してＰＬＣにアクセスする 
以下のようなシステムにおいて、ＦＰＷＩＮ ＧＲからＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔを経由して 
各ＰＬＣのモニタやプログラムの変更などがおこなえます。 
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例）ＦＰＷＩＮ ＧＲで局番１のＰＬＣにアクセスする場合 
ＦＰＷＩＮ ＧＲの設定は以下のようになります。 
 
①「オプション」メニューから「通信設定」を開き、以下のように設定してＯＫをクリックする。 

 
 

②「オンライン」メニューから「通信局指定」を開き、以下のように設定してＯＫをクリックする。 
 

 
 

 

 参 照：ＦＰＷＩＮ ＧＲの詳細について＜ＦＰＷＩＮ ＧＲ導入ガイドまたはヘルプ＞ 
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9章  
 モニタ部品を使用して 

ＤＬＵモニタ画面を作成する 
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9.1 特長 
ＤＬＵには、各種データをモニタするための様々な部品（Ｊａｖａアプレット）が用意されています。 
これらの部品を使用してＷｅｂページを作成し、ＤＬＵに格納することにより、ブラウザ上でＤＬＵのデータを
モニタすることができます。 
ＤＬＵとの通信（データの取得）は通信用の部品が自動で実行しますので、一般的なｈｔｍｌ作成の知識さえ
あれば特別な通信プログラミングなどを意識することなくモニタ画面を作成することができます。 
 
モニタ部品は、当社Ｗｅｂサイトから無償でダウンロードできます。 
  http://www.nais-j.com/plc/uacs/plc_dl_soft.html （会員登録必要 無料） 
 
 
【例】 

 
 
 

 ご注意： 

・ブラウザは、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒ５．５以上をご使用ください。 
・モニタ画面を表示するためには「Ｊａｖａプラグイン」が必要です。 

  参 照：＜９．３．１ Ｊａｖａプラグインをインストールする＞ 

・本マニュアルにはｈｔｍｌに関しての詳細な記述はされておりません。 
一般的なｈｔｍｌ作成に関する詳細は、書籍やＷｅｂサイト等を参照してください。 
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9.2 モニタ部品の種類 
ＤＬＵモニタ用に下記の部品（Ｊａｖａアプレット）が用意されています。 
各部品に関する詳細は、別途ヘルプファイルを参照して下さい。 
 

部品名 外観 動作内容 
 
通信アプレット 
（Ｃｏｍｍ．ｃｌａｓｓ） 
 

 
ＤＬＵとの通信を自動で実行します。 
 

ランプ 
（Ｌａｍｐ．ｃｌａｓｓ）  

ビットデバイスＯＮ／ＯＦＦ時のテキストや背景色、サ

イズ等を設定しランプとして使用出来ます。 

ピクチャーランプ 
（ＰｉｃｔＬａｍｐ．ｃｌａｓｓ） 

（例） 

 

ランプなどの用途に使用できます。（ビットデバイスＯ

Ｎ時とＯＦＦ時のｊｐｇファイルが必要です） 

スイッチ 
（Ｓｗｉｔｃｈ．ｃｌａｓｓ）  

ビットデバイスのＯＮ／ＯＦＦを操作できます。またボ

タン内にランプ動作をするエリアがあります。 

ピクチャースイッチ 
（ＰｉｃｔＳｗｉｔｃｈ．ｃｌａｓ
ｓ） 

（例） 

 

ビットデバイスのＯＮ／ＯＦＦを操作できます。（定常

時とクリック時のｊｐｇファイルが必要です） 

データ表示 
（ＤａｔａＤｉｓｐ．ｃｌａｓｓ）  対象デバイスのデータをテキストで表示します。 

カウンタ 
（Ｃｏｕｎｔｅｒ．ｃｌａｓｓ）  

対象デバイスのデータをカウンタ形式で表示します。

データ設定 
（ＤａｔａＳｅｔ．ｃｌａｓｓ） 

 

アナログ出力等を設定できます。 
アナログ入力やパルス入力の値を変更することはで

きません。 
マウス操作のみで設定出来るタイプとデータをキー

入力するタイプがあります。 

メッセージ表示 
（Ｍｅｓｓａｇｅ．ｃｌａｓｓ）  

対象デバイスのデータ値によって任意のメッセージを

表示出来ます。 
２５６種類登録できます。 

プログレスバー 
（Ｐｒｏｇｒｅｓｓ．ｃｌａｓｓ）  

最小／最大値，バーの色等を設定し、現在値を％表

示で確認出来ます。縦／横方向や％の表示／非表

示等が選択出来ます。 

メータ 
（Ｍｅｔｅｒ．ｃｌａｓｓ） 

 

最小／最大値，四角型／丸形，表示する単位（左記

の場合は℃）等を設定し、現在値を針の動作で確認

出来ます。 
四角形のメータと丸形のメータがあります。 

（ ）内はＪａｖａアプレットのファイル名 
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トレンドグラフ 
（ＴｒｅｎｄＧｒａｐｈ．ｃｌａｓｓ） 
 
 
 

 
 
動作内容 
ＤＬＵのデータ（現在値）を表示します。 
データは最大８つまで登録出来ます。 

 
集計グラフ 
（ＴｒａｃｅＧｒａｐｈ．ｃｌａｓｓ） 
 

 
 
動作内容 
ＤＬＵに保存された集計データをグラフ表示します。 
データは最大８つまで登録出来ます。 
表示形式は棒グラフと折れ線グラフから選択出来ます。（混在可） 

（ ）内はＪａｖａアプレットのファイル名 
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9.3 モニタ部品を使用したＷｅｂページの 
   作成方法 

本項ではモニタ部品を使用したｈｔｍｌの記述方法と、いくつかの必要事項について解説します。 
 
 

9.3.1 Ｊａｖａプラグインをインストールする。 
ＤＬＵをパソコンのブラウザ（ＩＥ）でモニタするには、「Ｊａｖａプラグイン」が必要です。 
ご使用のパソコンにＪａｖａプラグインがインストールされているかを下記手順で確認してください。 
 
・確認方法 
１．Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒを起動する。 
２．［ツール（Ｔ）］メニューから［インターネットオプション（Ｏ）］を選択する。 
３．［詳細設定］をクリックし、下記の表示”Ｊａｖａ（Ｓｕｎ）”があるかをご確認ください。 

 
 
上記表示が存在しない、またはＪａｖａ２のバージョンがｖ１．４未満（ｖ１．３等）の場合、モニタ部品が表示出
来ません。 
Ｓｕｎ ＭｉｃｒｏｓｙｓｔｅｍｓのＷｅｂサイト（http://jp.sun.com/）でＪａｖａプラグインをインストールしてください。 
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9.3.2 ＨＴＭＬでのＪａｖａアプレット記述方法 
ＨＴＭＬにＪａｖａアプレットを挿入する場合、＜ＡＰＰＬＥＴ＞タグを使用します。 
＜ＡＰＰＬＥＴ＞タグは＜ＡＰＰＬＥＴ ｃｏｄｅ＝＂ ＂ ｗｉｄｔｈ＝＂ ＂ ｈｅｉｇｈｔ＝＂ ＂＞と記述することに
より、使用するアプレットと画面上に表示させる大きさを指定することができます。 
・ｃｏｄｅ：アプレット（モニタ部品）のファイル名（＊．ｃｌａｓｓ） 
・ｗｉｄｔｈ：表示させる幅 
・ｗｉｄｔｈ：表示させる高さ 
 
また、Ｊａｖａアプレットの各種パラメータは＜ＰＡＲＡＭ＞タグを使用します。 
＜ＰＡＲＡＭ＞タグは＜ＰＡＲＡＭ ｎａｍｅ＝＂ ＂ ｖａｌｕｅ＝＂ ＂＞と記述することによりパラメータを指
定することができます。 
・ｎａｍｅ：パラメータ名 
・ｖａｌｕｅ：パラメータの値 
 
【例】メータ部品 

 
 
＜ＡＰＰＬＥＴ ｃｏｄｅ＝＂Ｍｅｔｅｒ．ｃｌａｓｓ＂ ｗｉｄｔｈ＝＂３２０＂ ｈｅｉｇｈｔ＝＂２００＂＞ 
＜ＰＡＲＡＭ ｎａｍｅ＝＂ｒｅｆ＿ｄａｔａ＂ ｖａｌｕｅ＝＂ＡＤ１０＂＞：参照するデバイス 
＜ＰＡＲＡＭ ｎａｍｅ＝＂ｍｉｎ＂ ｖａｌｕｅ＝＂０＂＞：最小値 
＜ＰＡＲＡＭ ｎａｍｅ＝＂ｍａｘ＂ ｖａｌｕｅ＝＂１００＂＞：最大値 
＜ＰＡＲＡＭ ｎａｍｅ＝＂ｕｎｉｔ＿ｎａｍｅ＂ ｖａｌｕｅ＝＂℃＂＞：表示する単位 
＜ＰＡＲＡＭ ｎａｍｅ＝＂ｃｏｕｎｔ＿ｎｕｍ＂ ｖａｌｕｅ＝＂５＂＞：メモリの分割数 
＜／ＡＰＰＬＥＴ＞ 
 
注）市販のホームページ作成用ツールなどをご使用になる場合、Ｊａｖａアプレットを貼り付けてもツール上 
  では表示されない（メータであることが分からない）場合があります。 
  この時は、直接Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒを起動して画面をご確認ください。 
 

9.3.3 通信部品を記述する 
モニタ部品を使用するＷｅｂページには、各ページに必ず１つだけ「通信部品」（通信アプレット）を貼り付け
る必要があります。 
各モニタ部品が参照するデータをＤＬＵから取得するために、「通信部品」が実際の通信を実行します。 
各モニタ部品は通信部品が取得したデータを参照して自身の更新（描画）をおこないます。 
ｈｔｍｌ内での通信部品は、以下のように記述してください。 
 
＜！－－通信アプレットのみ［ｎａｍｅ］が必要です－－＞ 
＜ＡＰＰＬＥＴ ｎａｍｅ＝＂Ｃｏｍｍ＂ ｃｏｄｅ＝＂Ｃｏｍｍ．ｃｌａｓｓ＂ ｗｉｄｔｈ＝＂１５０＂ ｈｅｉｇｈｔ＝＂３０＂＞ 
＜／ＡＰＰＬＥＴ＞ 
 
上記はＤＬＵと通信を実行するために最低限必要なパラメータです。 
この他にも「更新間隔」「通信タイムアウト」「通信エラー時の再送回数」などが設定出来ます。（詳細はヘル
プを参照してください） 
 
【ポイント】 
・［ｎａｍｅ］は通信部品にのみ必要な記述です。他のモニタ部品に記述する必要はありません。 
・［ｗｉｄｔｈ］と［ｈｅｉｇｈｔ］は［０］でも構いませんが、「通信中」などのメッセージが出ますのでできるだけ上記の
サイズで記述してください。 
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9.3.4 サンプル画面のｈｔｍｌ 
「９．１特長」のモニタ画面をｈｔｍｌで記述したサンプルです。 
 

  
<HEAD><TITLE></TITLE></HEAD> 
<HTML> 
<BODY> 

 

このサンプルでは 
ヘッダ部を省略し
ています 

<APPLET code=“Comm.class” name=”comm” align=“right”width=“150”
height=“30”> 

 

<PARAM name=“renew_timing” value=“5000”>  
</APPLET><BR>  

通信部品 

<APPLET code=”Meter.class” width=”320” height=”200”> 
<PARAM name=”ref_data” value=”AD10”> 
<PARAM name=”min” value=”0”> 
<PARAM name=”max” value=”50”> 
<PARAM name=”unit_name” value=”℃”> 
<PARAM name=”count_num” value=”5”> 
</APPLET><BR> 

 
 
 
 
 
 
 

メータ部品 

<APPLET code=”Progress.class” width=”320” height=”40”> 
<PARAM name=”ref_data” value=”EXD0”> 
<PARAM name=”min” value=”0”> 
<PARAM name=”max” value=”50”> 
</APPLET><BR> 

 
 
 
 
 

プログレスバー部品 

<APPLET code=”Counter.class” width=”320” height=”50”> 
<PARAM name=”ref_data” value=”X0_pls”> 
</APPLET> 

 
 
 

カウンタ部品 

 
</BODY> 
</HTML> 

 
 

 
 
 

 
注）通信部品（Ｃｏｍｍ．ｃｌａｓｓ）はＤＬＵのＩＰアドレスを自動で取得します。 
  通信部品（Ｃｏｍｍ．ｃｌａｓｓ）のみ「ｎａｍｅ」が必要です。 
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9.3.5 ＤＬＵのデバイス指定について 
モニタ部品が参照するデバイスは、Ｘ，Ｙ，Ｂ，ＡＤ，ＤＡ，ＥＸＤになります。 

 参 照：＜４．１ Ｉ／Ｏの割り付け＞ 

 
その他、接点の累積ＯＮ時間やアナログの平均値をモニタすることができます。 
アプレットにおける指定は以下を参照してください。 
 
� 接点（例：Ｘ０の場合） 
・現在値：Ｘ０ 
・累積ＯＮ時間：Ｘ０＿ｔｏｎ 
・累積開閉回数：Ｘ０＿ｔｃｎ 
・パルス値：Ｘ０＿ｐｌｓ 
 
 
� アナログ（例：ＡＤ１０の場合） 
・現在値：ＡＤ１０ 
・平均値：ＡＤ１０＿ａｖｅ 
・最小値：ＡＤ１０＿ｍｉｎ 
・最大値：ＡＤ１０＿ｍａｘ 
 
 
� 外部機器データ（例：ＥＸＤ０の場合） 
・瞬時値（現在値）：ＥＸＤ０ 
・統計値（平均値）：ＥＸＤ０＿ａｖｅ 
・統計値（最小値）：ＥＸＤ０＿ｍｉｎ 
・統計値（最大値）：ＥＸＤ０＿ｍａｘ 
・パルス値：ＥＸＤ０＿ｐｌｓ 
 
 
 
 

9.4 作成したモニタ画面をＤＬＵに格納する 
作成したモニタ画面は、ＣＦカードにコピーしてＤＬＵに装着する必要があります。 
ＣＦカードへコピーするには、次の２通りの方法があります。 
・ＣＦカードを直接パソコンに接続し、ファイルをコピーする。 
・ＦＴＰでＤＬＵに転送する。 
 
「９．１ 特長」での例の場合、画面を構成するファイルは５つあります。 
ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ，Ｃｏｍｍ．ｃｌａｓｓ，Ｍｅｔｅｒ．ｃｌａｓｓ，Ｃｏｕｎｔｅｒ．ｃｌａｓｓ，Ｆｕｎｃ．ｃｌａｓｓ 
ＣＦカードに直接コピーする場合、パソコンにＣＦカードを接続し、モニタ画面として作成した全てのファイル
（＊．ｈｔｍｌ，＊．ｃｌａｓｓ等）をコピーしてください。 
またこの時、「Ｆｕｎｃ．ｃｌａｓｓ」ファイルを必ずコピーしてください。 
「Ｆｕｎｃ．ｃｌａｓｓ」はｈｔｍｌに記述されませんが、モニタを実行するために必ず必要なファイルです。 
 
ＦＴＰで転送する場合、ユーザ名とパスワードは「６．２．１ ユニットへアクセスするユーザを登録する」で登
録されたユーザ名とパスワードが使用できます。 
 
・転送先は、「／ｃｆ」と設定してください。 
・ａｎｏｎｙｍｏｕｓは使用できません。 
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9.5 Ｗｅｂブラウザでモニタを実行する 
ブラウザを起動してモニタを実行する。 
作成したモニタ画面は、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒを使用して表示します。 
ＤＬＵとパソコンを通信可能な状態に設置し、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒでアクセスしてください。 

 
 
 

 ご注意： 

アドレス入力エリアには｢http://192.168.1.5/cf/index.html」と入力します。 
・ＣＦカードに「／ｍｏｎｉｔｏｒ」というフォルダを作成し、そこに各ファイルをコピーした場合は 
 「http://192.168.1.5/cf/monitor/index.html」となります。 
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10章  
 自己診断と異常時の対処方法 
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10.1 自己診断機能 
10.1.1 ＬＥＤによる状態表示 

� 状態表示ＬＥＤ１の見方 
ＬＥＤ  

ＭＯＤＥ ＴＲＩＧＧＥＲ ＥＲＲＯＲ 
内容 状態

○ × × ＲＵＮモード 運転

○ ○ × ＲＵＮモード（トリガ発生中） 運転正常 
△ × × ＳＴＯＰモード 停止

○ × ○ ＲＵＮモード（自己診断エラー発生中） 運転

○ ○ △ ＲＵＮモード（トリガ、自己診断エラー発生中） 運転異常 
△ × △ ＳＴＯＰモード（自己診断エラー発生中） 停止

○ ○ ○ システム初期化 注 1） 停止

× × × ファイル化 注２） 停止

× × △ ファームウェア更新待ち 注３） 停止
特殊 

○ △ ○ ファームウェア更新中 停止

○：点灯 △：点滅 ×：消灯  
 
注１）電源立ち上がり時、システムを初期化する動作です。 
注２）モード切り替え時、末ファイル化データをファイル化する動作です。 
注３）電源立ち上がり時、ファームウェアが異常なので更新を待機している状態 
 
・Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔは、異常発生時にその状況を判断し、必要に応じて運転を停止する 
 自己診断機能を内蔵しています。異常発生時、状態表示ＬＥＤ１は上表のようになります。 
 
 
� ＥＲＲＯＲ ＬＥＤが点滅したら 
 
z 処理手順 
ＷｅｂブラウザからＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔにログインして、エラー内容を確認して下さい。 
 
“ステータス表示”メニューをクリックすると、最新のエラーコードを確認することができます。 
また、システム履歴ファイルを参照することでエラーの発生履歴を確認することができます。 
 
 

 参 照：＜１１．３ エラーコード一覧＞ 
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10.2 異常時の対処方法 
� ＦＰ０増設ユニットについて 

異常の内容 原因 対処方法 関連頁 
本体構成設定で、増設
ユニットが「使用しない」
に設定されている。 

本体構成設定で、増設ユニットをご
使用している種別に合わせて設定
してください。 

６．３．１  
ユニットの構成を

設定する 
ＦＰ０増設ユニットを４台
以上接続している。 

Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ ＵｎｉｔはＦＰ０
増設ユニットを３台まで接続可能で
す。３台以内にしてください。 

１．４．１  
ＦＰ０増設ユニット

の場合 
の制限 

ＦＰ０増設のＩ／Ｏの割
付けが正しくない。 

ＦＰ０増設ユニットのＩ／Ｏ番号は本
体から近い順に自動的に割り振ら
れます。増設ユニットの占有Ｉ／Ｏ
数を確認してください。 

４．３．１ 
ＦＰ０増設ユニット

のＩ／Ｏ番号 

ＦＰ０増設ユニットが正
しく装着されていない。

ＦＰ０増設ユニットを正しく装着して
ください。 

３．１．１  
ＦＰ０増設ユニット

の増設方法 
ＦＰ０増設ユニットに電
源 が 接 続 さ れ て い な
い。 

ＦＰ０増設ユニットには電源供給が
必要なユニットがあります。電源コ
ネクタの有無を確認し、電源供給を
してください。 

 

正しく入出力できる接
点と、入出力できない
接点がある。 

入出力機器への配線を見直してく
ださい。 

 

ＦＰ０増設ユニットから
のデータ入力、または
出力が正しくできない 

正しく出力できない。 ＦＰ０増設Ｉ／Ｏユニットでは、各コ
ネクタに電源が必要となります。電
源の見直しをしてください。 
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� ＣＦカードについて 
異常の内容 原因 対処方法 関連項 

ＣＦカードが正しく装着さ
れていない。またはＣＦカ
ード保護カバーが正しく
装着されていない。 

一度ＣＦカードを取り外し、再度
ＣＦカードをしっかり挿入した
後、ＣＦカードカバーを装着し、
ＣＦカードのアクセスＬＥＤが点
灯すること確認してください。 

５．５ 

ＣＦカードの設

置について 

ＣＦカードがフォーマットさ
れていない。またはフォー
マットが正しくない。 

ＣＦカードを取り外し、ＰＣに接続
してＣＦカードのフォーマットを
確認してください。フォーマットさ
れていないもしくはＦＡＴ１６、Ｆ
ＡＴ３２以外でフォーマットされて
いる場合、ＣＦカードをＦＡＴ１６
またはＦＡＴ３２形式でフォーマ
ットしてください。 
※フォーマットすると、ＣＦカード
のデータは全て消去されます。
十分ご注意ください。 

－ 

ＣＦカードを挿入したの
にＣＦカードのアクセスＬ
ＥＤが点灯しない 

ＣＦカードが壊れている。 ＣＦカードを取り外し、ＰＣに接続
しＣＦカードが認識（マウント）で
きるか確認してください。認識で
きない場合は、ＣＦカードメーカ
にご相談ください。 

－ 

ＣＦカードが認識できな
い。 

ＣＦカードのアクセスＬＥＤが点
灯しているか確認してください。 
点灯していない場合は、「ＣＦカ
ードを挿入したのにＣＦカードの
アクセスＬＥＤが点灯しない」をご
参照ください。 

－ 

データの保存先が内部メ
モリになっている。 

「設定＞入出力・収集＞本体構
成設定＞ファイル動作」の「蓄積
ファイル＞保存先」の設定で、
「コンパクトフラッシュ」を選択し
てください。 

６．３．１ 

ユニットの構成

を設定する 

ＣＦカードにデータが保
存されない 

ＣＦカードの空き容量が
不足している。 

「設定＞基本設定＞各種動作」
の「ファイル設定＞蓄積ファイル
動作設定」の設定を確認し、 
「新しいファイルを作成しない」
を選択している場合、ＣＦカード
内の不要なデータを削除して下
さい。 
もしくは、「新規ファイルを作成
する（最も古いファイルを削除）」
を選択してください。 

６．３．６ 

蓄積ファイルの

動作設定につ

いて 

ＣＦカードに古いデータ
が保存されない 

世代数の設定が適切で
ない。 

「設定＞入出力・収集＞ファイル
作成」で「世代数」の設定を確認
し、必要な世代数を設定してく
ださい。 

６．３．２ 

蓄積ファイルの

設定をおこなう
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� Ｗｅｂについて 
異常の内容 原因 対処方法 関連頁 

イーサネットケーブルが
外れている。 

イーサネットケーブルを正しく接続
して下さい。 

 

パソコンとＷｅｂ Ｄａｔａｌ
ｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔのネットワ
ークアドレスが違う 

パソコンのＩＰアドレスとＷｅｂ Ｄａｔａ
ｌｏｇｇｅｒ ＵｎｉｔのＩＰアドレスを確認
してください。 

６．１．２  
パソコンのＩＰ

アドレスを設定

する 
Ｗｅｂブラウザで入力し
たＵＲＬが正しくない。 

接続先のＵＲＬを確認し、Ｗｅｂブラ
ウザに正しいＵＲＬを入力してくださ
い。 

６．１．３ 
Ｗｅｂブラウザ

を開いて設定

画面を表示す

る 
ブラウザでプロキシサ
ーバが設定されている 

ブラウザの設定を確認してくださ
い。 

６．１．３ 
Ｗｅｂブラウザ

を開いて設定

画面を表示す

る 

Ｗｅｂページにアクセス
できない。 

１０Ｂａｓｅ－Ｔ非対応の
Ｈｕｂを使用している。 

１０Ｂａｓｅ－Ｔに対応したＨｕｂを使
用してください。 

 

ユーザ名またはパスワ
ードが正しくない。 

正しいユーザ名、パスワードを入力
してください。パスワードをお忘れ
の場合は、システム管理者権限の
あるユーザまたは弊社までご連絡く
ださい。 

６．２．１ 
ユニットへアク

セスするユー

ザを登録する 

ログインできない。 

他のユーザがログイン
中です。 

しばらくしてから、再度アクセスして
ください。 

 

「データモニタ」または 
「設定」をクリックしても 
画 面 が 切 り 替 わ ら な
い。 

Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒ 
のセキュリティレベルが
「高」に設定されていま
す。 

「インターネットオプション」の 
「セキュリティ」の「信頼済みサイト」 
にてＷｅｂサイトの追加設定をおこ
なってください。 

６．１．３ 
Ｗｅｂブラウザ

を開いて設定

画面を表示す

る・ご注意２ 
 

� 時刻合わせについて 
異常の内容 原因 対処方法 関連頁 

イーサネットケーブルが
外れている。 

イーサネットケーブルを正しく接続
して下さい。 

 時刻が更新できない 

接続先ＩＰアドレスが正
しくない。 

ＳＮＴＰサーバのＩＰアドレスを正しく
設定してください。 

６．１．５  
時計を設定す

る 
更新した時刻がおかし
い 

タイムゾーンが正しくな
い。 

タイムゾーンを正しく設定してくださ
い。 

６．１．５  
時計を設定す

る 
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� アクショントリガについて 
異常の内容 原因 対処方法 関連頁 

本体、あるいは増設ユニ
ットに接続している入力信
号線の接触が不安定に
なっています。 

もう一度接続をやり直してくださ
い。 

－ 条件が成立しているのに
トリガＬＥＤが点灯しない 

本体、あるいは増設ユニ
ットに接続している入力信
号の電圧が仕様範囲外
になっています。 

仕様範囲内の電圧を入力してく
ださい。 

２．２．１ 

入力仕様 

本体、あるいは増設ユニ
ットに接続している出力信
号線の接触が不安定に
なっています。 

もう一度接続をやり直してくださ
い。 

－ 

出力信号が仕様通りに配
線されていません。 

出力信号を仕様通りに配線して
ください。 

２．２．２ 

出力仕様 

外部接点／外部データ
が正常に収集されていま
せん。 

 下位通信につ

いて 

トリガＬＥＤが点灯してい
るのに設定通りに出力し
ない 
 
出力は“Ｗａｒｎｉｎｇ” 
発生時のみ実行され 
ます 

外部接点／外部データ
に書き込み不可のレジス
タを設定しています。 

指定のレジスタには書き込めま
せん。「設定＞入出力・収集＞
外部割付（接点）／外部割付
（データ）＞」の設定で、他のレ
ジスタを設定してください。 

－ 

 
 

� ＰＣＷＡＹについて 
異常の内容 原因 対処方法 関連頁 

イーサネットケーブルが
外れている。 

イーサネットケーブルを正しく接続
して下さい。 

 ＰＣＷＡＹに接続できな
い 

接続先ＩＰアドレスが正
しくない。 

ＰＣＷＡＹ対応設定にて接続サー
バを正しく設定してください。 

８．１．２  
ＰＣＷＡＹと接

続する 
アクショントリガでＰＣＷ
ＡＹ接続ができない 

接続条件が設定されて
いない。 

アクショントリガ設定で「ＰＣＷＡＹ接
続する」にチェックをいれてくださ
い。 

６．７．２ 
アクショントリガ

の設定をする 
定期的な接続でＰＣＷ
ＡＹ接続ができない 

接続条件が設定されて
いない。 

ＰＣＷＡＹ対応設定画面にて定期
的な接続を設定してください。 
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� メールについて 
異常の内容 原因 対処方法 関連頁 

イーサネットケーブルが
外れている。 

イーサネットケーブルを正しく接続
して下さい。 

 

ＳＭＴＰサーバの設定
が正しくない。 

ＳＭＴＰサーバのＩＰアドレスを正しく
設定してください。 
ＳＭＴＰサーバが名前で指定されて
いる場合、ＤＮＳサーバのＩＰアドレ
ス設定が正しいかを確認してくださ
い。 

６．６．１  
メール送信の

基本設定をお

こなう 

送信先メールアドレス
が正しく設定されてい
ない。 

ユーザ登録画面にて送信先メール
アドレスとグループを正しく設定し
て下さい。 

６．２．１  
ユニットへアク

セスするユー

ザを登録する 

メールが送信できない 

送信元メールアドレス
が正しくない。 

メールサーバによっては、送信元メ
ールアドレスをチェックする場合が
あります。メール設定画面にて送信
元メールアドレスを正しく設定して
下さい。 

６．６．１  
メール送信の

基本設定をお

こなう 

送 信 を 設 定 し て い な
い。 

ファイル作成にて「メール送信す
る」を選択してください。 

６．３．２ 
蓄 積 フ ァ イ ル

の設定をおこ

なう 

ファイル作成でメール
を送信できない 

送信先メールアドレス
が正しく設定されてい
ない。 

各種動作設定画面にて正しいメー
ル送信先を選択してください（ファ
イル作成でメールを送信する送信
先とユニットエラーでメールを送信
する送信先は共通です。） 

６．３．６ 
蓄 積 フ ァ イ ル

の動作設定に

ついて 

送 信 を 設 定 し て い な
い。 

ユニットエラー設定にて「メール送
信する」をチェックしてください。 

６．８．１ 
エラー発生時

のメール送信 
に関する設定

をおこなう 
送信先メールアドレス
が正しく設定されてい
ない。 

各種動作設定画面にて正しいメー
ル送信先を選択してください（ファ
イル作成でメールを送信する送信
先とユニットエラーでメールを送信
する送信先は共通です。） 

６．３．６ 
蓄 積 フ ァ イ ル

の動作設定に

ついて 

ユニットエラーでメール
を送信送信できない 

送信条件が成立してい
ない。 

システム履歴ファイルをご確認くだ
さい。 

７．２．５  
システム履歴

フ ァ イ ル に つ

いて 
送 信 を 設 定 し て い な
い。 

アクショントリガ設定にて「メール送
信する」をチェックしてください。 

送信先メールアドレス
が正しく設定されてい
ない。 

ユーザ登録画面にて送信先メール
アドレスとグループを正しく設定し
て下さい。 

６．７．２ 
アクショントリガ

の設定をする 

アクショントリガでメール
送信ができない 

送信条件が成立してい
ない。 

アクショントリガ履歴ファイルをご確
認ください。 

７．２．６  
アクショントリガ

履 歴 フ ァ イ ル

について 
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� 下位通信について 
異常の内容 原因 対処方法 関連頁 

コマンドが送信されてい
ない 

外部接点、あるいは外部
データが１つも設定され
ていない。 

「設定＞入出力・収集＞外部割
付（接点）／外部割付（データ）
＞」の設定で、１つ以上の接点
／データを有効にしてください。 

－ 

自機と相手機との結線が
正常にできていない。 

ＲＳ２３２Ｃカセットの場合 
   自機のＳＤ線／ＲＤ線をそれぞれ 

   相手機のＲＤ線／ＳＤ線に接続 

   してください。 

 
ＲＳ４８５カセットの場合 
   伝送ケーブルを各機器の伝送 
   端子（＋）と（＋）、（－）と（－）に 
   接続してください。また、終端局 
   を正しく接続してください。 
   また、伝送ケーブルが仕様範囲 
   内であるか確認してください      

   ＊同一リンク内のケーブルは複数 
     種類使用せず、一種類に統一 
     してください 

３．２．１ 

通信仕様 

自機と相手機との通信条
件が合致していない。 

「設定＞入出力・収集＞本体構
成設定」の「外部機器（ＣＯＭ１）
／外部機器（ＣＯＭ２）」の設定
で、相手機と同一の通信速度、
データビット、パリティ、ストップビ
ットを設定してください。 

－ 

１：Ｎ通信時、送信コマン
ドの局番と相手機の局番
が合致していない。 

「設定＞入出力・収集＞外部割
付（接点）／外部割付（データ）
＞」の設定で、相手機と同一の
局番を設定してください。 

－ 

コマンドは送信されてい
るが、レスポンスが受信
できていない 

ＲＳ２３２Ｃカセット１ＣＨタ
イプを使用している場合、
ＣＳ信号がＯＮしていな
い。 

ＣＳ信号がＯＮしていないと送信
できません。３線式としてご使用
の場合は、ＲＳ信号とＣＳ信号を
接続してＣＳ信号をＯＮさせてく
ださい。 

３．２ 

コミュニケーシ

ョンカセットの

種類 
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� ＦＴＰについて 
異常の内容 原因 対処方法 関連頁 

イーサネットケーブルが
外れている。 

イーサネットケーブルを正しく接続
して下さい。 

 ＦＴＰで接続できない 

接続先ＩＰアドレスが正
しくない。 

基本設定イーサネット設定でＩＰアド
レスをご確認ください。 

６．１．４  
Ｉ Ｐ ア ド レ ス を

設定する 
ユーザ名またはパスワ
ードが正しくない。 

正しいユーザ名、パスワードを入力
してください。パスワードをお忘れ
の場合は、再度ユーザ登録にてパ
スワードの設定をしてください。 

６．２．１  
ユニットへアク

セスするユー

ザを登録する 

ログインできない 

他のユーザがログイン
中。 

しばらくしてから、再度アクセスして
ください。 

 

接続はできるが、ファイ
ル操作に失敗する（リス
トが表示されない等） 

お使いのＦＴＰ用ツー
ルソフトが対応していな
い。 

他のＦＴＰ用ツールソフトまたはＷｉ
ｎｄｏｗｓ標準実装のＦＴＰ（コマンド
プロンプトにより操作）でファイル操
作してください。 

 

 
� ダイヤルアップについて 

異常の内容 原因 対処方法 関連頁 
ＲＳ２３２Ｃケーブルが
外れている。 

ＲＳ２３２Ｃケーブルを正しく接続し
て下さい。 

 

ＲＳ２３２Ｃケーブルの
接続が正しくない。 

モデムの接続インターフェースとＷ
ｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔのモデムポ
ートをご確認ください。 

１２．２．２ 
モデムポート 

モデムと接続できない 

通 信 条 件 が 正 し く な
い。 

モデムの通信条件（ボーレート等）
とＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの通信
条件をご確認ください。 

６．６．３  
モデムの設定

を行なう 
接続先電話番号が正し
くない。接続認証に必
要であるユーザ名また
はパスワードが正しくな
い。 

接続先電話番号をご確認くださ
い。（プロバイダに接続される場合
はアナログ回線、ＰＨＳ回線といっ
た回線ごとに電話番号が違う場合
がありますのでご注意ください。） 

６．６．２  
ダ イ ヤ ル ア ッ

プの設置を行

なう 

モデム初期化コマンド
が正しくない。 

ご使用になるモデムのマニュアルを
ご確認の上、正しい初期化コマンド
を設定してください。 

６．６．３  
モデムの設定

を行なう 
 

回線接続先に接続でき
ない 

ＡＴＺの後のウェイトが
短い。 

ご使用になるモデムのマニュアルを
ご確認の上、リセット後の待ち時間
を長くしてください。 

６．６．３  
モデムの設定

を行なう 
回線接続先と通信がで
きない 

ＩＰ設定方法、ＤＮＳサ
ーバの設定方法が正し
くない。 

ＩＰ設定方法、ＤＮＳサーバの設定
方法を、回線接続先が指定する方
法にあわせてください。 

６．６．２  
ダ イ ヤ ル ア ッ

プの設定を行

なう 
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� 着信接続（ＰＰＰサーバ）について 
異常の内容 原因 対処方法 関連頁 

ＲＳ２３２Ｃケーブルが
外れている。 

ＲＳ２３２Ｃケーブルを正しく接続し
て下さい。 

 モデムと接続できない 

ＲＳ２３２Ｃケーブルの
接続が正しくない。 

ご使用になるモデムの接続インタ
ーフェースとＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ 
Ｕｎｉｔの接続インターフェースをご
確認ください。 

１２．２．２ 
モデムポート。

接続先電話番号が正し
くない。ユーザ名または
パスワードが正しくな
い。 

接続先電話番号をご確認くださ
い。正しいユーザ名、パスワードを
入力してください。パスワードをお
忘れの場合は、再度ユーザ登録に
てパスワードの設定をしてくださ
い。 

６．２．１  
ユニットへアク

セスするユー

ザを登録する 

モデム初期化コマンド
が違う。 

ご使用になるモデムのマニュアルを
ご確認の上、正しい初期化コマンド
を入力してください。 

６．６．３  
モデムの設定

を行なう 
ＡＴＺの後のウェイトが
短い。 

ご使用になるモデムのマニュアルを
ご確認の上、リセット後待ち時間を
長くしてください。 

６．６．３  
モデムの設定

を行なう 

回線から接続できない 

ＩＰ設定方法、ＤＮＳサ
ーバの設定方法が違う

ＩＰ設定方法、ＤＮＳサーバの設定
方法を回線接続が指定する方法に
あわせてください。 

８．１．１  
ＰＰＰサーバの

設定を行なう 
接続した回線から通信
が出来ない 

ＩＰアドレスが正しくな
い。 

ＩＰアドレスを正しく設定してくださ
い。 

８．１．１  
ＰＰＰサーバの

設定を行なう 
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11章  
 仕様一覧 

 

 

 

 

 



 

11-2 
 

11.1 仕様一覧 
11.1.1 一般仕様 

項目 仕様 
定格電圧 ２４Ｖ ＤＣ 
電圧許容範囲 ２１．６～２６．４Ｖ ＤＣ 
許容瞬時停止時間 ３ｍｓ 注） 
使用周囲温度 ０～５５℃ 
保存周囲温度 －２０～７０℃ 
使用周囲湿度 ３０～８５％ＲＨ（ａｔ２５℃ 結露なきこと） 
保存周囲湿度 ３０～８５％ＲＨ（ａｔ２５℃ 結露なきこと） 

入力端子一括 ⇔ 電源端子、機能アース一括 ５００Ｖ ＡＣ １分間 
出力端子一括 ⇔ 電源端子、機能アース一括 
入力端子一括 ⇔ 出力端子一括 

１５００Ｖ ＡＣ １分間 
耐電圧 

カットオフ電流 １０ｍＡ ただし、保護用バリスタは除く 
入力端子一括 ⇔ 電源端子、機能アース一括 
出力端子一括 ⇔ 電源端子、機能アース一括 絶縁抵抗 
入力端子一括 ⇔ 出力端子一括 

１００ ＭΩ以上 
（試験電圧 ５００Ｖ ＤＣ） 

耐振動 １０～５５Ｈｚ １掃引／１分間 
複振幅０．７５ｍｍ Ｘ、Ｙ、Ｚ各方向１０分間 

耐衝撃 ９８ｍ／ｓ２以上 Ｘ、Ｙ、Ｚ各方向４回 
耐ノイズ性 １０００Ｖ ［ｐ－ｐ］パルス幅５０ｎｓ、１μｓ （ノイズシミュレータ法による） 
使用雰囲気 腐食性ガスがないこと。塵埃がひどくないこと。 

消費電流（２４Ｖ ＤＣ） 
Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ：３００ｍＡ以下 
コミュニケーションカセットＣＯＭ１、ＣＯＭ２：２０ｍＡ以下 
コミュニケーションカセットＣＯＭ３、ＣＯＭ４：２５ｍＡ以下 

質量 約２００ｇ 
注）瞬時停止時間が３ｍｓ以内の場合は、動作を継続します。 
  ３～１０ｍｓではシステム履歴に瞬時停電が記録されシステムは再起動します。 
  １０ｍｓ以上の場合は、電源投入時と同様の動作となります（システム履歴には電源ＯＮが記録されます）。 
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11.1.2 性能仕様 
項目 仕様 

本体Ｉ／Ｏ 入力４点（パルス入力時３０Ｈｚ以下） 出力 １点 

増設Ｉ／Ｏ 入力４８点 出力４８点 
 （増設の登録は増設ユニットの選択により決まります） 

下位通信 
集計モード：接点（Ｂ）２００点、データ（ＥＸＤ）２００点 
瞬時値モード：接点（Ｂ）２５００点、データ（ＥＸＤ）２５００点 
 （下位通信の登録は接点、データ合計で、集計モードは２００点以下、瞬時値 
  モードは２５００点以下） 

デ
ー
タ
収
集 

下位通信動作 ・松下電工：コンピュータリンク、ＭＥＷＮＥＴ－ＦＰ  ・オムロン：ＳＹＳＭＡＣ－Ｃ 
・三菱電機：ＭＥＬＳＥＣ－ＦＸ、ＭＥＬＳＥＣ－ＦＸ２Ｎ 

保存先 内部メモリ／ＣＦカード 

保存容量 内部メモリ２Ｍバイト、ＣＦカード８Ｍ～１Ｇバイト 
 （ＣＦカードはユーザコンテンツとの合計） 

ファイルシステム ＶＦＡＴ／ＦＡＴ３２／ＦＡＴ１６ 

ファイル構成 １６グループ  
（１グループは蓄積データ、時データ、日データ、月データで構成） 

ファイル種別 本体および増設 ：接点変化、接点周期、パルス、アナログ 
下位通信     ：接点変化、接点周期、パルス、統計値、瞬時値 

履歴ファイル システム履歴、アクショントリガ履歴 

デ
ー
タ
蓄
積 

ファイル形式 ＣＳＶファイル形式 
トリガ数 ６４ 

トリガ種類 
接点状態、累積ＯＮ時間（異常／警報）、 
累積開閉回数（異常／警報）、状態変化なし（異常／警報）、 
パルス（復旧／異常／警報）、上下限（復旧／異常／警報）、 
指定時刻（曜日） 

Ｅ－ｍａｉｌ機能 各トリガ半角２２４文字、ファイル添付可 

本

体

側

機

能 

ア
ク
シ
ョ
ン
ト
リ
ガ 

出力 ※４ ビット／データ（リセット条件、復旧時動作指定可） 
通信 Ｅｔｈｅｒｎｅｔ設定、ダイアルアップ設定（２）、着信接続設定、モデム設定 
その他 メール設定、時計設定、期間指定動作設定、ＰＣＷＡＹ対応設定 

設
定 

登録 ユーザ登録（１６）、グループ登録（１６） 
標準モニタ 本体Ｉ／Ｏ、増設Ｉ／Ｏ、外部接点、外部データ（自動更新機能付） 
ブラウザ監視画面 Ｗｅｂモニタリング部品を使用したＨＴＭＬにより記述 モ

ニ

タ Ｊａｖａアプレット 
サンプル注２） 

ランプ、スイッチ、データセット、メッセージ表示、 
プログレスバー、メータ、トレンドグラフ、集計グラフ 

パ

ソ 
コ 
ン 
側 
機 
能 
注１） ダウンロード機能 設定画面からのダウンロードおよびＦＴＰによるダウンロード 

通信プロトコル ＴＣＰ／ＩＰ、ＵＤＰ／ＩＰ、ＰＰＰ（ダイアルアップ通信） 通 
信 
機 
能 

アプリケーション 
        プロトコル 

ＨＴＴＰ（Ｗｅｂ）、ＳＭＴＰ（ＰＯＰ／ＡＰＯＰ認証対応Ｅ－ｍａｉｌ）、 
ＦＴＰ（ファイル転送）、ＤＮＳ（ドメイン名）、ＤＨＣＰ（自動ＩＰ取得）、 
ＳＮＴＰ（時刻あわせ） 

カレンダタイマ ０℃ 月差１１９秒以下 ２５℃ 月差 ５１秒以下 ５５℃ 月差１４８秒以下  
（ＳＮＴＰ使用による自動補正機能があります） 

バックアップ 蓄積ファイル注３）、履歴ファイル注３）、カレンダタイマ 
（ゴールドキャパシタおよび別売のバックアップ電池による） 

電池放電寿命 
（完全無通電） 注５） ２５０日以上 （実使用値 約５年（２５℃）） （定期交換目安：１年） 

セキュリティ機能 ユーザ名、パスワード、アカウント種別（２レベル） 
自己診断機能 ウォッチドグタイマ、設定値チェック、電池電圧低下 

注１）ブラウザはＩｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒ ５．５以上をご使用ください。 
注２）当社ＨＰ（http://www.nais-j.com/）よりダウンロードできます（会員登録必要 無料） 
注３）バックアップされるデータは集計データ（内部メモリ指定時２４時間／３１日／１２ヶ月）、蓄積データ（一部）および 
   履歴データ（システム１２８／アクショントリガ１２８）です。 
注４）出力は接点状態、指定時刻トリガ発生時とその他の異常レベルトリガが発生時に動作します。 
注５）本体電源を５時間以上通電後の放電寿命となります。 

http://www.nais-j.com/
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注６）電池の寿命は温度などの環境に影響を受けます。 
 



 

11-5 
 

11.1.3 通信機能モデル概要 

 
 

11.1.4 ファイル構成イメージ図 
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11.1.5 通信仕様 
品番 ＡＦＰＧ８０１ ＡＦＰＧ８０２ ＡＦＰＧ８０３ ＡＦＰＧ８０６ 

インターフェイス ＲＳ２３２Ｃ 
１ｃｈ  注７） 

ＲＳ２３２Ｃ 
２ｃｈ 注７） 

ＲＳ４８５ 
１ｃｈ 注７） 

ＲＳ２３２Ｃ 
１ｃｈ注７） 

ＲＳ４８５ 
１ｃｈ   注５）注６） 

伝送距離 １５ ｍ １５ ｍ １２００ ｍ 注１）注２） １５ ｍ １２００ ｍ注１）注２） 

伝送速度 ２４００，４８００，９６００，１９２００，３８４００，５７６００，１１５２００ ｂｐｓ １９２００， 
１１５２００ｂｐｓ注３）注４） 

通信方式 半二重方式 
同期方式 調歩同期方式 

ストップビット １ ｂｉｔ／２ ｂｉｔ 
パリティ    無し／有り（奇数／偶数） 
データ長    ７ ｂｉｔ／８ ｂｉｔ 
始端コード   ＳＴＸ有り／ＳＴＸ無し 

伝送フォーマット 

終端コード  ＣＲ／ＣＲ＋ＬＦ／無し／ＥＴＸ 
データ送出順序 キャラクタ単位にビット０より送出 
接続台数 － － 最大９９台 － 最大９９台 
注１）伝送速度及び接続台数により伝送距離が下記の通り制限されます。３８４００ｂｐｓ以下の速度では 
   最大１２００ｍ、９９台となります。 
         ＲＳ４８５ 伝送距離制限 

          
 

注２）Ｃ－ＮＥＴアダプタ混在時、最大接続台数は３２台、伝送速度は１９２００ｂｐｓ以下に制限されます。 
 
注３）コミュニケーションカセットＡＦＰＧ８０６（ＣＯＭ４）のＲＳ４８５ポートの伝送速度は、Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ及び 
   コミュニケーションカセット内ディップスイッチの両方で設定する必要があります。ＲＳ２３２Ｃポートの伝送速度は、 
   Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔのみの設定で可能です。 
 
注４）コミュニケーションカセットＡＦＰＧ８０６（ＣＯＭ４）内ＲＳ４８５ポートの終端抵抗有無は、コミュニケーションカセット 
   内ディップスイッチで設定します。ＲＳ２３２Ｃポートには終端抵抗はありません。 
 
注５）ＦＰΣを接続する場合は、ＦＰΣがコマンドを受け取ってから、レスポンスを返送するまでの時間をＦＰΣの 
   下記命令で調整して頂く必要がある場合もございます。 
   （ＳＹＳ１ ＭＣＯＭ１，ＷＡＩＴｎ  ｎ＝０～９９９ （ｎスキャン遅らせる）） 
 
注６）コミュニケーションカセットＡＦＰＧ８０３、ＡＦＰＧ８０６（ＣＯＭ４）のＲＳ４８５通信にてＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ側 
   からデータ送信後は、受信側機器にて下表時間経過後、データをＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ側へ送信開始して 
   ください。 

通信条件 ＡＦＰＧ８０３使用時 ＡＦＰＧ８０６使用時 
４８００ｂｐｓ ４．２ｍｓ以上 選択しないでください 
９６００ｂｐｓ ２．１ｍｓ以上 選択しないでください 

１９２００ｂｐｓ １．１ｍｓ以上 １．１ｍｓ以上 
３８４００ｂｐｓ ０．６ｍｓ以上 選択しないでください 
５７６００ｂｐｓ ３５０μｓ以上 選択しないでください 

１１５２００ｂｐｓ ２００μｓ以上 ２００μｓ以上 
 
注７）ＲＳ２３２Ｃの配線は耐ノイズ性向上のため必ずシールド線を使用してください。 
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11.2 Ｉ／Ｏ番号割り付け表 
11.2.1 ＦＰ０増設ユニットのＩ／Ｏ番号（右側増設） 

� ＦＰ０増設ユニットのＩ／Ｏ番号（右側増設） 
• Ｉ／Ｏ番号は増設時にＷｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ側で自動的に割り付けられますので、設定の必要はありません。 
• 増設ユニットのＩ／Ｏ番号は、接続する位置によって決まります。 

ユニットの種類 割付点数 増設ユニット１ 増設ユニット２ 増設ユニット３

ＦＰ０－Ｅ８Ｘ 入力（８点） Ｘ２０～Ｘ２７ Ｘ４０～Ｘ４７ Ｘ６０～Ｘ６７ 
入力（４点） Ｘ２０～Ｘ２３ Ｘ４０～Ｘ４３ Ｘ６０～Ｘ６３ 

ＦＰ０－Ｅ８Ｒ 
出力（４点） Ｙ２０～Ｙ２３ Ｙ４０～Ｙ４３ Ｙ６０～Ｙ６３ 

ＦＰ０－Ｅ８ＹＴ／Ｐ 
ＦＰ０－Ｅ８ＹＲ 

出力（８点） Ｙ２０～Ｙ２７ Ｙ４０～Ｙ４７ Ｙ６０～Ｙ６７ 

ＦＰ０－Ｅ１６Ｘ 入力（１６点） Ｘ２０～Ｘ２Ｆ Ｘ４０～Ｘ４Ｆ Ｘ６０～Ｘ６Ｆ 
入力（８点） Ｘ２０～Ｘ２７ Ｘ４０～Ｘ４７ Ｘ６０～Ｘ６７ ＦＰ０－Ｅ１６Ｒ 

ＦＰ０－Ｅ１６Ｔ／Ｐ 出力（８点） Ｙ２０～Ｙ２７ Ｙ４０～Ｙ４７ Ｙ６０～Ｙ６７ 
ＦＰ０－Ｅ１６ＹＴ／Ｐ 出力（１６点） Ｙ２０～Ｙ２Ｆ Ｙ４０～Ｙ４Ｆ Ｙ６０～Ｙ６Ｆ 

入力（１６点） Ｘ２０～Ｘ２Ｆ Ｘ４０～Ｘ４Ｆ Ｘ６０～Ｘ６Ｆ 

ＦＰ０ 
増設ユニット 

ＦＰ０－Ｅ３２Ｔ／Ｐ 
出力（１６点） Ｙ２０～Ｙ２Ｆ Ｙ４０～Ｙ４Ｆ Ｙ６０～Ｙ６Ｆ 
入力 ＣＨ０ ＡＤ１０ ＡＤ２０ ＡＤ３０ 
入力 ＣＨ１ ＡＤ１１ ＡＤ２１ ＡＤ３１ 

ＦＰ０ 
アナログ 
Ｉ／Ｏユニット 

ＦＰ０－Ａ２１ 
出力 ＣＨ０ ＤＡ１０ ＤＡ２０ ＤＡ３０ 

ＦＰ０Ａ／Ｄ 
変換ユニット ＦＰ０－Ａ８０ 

ＦＰ０熱電対ユニット ＦＰ０－ＴＣ４ 
ＦＰ０－ＴＣ８ 

入力 
ＣＨ０～７ ＡＤ１０～ＡＤ１７ ＡＤ２０～ＡＤ２７ ＡＤ３０～ＡＤ３７

ＦＰ０ 
Ｄ／Ａ変換ユニット 

ＦＰ０－Ａ０４Ｖ 
ＦＰ０－Ａ０４Ｉ 

出力 
ＣＨ０～３ ＤＡ１０～ＤＡ１３ ＤＡ２０～ＤＡ２３ ＤＡ３０～ＤＡ３３
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11.3 エラーコード一覧 
11.3.1 Ｈａｒｄ ｅｒｒｏｒ ｃｏｄｅ （ハードエラーコード） 

� ハードエラーコード 
番号 名称 状態 エラー内容と 

処置方法 

Ｅ２６ ＲＯＭ ｅｒｒｏｒ （ＲＯＭ異常） 停止 ハードウェアの異常が考えられます。 
⇒弊社にご連絡ください。 

Ｅ４２ Ｉ／Ｏ ｕｎｉｔ ｖｅｒｉｆｙ ｅｒｒｏｒ  
（Ｉ／Ｏユニット照合異常） 運転 

入出力ユニットの接続状態が電源投入時
と異なっています。 
⇒接続状態が変わった入出力ユニットを 
システム履歴でご確認ください。 

Ｅ５０ Ｂａｔｔｅｒｙ ｅｒｒｏｒ （電池異常） 運転 

バックアップ用の電池の電圧が規定よりも
低下しているか、本体に電池が接続され
ていません。 
⇒バックアップ用電池を確認して交換接
続などの処置をしてください。 

 

11.3.2 Ｎｅｔｗｏｒｋ ｅｒｒｏｒ ｃｏｄｅ （上位通信エラーコード） 

� 通信初期化エラーコード （０ ［ＮＥＴ ＩＮＩＴ］） 
番号 名称 エラー内容と処置方法 

Ｅ５ ＤＨＣＰ ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ ｅｒｒｏｒ
（ＩＰ自動取得エラー） 

ＤＨＣＰサーバからＩＰを取得できませんでした。 
ＤＨＣＰサーバと通信できませんでした。 
⇒ネットワークシステムに異常が無いことをご確認ください。 

 

� ＰＰＰエラーコード （ １ ［ＰＰＰ ＳＥＲＶＥＲ］ ， ２ ［ＰＰＰ ＳＥＲＶＥＲ］） 
番号 名称 エラー内容と処置方法 

Ｅ１２ Ｕｎａｕｔｈｏｒｉｚｅｄ ｅｒｒｏｒ 
（認証エラー） 

認証に失敗しました。 
接続先ＰＰＰサーバと通信できませんでした。 
⇒ユーザー名、パスワードをご確認ください 
（  参 照：＜６．６．２ダイヤルアップの設定を行なう＞）。 
ネットワークシステムに異常が無いことをご確認ください。 

Ｅ１３ ＡＴ ｃｏｍｍａｎｄ ｅｒｒｏｒ 
（ＡＴコマンドエラー） 

モデムに送信したＡＴコマンドに対してエラーが返されました。 
⇒初期化コマンド／電話番号をご確認ください。 

Ｅ１４ Ｎｏｔ ｓｕｐｐｏｒｔ ｒｅｓｕｌｔ 
（未知のリザルト） 

モデムより未知のリザルト文字列が返されました。 
⇒モデムおよびモデムのマニュアルをご確認ください。 

Ｅ１５ Ｄｉａｌ ｔｏｎｅ ｅｒｒｏｒ 
（ダイヤルトーン未検出） 

ダイヤルのトーンが検出できませんでした。 
⇒モデムおよびモデムのマニュアルをご確認ください。 

Ｅ１６ Ｃａｌｌ ｅｒｒｏｒ 
（通話エラー） 接続先が話中、または接続先のモデムが検出できません。 

Ｅ１７ Ｎｏ ａｎｓｗｅｒ ｅｒｒｏｒ 
（無音未検出） 

無音が検出できませんでした。 
⇒モデムおよびモデムのマニュアルをご確認ください。 

Ｅ１８ 
Ｈａｎｄ ｓｅｔ ｉｎ ｕｓｅ ｅｒｒ
ｏｒ 
（受話器使用中） 

受話器使用中でした。 
⇒モデムおよびモデムのマニュアルをご確認ください。 

Ｅ１９ Ｍｏｄｅｍ ｅｒｒｏｒ 
（モデムエラー） 

モデムが検出できませんでした。 
⇒モデムの電源ＯＦＦまたはモデム間のケーブルをご確認くだ
さい。ダイアル種別をご確認ください。 
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� メールエラーコード （ ２５ ［ＭＡＩＬ］） 
番号 名称 エラー内容と処置方法 

Ｅ５０ Ａｔｔａｃｈｅｄ ｆｉｌｅ ｅｒｒｏｒ 
（添付ファイルエラー） 

ファイルの添付に失敗しました。 
⇒ファイルが壊れている可能性があります。 
ＣＦカードをフォーマットしてください。 

Ｅ５１ Ｎｏ ａｔｔａｃｈｅｄ ｆｉｌｅ 
（添付ファイルオープンエラー） 

添付ファイルにアクセスできませんでした。 
⇒添付ファイルが未生成の可能性があります。 
ブラウザにてユニット操作／ファイルダウンロードを表示
し、ファイルが生成されていることをご確認ください。 

Ｅ５２ Ａｔｔａｃｈｅｄ ｆｉｌｅ ｓｉｚｅ ｅｒｒｏｒ 
（添付ファイルサイズエラー） 

添付ファイルが添付サイズ可能サイズをオーバーしまし
た。 
⇒ブラウザにてユニット操作／ファイルダウンロードを表
示し、対象ファイルを取得してください。 

Ｅ５３ ＭＡＩＬ ＤＮＳ ｅｒｒｏｒ （ＳＭＴＰ）
（ＤＮＳエラー（ＳＭＴＰ）） 

ＤＮＳの名前検索に失敗しました。 
⇒ＤＮＳサーバのＩＰが正しく登録されていることをご確認
ください。 
ＤＮＳサーバが動作していることをご確認ください。 
ＳＭＴＰサーバのドメイン名が正しく設定されていることを
ご確認ください。 

Ｅ５４ ＭＡＩＬ ＤＮＳ ｅｒｒｏｒ （ＰＯＰ） 
（ＤＮＳエラー（ＰＯＰ）） 

ＤＮＳの名前検索に失敗しました。 
⇒ＤＮＳサーバのＩＰが正しく登録されていることをご確認
ください。 
ＤＮＳサーバが動作していることをご確認ください。 
ＰＯＰサーバのドメイン名が正しく設定されていることをご
確認ください。 

Ｅ５７ ＭＡＩＬ ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ ｅｒｒｏｒ 
（メール設定エラー） 

設定に異常があります。 
⇒送信先メールアドレス／送信元メールアドレス／ＳＭＴ
ＰサーバＩＰ／ＰＯＰサーバＩＰ（認証設定時）が正しく設定
されていることをご確認ください。 

Ｅ５８ ＭＡＩＬ ｓｅｎｄ ｅｒｒｏｒ 
（メール送信エラー） 

ＳＭＴＰサーバとの通信に失敗しました。 
⇒ＳＭＴＰサーバのＩＰが正しく設定されていることをご確
認ください。 
ＳＭＴＰサーバが動作していることをご確認ください。 
メールサーバ認証機能と本機の認証機能が適合してい
ることをご確認ください。 

Ｅ５９ ＭＡＩＬ ＰＯＰ ＡＵＴＨ ｅｒｒｏｒ 
（ＰＯＰ認証エラー） 

ＰＯＰサーバとの通信に失敗しました。 
⇒ＰＯＰ認証に必要なアカウントまたはパスワードが 
正しく設定されていることをご確認ください。 
ＰＯＰサーバが動作していることをご確認ください。 
メールサーバ認証機能と本機の認証機能が適合してい
ることをご確認ください。 
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� ＳＮＴＰエラーコード （ １２３ ［ＳＮＴＰ］） 
番号 名称 エラー内容と処置方法 

Ｅ６２ ＳＮＴＰ ＤＮＳ ｅｒｒｏｒ 
（ＤＮＳエラー） 

ＤＮＳの名前検索に失敗しました。 
⇒ＤＮＳサーバのＩＰが正しく登録されていることをご確認 
ください。 
ＤＮＳサーバが動作していることをご確認ください。 
ＳＮＴＰサーバのドメイン名が正しく設定されていることをご
確認ください。 

Ｅ６３ ＳＮＴＰ ｓｅｒｖｅｒ ＩＰ ｅｒｒｏｒ 
（ＳＮＴＰサーバＩＰ設定エラー） 

設定に異常があります。 
⇒ＳＮＴＰサーバのＩＰが正しく設定されていることをご確認
ください。 

Ｅ６４ 
ＳＮＴＰ ｔｉｍｅ ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 
ｅｒｒｏｒ 
（ＳＮＴＰ時刻更新エラー） 

設定に異常があります。 
⇒ＳＮＴＰサーバのＩＰが正しく設定されていることをご確認
ください。 

Ｅ６６ ＳＮＴＰ ｓｅｎｄ ｅｒｒｏｒ 
（ＳＮＴＰサーバＩＰ設定エラー） 

ＳＮＴＰサーバにデータを送信できませんでした。 
⇒ＳＮＴＰサーバのＩＰが正しく設定されていることをご確認
ください。 
ＳＮＴＰサーバが動作していることをご確認ください。 

Ｅ６７ ＳＮＴＰ ｒｅｃｅｉｖｅ ｅｒｒｏｒ 
（ＳＮＴＰ受信エラー（応答なし））

ＳＮＴＰサーバから応答がありませんでした。 
⇒ＳＮＴＰサーバが動作していることをご確認ください。 

Ｅ６８ ＳＮＴＰ ｒｅｓｐｏｎｓｅ ｅｒｒｏｒ 
（ＳＮＴＰ受信応答エラー） 

ＳＮＴＰサーバから取得したデータが異常 
⇒ＳＮＴＰサーバが正常に動作していることをご確認くださ
い。 

Ｅ６９ Ｔｉｍｅ ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ ｅｒｒｏｒ 
（時刻変換エラー） 

ＳＮＴＰサーバから取得した時刻が異常 
⇒ＳＮＴＰサーバが正常に動作していることをご確認くださ
い。 

 

� ＰＣＷＡＹエラーコード （ ９０９１ ［ＰＣＷＡＹ］） 
番号 名称 エラー内容と処置方法 

Ｅ９２ ＰＣＷＡＹ ｃｏｎｎｃｅｔｉｏｎ ｅｒｒｏｒ 
（コネクションエラー） 

登録した全ＰＣＷＡＹ接続サーバとの接続に失敗しまし
た。 
⇒ＰＣＷＡＹサーバのＩＰが正しく設定されていることをご確
認ください。 
ＰＣＷＡＹサーバが動作していることをご確認ください。 
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11.3.3 Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ ｅｒｒｏｒ ｃｏｄｅ  
                    （データ収集通信エラーコード） 

� データ収集通信エラーコード 
番号 名称 エラー内容と処置方法 

Ｅ４０ ＢＣＣ ｅｒｒｏｒ 
（ＢＣＣエラー） 

ＢＣＣエラーが発生しました 
⇒ ノイズ等の通信状態を確認してください 

Ｅ４１ 
Ｆｏｒｍａｔ ｅｒｒｏｒ 
（フォーマット 
 エラー） 

相手ユニットから異常なレスポンスを受信しました 
⇒ ノイズ等の通信状態を確認してください。また、ＲＳ４８５通信時は
ＤＬＵが受信可能となる前に、相手ユニットがレスポンスを送信してい
る 
可能性があります。相手ユニットの送信待ち時間を調整してくださ
い。 
＊ＲＳ４８５通信時、ＤＬＵではコマンド送信後２文字時間後に受信可
能となります。 

Ｅ４２ Ｎｏｔ ｓｕｐｐｏｒｔ 
（ＮＯＴサポート） 

相手ユニットが送信コマンドをサポートしていません 
⇒ 相手ユニットのサポートコマンドを確認してください 

Ｅ６０ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ ｅｒｒｏｒ 
（パラメータエラー） 

相手ユニットに指定データが存在しませんでした 
⇒ レジスタ名の設定を確認してください 

Ｅ６１ Ｄａｔａ ｅｒｒｏｒ 
（データエラー） 

相手ユニットに指定データが存在しませんでした 
⇒ レジスタ番号の設定を確認してください 

Ｅ７４ Ｔｉｍｅ ｏｕｔ ｅｒｒｏｒ 
（タイムアウトエラー） 

レスポンス待ちタイムアウトが発生しました 
⇒ 通信速度の不一致や、ケーブル切断等の可能性があります。通
信状態を確認してください。正常な場合、適切なタイムアウト時間を
再度設定してください。 

 

11.3.4 Ｆｉｌｅ ｅｒｒｏｒ ｃｏｄｅ （ファイルエラーコード） 

� ファイルエラーコード 
番号 名称 エラー内容と処置方法 

Ｅ１３ 
Ａｃｃｅｓｓ ｅｒｒｏｒ 
（ＣＦカードアクセス
エラー） 

ＣＦカードにアクセスできません 
⇒ ＣＦカードがユニットに挿入されているか確認してください 

Ｅ２４ 

Ｔｏｏ ｍａｎｙ ｏｐｅｎ 
ｆｉｌｅｓ 
（ファイルオープン
エラー） 

オープンしているファイルが多過ぎて該当ファイルをオープンできま
せん 
⇒ オープンしている不要なファイルは、クローズしてください 

Ｅ２８ 
Ｎｏ ｍｅｍｏｒｙ 
（容量オーバーエラ
ー） 

書込み先のデバイスに空き容量がありません 
⇒ ＣＦカードを交換するか、ファイルを削除して空き容量を確保して
ください 

 

11.3.5 Ｉｎｔｅｒｎａｌ ｅｒｒｏｒ ｃｏｄｅ （内部エラーコード） 

� 通信初期化エラーコード （０ ［ＮＥＴ ＩＮＩＴ］） 
番号 名称 エラー内容と処置方法 

不定 Ｂｌａｎｋ（空白） 
本機システムの異常が考えられます。 
⇒本機を再起動してください。 
改善されない場合は弊社にご連絡ください。 
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11.4 メモリエリア一覧 
� メモリエリア一覧 

名称 使用可能範囲 
内部入力リレー Ｘ ５１２点 （Ｘ０～Ｘ３１Ｆ） 
内部出力リレー Ｙ ５１２点 （Ｙ０～Ｙ３１Ｆ） 
アナログ入力レジスタ ＡＤ ２４ｃｈ （ＡＤ１０～ＡＤ１７／ＡＤ２０～ＡＤ２７／ＡＤ３０～ＡＤ３７） 
アナログ出力レジスタ ＤＡ ２４ｃｈ （ＤＡ１０～ＤＡ１７／ＤＡ２０～ＤＡ２７／ＤＡ３０～ＤＡ３７） 
外部リレー Ｂ ２００点 （Ｂ０～Ｂ１１７） 
外部レジスタ ＥＸＤ ２００ダブルワード （ＥＸＤ０～ＥＸＤ１９９） 

注）記載の点数は、演算メモリとして持っているエリアであり、実際に使用できる点数は、ハードウェアの組み合わせに 
  より決まります。 
 



 

11-13 
 

11.5 ＢＩＮ／ＨＥＸ／ＢＣＤコード対応表 
１０進数 

（Ｄｅｃｉｍａｌ） 
１６進数 

（Ｈｅｘａｄｅｃｉｍａｌ） 
ＢＩＮ２進数 
（Ｂｉｎａｒｙ） 

ＢＣＤ２進化１０進数（４桁） 
（Ｂｉｎａｒｙ Ｃｏｄｅｄ Ｄｅｃｉｍａｌ） 

０ 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 

００００ 
０００１ 
０００２ 
０００３ 
０００４ 
０００５ 
０００６ 
０００７ 

００００００００  ００００００００ 
００００００００  ０００００００１ 
００００００００  ００００００１０ 
００００００００  ００００００１１ 
００００００００  ０００００１００ 
００００００００  ０００００１０１ 
００００００００  ０００００１１０ 
００００００００  ０００００１１１ 

００００  ００００  ００００  ００００
００００  ００００  ００００  ０００１
００００  ００００  ００００  ００１０
００００  ００００  ００００  ００１１
００００  ００００  ００００  ０１００
００００  ００００  ００００  ０１０１
００００  ００００  ００００  ０１１０
００００  ００００  ００００  ０１１１

８ 
９ 

１０ 
１１ 
１２ 
１３ 
１４ 
１５ 

０００８ 
０００９ 
０００Ａ 
０００Ｂ 
０００Ｃ 
０００Ｄ 
０００Ｅ 
０００Ｆ 

００００００００  ００００１０００ 
００００００００  ００００１００１ 
００００００００  ００００１０１０ 
００００００００  ００００１０１１ 
００００００００  ００００１１００ 
００００００００  ００００１１０１ 
００００００００  ００００１１１０ 
００００００００  ００００１１１１ 

００００  ００００  ００００  １０００
００００  ００００  ００００  １００１
００００  ００００  ０００１  ００００
００００  ００００  ０００１  ０００１
００００  ００００  ０００１  ００１０
００００  ００００  ０００１  ００１１
００００  ００００  ０００１  ０１００
００００  ００００  ０００１  ０１０１

１６ 
１７ 
１８ 
１９ 
２０ 
２１ 
２２ 
２３ 

００１０ 
００１１ 
００１２ 
００１３ 
００１４ 
００１５ 
００１６ 
００１７ 

００００００００  ０００１００００ 
００００００００  ０００１０００１ 
００００００００  ０００１００１０ 
００００００００  ０００１００１１ 
００００００００  ０００１０１００ 
００００００００  ０００１０１０１ 
００００００００  ０００１０１１０ 
００００００００  ０００１０１１１ 

００００  ００００  ０００１  ０１１０
００００  ００００  ０００１  ０１１１
００００  ００００  ０００１  １０００
００００  ００００  ００１０  １００１
００００  ００００  ００１０  ００００
００００  ００００  ００１０  ０００１
００００  ００００  ００１０  ００１０
００００  ００００  ００１０  ００１１

２４ 
２５ 
２６ 
２７ 
２８ 
２９ 
３０ 
３１ 

００１８ 
００１９ 
００１Ａ 
００１Ｂ 
００１Ｃ 
００１Ｄ 
００１Ｅ 
００１Ｆ 

００００００００  ０００１１０００ 
００００００００  ０００１１００１ 
００００００００  ０００１１０１０ 
００００００００  ０００１１０１１ 
００００００００  ０００１１１００ 
００００００００  ０００１１１０１ 
００００００００  ０００１１１１０ 
００００００００  ０００１１１１１ 

００００  ００００  ００１０  ０１００
００００  ００００  ００１０  ０１０１
００００  ００００  ００１０  ０１１０
００００  ００００  ００１０  ０１１１
００００  ００００  ００１０  １０００
００００  ００００  ００１０  １００１
００００  ００００  ００１１  ００００
００００  ００００  ００１１  ０００１

： 
６３ 
： 

２５５ 
： 

９９９９ 

： 
００３Ｆ 

： 
００ＦＦ 

： 
２７０Ｆ 

： 
００００００００  ００１１１１１１ 

： 
００００００００  １１１１１１１１ 

： 
００１００１１１  ００００１１１１ 

： 
００００  ００００  ０１１０  ００１１

： 
００００  ００１０  ０１０１  ０１０１

： 
１００１  １００１  １００１  １００１  
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11.6 アスキーコード／ＪＩＳ８コード表 
11.6.1 アスキーコード表 

� アスキーコード表 
 

ｂ７  
ｂ6 0 0 0 0 1 1 1 1 
ｂ5 0 0 1 1 0 0 1 1 
ｂ4 0 1 0 1 0 1 0 1 

ｂ７ ｂ6 ｂ5 ｂ4 ｂ3 ｂ2 ｂ1 ｂ0 Ｒ  Ｃ 0 1 2 3 4 5 6 7 
0 0 0 0 0 NUL DEL SPACE 0 ＠ Ｐ ` ｐ 
0 0 0 1 1 ＳＯＨ ＤＣ１ ！ 1 Ａ Ｑ ａ ｑ 
0 0 1 0 2 ＳＴＸ ＤＣ２ ″ 2 Ｂ Ｒ ｂ ｒ 
0 0 1 1 3 ＥＴＸ ＤＣ３ ＃ ３ Ｃ Ｓ ｃ ｓ 
0 1 0 0 4 ＥＯＴ ＤＣ４ ＄ ４ Ｄ Ｔ ｄ ｔ 
0 1 0 1 5 ＥＮＱ ＮＡＫ ％ ５ Ｅ Ｕ ｅ ｕ 
0 1 1 0 6 ＡＣＫ ＳＹＮ ＆ ６ Ｆ Ｖ ｆ ｖ 
0 1 1 1 7 ＢＥＬ ＥＴＢ ’ ７ Ｇ Ｗ ｇ ｗ 
1 0 0 0 8 ＢＳ ＣＡＮ （ ８ Ｈ Ｘ ｈ ｘ 
1 0 0 1 9 ＨＴ ＥＭ ） ９ Ｉ Ｙ ｉ ｙ 
1 0 1 0 Ａ ＬＦ ＳＵＢ ＊ ： Ｊ Ｚ ｊ ｚ 
1 0 1 1 Ｂ ＶＴ ＥＳＣ ＋ ； Ｋ ［ ｋ ｛ 
1 1 0 0 Ｃ ＦＦ ＦＳ ， ＜ Ｌ ￥ ｌ ｜ 
1 1 0 1 Ｄ ＣＲ ＧＳ － ＝ Ｍ ］ ｍ ｝ 
1 1 1 0 Ｅ ＳＯ ＲＳ ． ＞ Ｎ ＾ ｎ ～ 
1 1 1 1 Ｆ ＳＩ ＵＳ ／ ？ Ｏ ＿ ｏ ＤＥＬ

 

� ＪＩＳ８コード表 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1
0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1
0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1

ｂ７ ｂ6 ｂ5 ｂ4 ｂ3 ｂ2 ｂ1 ｂ0  0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

0 0 0 0 0 NUL TC7(DEL) (SP) 0 ＠ Ｐ ` ｐ   未定義 － タ ミ

0 0 0 1 1 TC1(SOH) DC1 ！ 1 Ａ Ｑ ａ ｑ   。 ア チ ム 
0 0 1 0 2 TC2(STX) DC2 ″ 2 Ｂ Ｒ ｂ ｒ   「 イ ツ メ

   

 0 0 1 1 3 TC3(ETX) DC3 ＃ ３ Ｃ Ｓ ｃ ｓ   」 ウ テ モ

0 1 0 0 4 TC4(EOT) DC4 ＄ ４ Ｄ Ｔ ｄ ｔ   、 エ ト ヤ
  

0 1 0 1 5 TC5(ENQ) TC8(NAK) ％ ５ Ｅ Ｕ ｅ ｕ ・ オ ナ ユ

0 1 1 0 6 TC6(ACK) TC9(SYN) ＆ ６ Ｆ Ｖ ｆ ｖ ヲ カ ニ ヨ

0 1 1 1 7 BEL ETB ’ ７ Ｇ Ｗ ｇ ｗ ｱ キ ヌ ラ

1 0 0 0 8 EE0(BS) CAN （ ８ Ｈ Ｘ ｈ ｘ ｲ ク ネ リ

1 0 0 1 9 EE1(HT) EM ） ９ Ｉ Ｙ ｉ ｙ 

未

定

義 

未

定

義 
ｳ ケ ノ ル

未

定

義

未

定

義

1 0 1 0 Ａ EE2(LF) SUB ＊ ： Ｊ Ｚ ｊ ｚ   ｴ コ ハ レ

1 0 1 1 Ｂ EE3(VT) ESC ＋ ； Ｋ ［ ｋ ｜   ｵ サ ヒ ロ

1 1 0 0 Ｃ EE4(FF) IS4(FS) ， ＜ Ｌ ￥ ｌ ｜   ﾔ シ フ ワ

1 1 0 1 Ｄ EE5(CR) IS3(GS) － ＝ Ｍ ］ ｍ ｜   ﾕ ス ヘ ン

1 1 1 0 Ｅ SO IS2(RS) ． ＞ Ｎ ＾ ｎ ¯   ﾖ セ ホ ”

1 1 1 1 Ｆ SI IS1(US) ／ ？ Ｏ ＿ ｏ ＤＥＬ   ﾂ ソ マ °

ＪＩＳ８コード表の未定義の部分は使用しないでください。 

行 
列 
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11.7 メモリ割付表 
� Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔの構成 

 

   

 

11.7.1 本体（Ｘ０－Ｘ３）の属性データ 
メモリ 接点時 パルス時 対応レジスタ 

状態変化間隔 パルス数 ＤＴ９０４９ ＤＴ２０４８ 
累積ＯＮ時間 ― ＤＴ２０５１ ＤＴ２０５０ 
累積開閉回数 ― ＤＴ２０５３ ＤＴ２０５２ Ｘ０ 

― ― ＤＴ２０５５ ＤＴ２０５４ 
 

 ご注意： 

• Ｉ／Ｏ割付けに関しての詳細は「４章 Ｉ／Ｏの割り付け」を参照してください。 
• ＤＬＵのデータは全て３２ビット（ダブルワード）で扱われます。 
• 属性データは常に８ワードのエリアを占有します。 

（Ｘ１－Ｘ３もＸ０と同様に８ワードの領域を使用します） 
 

 ここがポイント： 

本体の属性データ先頭アドレス＝２０４８＋(デバイスＮｏ．[１０進数]×８)です。 
【例】 Ｘ３の属性データ先頭アドレス＝２０４８＋３×８＝ＤＴ２０７２。 
よってＸ３の状態変化間隔は、ＤＴ２０７２とＤＴ２０７３に格納されています。 
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11.7.2 増設ユニット１（Ｘ２０－Ｘ３Ｆ）の属性データ（デジタル入力
ユニットの場合） 

メモリ 接点時 パルス時 対応レジスタ 
状態変化間隔 パルス数 ＤＴ２３０５ ＤＴ２３０４ 
累積ＯＮ時間 ― ＤＴ２３０７ ＤＴ２３０６ 
累積開閉回数 ― ＤＴ２３０９ ＤＴ２３０８ Ｘ２０ 

― ― ＤＴ２３１１ ＤＴ２３１０ 
状態変化間隔 パルス数 ＤＴ２０５７ ＤＴ２０５６ 
累積ＯＮ時間 ― ＤＴ２０５９ ＤＴ２０５８ 
累積開閉回数 ― ＤＴ２０６１ ＤＴ２０６０ Ｘ３Ｆ 

― ― ＤＴ２０６３ ＤＴ２０６２ 
 

 ここがポイント： 

• 増設（接点）の属性データ先頭アドレス＝２０４８＋(デバイスＮｏ．[１０進数]×８)です。 
【例】Ｘ３０の属性データ先頭アドレス＝２０４８＋４８×８＝ＤＴ２４３２ 

 よってＸ３０の状態変化間隔は、ＤＴ２４３２とＤＴ２４３３に格納されています。 
 
• 増設ユニット２（Ｘ４０－Ｘ５Ｆ）と３（Ｘ６０－Ｘ７Ｆ）も同様にして、属性データ先頭アドレスを求めることがで

きます。 
 
 

11.7.3 増設ユニット１（ＡＤ１０－ＡＤ１７）の属性データ（アナログ
入力ユニットの場合） 

メモリ アナログ 対応レジスタ 
現在値 ＤＴ８８３３ ＤＴ８８３２ 
平均値 ＤＴ８８３５ ＤＴ８８３４ 
最小値 ＤＴ８８３７ ＤＴ８８３６ ＡＤ１０ 

最大値 ＤＴ８８３９ ＤＴ８８３８ 
現在値 ＤＴ８８８９ ＤＴ８８８８ 
平均値 ＤＴ８８９１ ＤＴ８８９０ 
最小値 ＤＴ８８９３ ＤＴ８８９２ ＡＤ１７ 

最大値 ＤＴ８８９５ ＤＴ８８９４ 
 

 ここがポイント： 

• 増設１（アナログ）の属性データ先頭アドレス＝８８３２＋（チャンネル番号×８）です。 
  【例】ＡＤ１６の属性データ先頭アドレス＝８８３２＋６×８＝ＤＴ８８８０ 
 
• 増設２（アナログ）の属性データ先頭アドレス＝８９６０＋（チャンネル番号×８）です。 
  【例】ＡＤ２１の属性データ先頭アドレス＝８９６０＋１×８＝ＤＴ８９６８ 
 
• 増設３（アナログ）の属性データ先頭アドレス＝９０８８＋（チャンネル番号×８）です。 
  【例】ＡＤ３３の属性データ先頭アドレス＝９０８８＋３×８＝ＤＴ９１１２ 
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11.7.4 外部機器（Ｂ０－Ｂ１２７）の属性データ 
メモリ 接点 対応レジスタ 

状態変化間隔 ＤＴ６１４５ ＤＴ６１４４ 
累積ＯＮ時間 ＤＴ６１４７ ＤＴ６１４６ 
累積開閉回数 ＤＴ６１４９ ＤＴ６１４８ Ｂ０ 

― ＤＴ６１５１ ＤＴ６１５０ 
状態変化間隔 ＤＴ７７３７ ＤＴ７７３６ 
累積ＯＮ時間 ＤＴ７７３９ ＤＴ７７３８ 
累積開閉回数 ＤＴ７７４１ ＤＴ７７４０ Ｂ１２７ 

― ＤＴ７７４３ ＤＴ７７４２ 
 

 ここがポイント： 

外部機器（接点）の属性データ先頭アドレス＝６１４４＋（デバイスＮｏ．[１０進数]×８）です。 
【例】Ｂ８０の属性データ先頭アドレス＝６１４４＋１２８×８＝ＤＴ７１６８ 
   よってＢ８０の状態変化間隔は、ＤＴ７１６８とＤＴ７１６９に格納されています。 

 
 

11.7.5 外部機器（ＥＸＤ０－ＥＸＤ１９９）の属性データ 
メモリ パルス 瞬時値 統計値 対応レジスタ 

パルス値 現在値 現在値 ＤＴ９２１７ ＤＴ９２１６ 
― ― 平均値 ＤＴ９２１９ ＤＴ９２１８ 
― ― 最小値 ＤＴ９２２１ ＤＴ９２２０ ＥＸＤ０ 

― ― 最大値 ＤＴ９２２３ ＤＴ９２２２ 
パルス値 現在値 現在値 ＤＴ１０８０９ ＤＴ１０８０８ 

― ― 平均値 ＤＴ１０８１１ ＤＴ１０８１０ 
― ― 最小値 ＤＴ１０８１３ ＤＴ１０８１２ ＥＸＤ１９９ 

― ― 最大値 ＤＴ１０８１５ ＤＴ１０８１４ 
 

 ここがポイント： 

外部機器（データ）の属性データ先頭アドレス＝９２１６＋（デバイスＮｏ．[１０進数]×８）です。 
【例】ＥＸＤ１００の属性データ先頭アドレス＝９２１６＋１００×８＝ＤＴ１００１６。 
   よってＥＸＤ１００の現在値は、ＤＴ１００１６とＤＴ１００１７に格納されています。 
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１２章 
 外形寸法図・その他 

 
 
 
 



 

12-2 
 

12.1 外形寸法図 
12.1.1 Ｗｅｂ Ｄａｔａｌｏｇｇｅｒ Ｕｎｉｔ 

� ＡＦＬ１０００ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 参 照：ＦＰ０増設ユニットの外形寸法図について 

      ＜ＦＰ０ユーザーズマニュアルＡＲＣＴ１Ｆ３８９ または各ユニット専用のマニュアル＞ 
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12.2 その他 
12.2.1 Ｅｔｈｅｒｎｅｔ通信 

� １０ＢＡＳＥ－Ｔ準拠 ＲＪ４５コネクタ 
 

ピン番号 信号名 
１ ＴＸ＋ 
２ ＴＸ－ 
３ ＲＸ＋ 
４ 未使用 
５ 未使用 
６ ＲＸ－ 
７ 未使用   
８ 未使用 

注）ＨＵＢと接続する場合は、ストレートケーブルをお使いください。またパソコンなどと１対１接続する 
  場合はクロスケーブルをお使いください。 
 
 
 
 
 

12.2.2 モデムポート 

� ＲＳ２３２Ｃ仕様（ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴシリアルポート互換） 
 
 

ピン番号 信号名 方向 説明 
１ ＣＤ ← キャリア検出 
２ ＲＸＤ ← 受信データ 
３ ＴＸＤ → 送信データ 
４ ＤＴＲ → データ端末レディ 
５ ＳＧ － 信号線用グランド 
６ ＤＳＲ ← データセットレディ 
７ ＲＴＳ → 送信要求 
８ ＣＴＳ ← 送信可   

９ ＲＩ ← 呼信号インジケータ
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改訂履歴 
 

マニュアル番号は、表紙下に記載されています。 

発行日付 マニュアル番号 改訂内容 

 

２００４年１０月 

 

２００５年 ５月 

 

 

 

２００５年１０月 

 

 

 

 

２００６年２月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＲＣＴ１Ｆ４００ 

 

ＡＲＣＴ１Ｆ４００－１ 

 

 

 

ＡＲＣＴ１Ｆ４００－２ 

 

 

 

 

ＡＲＣＴ１Ｆ４００－３ 

 

初版 

 

２版  機能追加  

    （トリガ蓄積への対応と外部機器データ量

     の増加） 

 

３版  機能追加 

     （文字データ蓄積，アクショントリガによる

      ファイル生成，三菱 FX計算機リンク 

      対応） 

 

４版  ・誤記訂正 

     ・ブランド変更に伴い NAiS→Panasonic 

 

 



 

 

 

 

 
ご注文に際してのお願い 
 
本資料に記載された製品および仕様は、製品の改良などのために予告なしに変更（仕様変更、製造中止を含む） 
することがありますので、記載の製品のご使用のご検討やご注文に際しては、本資料に記載された情報が最新の 
ものであることを、必要に応じ当社窓口までお問い合わせのうえ、ご確認くださいますようお願いします。 
 なお、本資料に記載された仕様や環境・条件の範囲を超えて使用される可能性のある場合、または記載のない 
条件や環境での使用、あるいは鉄道・航空・医療用などの安全機器や制御システムなど、特に高信頼性が要求 
される用途への使用をご検討の場合は、当社窓口へご相談いただき、仕様書の取り交わしをお願いします。 
 
受入検査 〕 

・ご購入または納入品につきましては、速やかに受入検査を行っていただくとともに、本製品の受入検査 

前または検査中の扱いにつきましては、管理保全に十分なご配慮をお願いします。 

  

保証期間 〕 

・本製品の保証期間は、ご購入後あるいは貴社のご指定場所への納入後 1年間とさせていただきます。 

なお電池や光源ランプなどの消耗品、補材については除かせていただきます。 

  

保証範囲 〕 

・万一、保証期間中に本製品に当社側の責による故障や瑕疵が明らかになった場合、当社は代替品 

または必要な交換部品の提供、または瑕疵部分の交換、修理を、本製品のご購入あるいは納入場所で 

無償で速やかに行わせていただきます。 

ただし、故障や瑕疵が次の項目に該当する場合は、この保証の対象範囲から除かせていただくものとします。 

 

 １．貴社側が指示した仕様、規格、取扱い方法などに起因する場合。 
 ２．ご購入後あるいは納入後に行われた当社側が係わっていない構造、性能、仕様などの改変が原因の場合。

 ３．ご購入後あるいは契約時に実用化されていた技術では予見することが不可能な現象に起因する場合。 
 ４．カタログや仕様書に記載されている条件・環境の範囲を逸脱して使用された場合。 
 ５．本製品を貴社の機器に組み込んで使用される際、貴社の機器が業界の通念上備えられている 
   機能、構造などを持っていれば回避できた損害の場合。 
 ６．天災や不可抗力に起因する場合。 

 
また、ここでいう保証は、ご購入または納入された本製品単体の保証に限るもので、本製品の故障や 
瑕疵から誘発される損害は除かせていただくものとします。 
以上の内容は、日本国内の取引および使用を前提とするものです。 
 
日本以外での取引および使用に関し、仕様、保証、サービスなどについてのご要望、ご質問は 
当社窓口まで別途ご相談ください。 
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